














狼侯爵と愛の霊薬








橘千秋





[image: ]

電子版 ビーズログ文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　女王の名を戴いただいたエレアノーラ国学院は、貴き賤せんを問わず学生に門戸が開かれている、フランレシア王国の最高学府だ。

『学びたいだけ学べ』という教育方針を掲かかげていることもあって、卒業単位が足りていたとしても、自分が満足するまで何年も学び続けられる。学問好きにはたまらない、そんな夢のような学院だ。

　だが実際には講義の難しさから留年し、やがて年ねん齢れいや資金の問題で退学する者も多い。

　それ故ゆえ、卒業単位が満たされれば卒業するのが常である。

　しかし、その常識を打ち破る生徒がエレアノーラ国学院に在ざい籍せきしていた。

　彼女は最年少八歳さいで学院に入学し、歴代最短の三年で卒業単位を満たした、天才。そして、さらに七年も留年して学院に居い座すわり続けている変人だ。

　人は研究ばかりで人と付き合わない彼女のことを『ものぐさ姫ひめ』と呼んだ。




　ものぐさ姫は貴族令れい嬢じようだというのに研究室に引きこもり、ひたすら薬学の研究を行っていた。社交界に出たのは、デビュタントの一回きり。貴族たちに忘れ去られてもおかしくはない。

　しかし彼女の作る薬はこの上ない良薬。貴族たちもこぞって注文をするほどだ。だから、ものぐさ姫の存在は有名だった。彼女が一回きりしか社交界に出ていないこともあり、様々な噂うわさがはやし立てられる。

　そんな優秀だが怠たい惰だでおよそ貴族令嬢らしからぬものぐさ姫には、終ついぞ縁えん談だんの噂はなかった。

　だが、ついに縁談がまとまったという。

　相手はなんと世にも恐おそろしい狼おおかみ侯こう爵しやくで、学院中がその話題で持ちきりだった。




　縁談をものぐさ姫──ロザリンド・セルザード伯はく爵しやく令嬢が知ったのは、自分以外の生徒全員に噂が浸しん透とうして、おもしろおかしく尾おひれと背びれがついた三日後だった。




「ねえ、ロザリンド。狼侯爵と結婚するって本当なの!?」

　学院の個人研究棟とう。その中でも特に異い臭しゆうを放っているロザリンドの研究室に、一人の学生が飛び込んだ。

　研究室の中は酷ひどい惨さん状じようで、本ほん棚だなに入りきらなかった本が床ゆかに積まれており、また経過観察のために並べられた毒々しい色の薬くすり瓶びんが無造作に置かれている。挙げ句、薄うす汚よごれた絨じゆう毯たんにはゴミが散乱していた。

　学生はそれらをかき分けて、奥おくへ奥へと進んでいく。

「ロザリンド！　聞いているの！」

　学生──ゴートン男だん爵しやく令嬢クリスティーナは怒いかりの声を上げた。

「ん？　その声はクリスティーナ？　久しぶりだね。今日はえーっと……何日だったかな？」

　クリスティーナのことを気にすることなく、ロザリンドは調合台で新薬の実験をしながら答えた。

　ロザリンドはおよそ貴族令嬢とは思えない容よう貌ぼうをしていた。伸のばしっぱなしの不ふ揃ぞろいの金きん髪ぱつを、老ろう婆ばのように一本の三つ編みにし、これまた老人がかけるような、底の見えない丸眼鏡をかけている。肌はだは長年の引きこもり生活で病人のように真っ白く、唇くちびるも不ふ摂せつ生せいがたたり青あお紫むらさき色いろだ。

「新薬の実験なんかいいから、わたくしの質問に答えなさい！　狼侯爵と結婚するって本当なの!?」

「…………えっ……わたし、結婚するの？」

　数秒の沈ちん黙もくの後、ロザリンドは間ま抜ぬけな声でクリスティーナに問いかける。

　驚おどろいた拍ひよう子しに、ロザリンドは持っていたフラスコの中へ、当初予定していたのとは別の液体を混ぜてしまう。

　ボンッと小さな爆ばく発はつ音と共に黒こく煙えんが舞まい、クリスティーナの泣なき叫さけぶ声が響ひびいた。
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　髪かみとおろしたての白衣、そして顔が真っ黒になる。眼鏡の乳白色のレンズも煤すすだらけになっているだろう。

　ポケットから絹のハンカチを取り出すと、ロザリンドは黙だまってレンズを拭ふいた。

「ゴホッ……もう信じられないわ！　なんてことしてくれたのよ！」

「……ごめんなさい」

　素す直なおにロザリンドが謝あやまると、クリスティーナは深い溜ため息いきを吐はいた。

「……もういいわ。その様子だと、結婚話は知らなかったみたいだし。学院中で噂になっているっていうのに、当の本人がこれじゃあねぇ……」

「むう……心外。これでも、とっても驚いている」

　驚きたいのはこっちだ。結婚なんて寝ね耳みみに水。本人が知らぬとはなんということだろう。

　ロザリンドは唇を尖とがらせ、クリスティーナに抗こう議ぎの姿勢を見せた。

「貴族なら情報収集ぐらいしなさいよ。どのぐらい引きこもっていたのよ」

「……一週間ぐらい」

（どうして外に出ていなかったんだっけ……ああ、新薬の実験をしていたからだ）

　ロザリンドがひとり納なつ得とくしていると、クリスティーナが鼻をつまみ、一歩、また一歩と距きよ離りを取り始めた。

「そういえば、なんか臭くさいわよ、ロザリンド。あとその引きこもり体質、どうにかしなさいよ。貴女あなたの相手、あの狼侯爵らしいじゃない。実家からの連れん絡らくは、本当に来ていないの？」

「……実家には十年帰っていないし、連絡も一年ぐらい取ってない。……それにしても結婚か。しかも侯爵位持ち……」

　ロザリンドは苦く悶もんの表情を浮かべる。

　相手が侯爵ということは、結婚すれば侯爵夫人にならなくてはならない。

　なんと面めん倒どうなことだろう、最低の結婚相手だ。

　独身貴族を謳おう歌かして、既き婚こん貴族に後ろ指を指される人生を送りたいのに、ままならないものだ。

「クリスティーナ。えっと……狼侯爵？　どんな人なの？」

　貴族令嬢とは名ばかりのロザリンドは、社交界の情報にとんと疎うとい。

　クリスティーナは呆あきれたように溜息を吐いた。

「ウィリアム・ヴァレンタイン──歳としは確か二十八歳だったと思うわ。先の戦争で、ベルニーニ軍を壊かい滅めつさせるほどの活かつ躍やくをした軍人よ」

　フランレシア王国は、四年前まで隣りん国ごくベルニーニ神国と戦争をしていた。

　開戦の理由は些さ末まつなもので、フランレシア王国の女王制を悪だと唱えたベルニーニ神国が王国の資源を略りやく奪だつするための侵しん攻こうだった。劣れつ勢せいを強しいられたフランレシア王国だったが、死力を尽つくし、どうにかベルニーニ神国に勝利した。

　それが四年前のことだ。

　戦争では国土が焼やけ焦こげ、多くの人が亡なくなった。しかし今のフランレシア王国は復興に向かって活気づいている。

　ロザリンドは戦争のことを思い出して胸が痛くなったが、それを忘れようとクリスティーナに向き合った。

「軍人かぁ……。侯爵ってことは、長男なの？」

「次男らしいのだけど、兄が戦死して襲しゆう爵しやくしたみたい。それも、狼侯爵の策略じゃないかって言われているわ。逆らう貴族は片かたっ端ぱしから叩たたき潰して、陸軍大臣の座にいるんだもの。それも頷うなずける。あと、昔は女おんな癖ぐせが悪かったんだけど、戦後は鞍くら替がえして、男色家になったらしいわ」

「つまり、戦争の英えい雄ゆうだけど極悪非道の男色家の変態が……わたしの結婚相手ということか。どうにか回かい避ひを……無理だね」

「諦あきらめるのが早すぎるでしょう！」

　ロザリンドはこの結婚が策略めいたものだと確信していた。

　ロザリンドの母は幼い頃に他界している。

　その後、伯爵である父が迎むかえた継けい母ぼは、物覚えが良かったロザリンドが気に入らず徹てつ底てい的てきに虐しいたげた。継母によるロザリンドの殺人未遂事件が起こってから、父は漸ようやく重い腰こしを上げ、僅わずか八歳のロザリンドをエレアノーラ国学院に放り込んだのだ。

　それは愛によるものではなく、ただ単に政略結婚の駒こまになるロザリンドを失うのを避さけるための措そ置ちだった。父は誰も愛さない、貴族であることを最優先させる血も涙もない人間だ。

　以来、ロザリンドは一度もセルザード伯爵家に帰ってはいない。研究目的もさることながら、結婚させられるのが嫌いやで、何年も学園に居座り続けていた。

　幸い、貴族たちに薬を販はん売ばいしているため、お金には困っていない。実家の援えん助じよなどなくとも平気だった。

　しかし、ロザリンドも十八歳になった。結婚適てき齢れい期き真まっ盛さかりである。

　今回の結婚は、上位の貴族との縁えんを望んだ父と、ロザリンドの苦しむ姿を見たい継母による共きよう謀ぼうだろう。おそらく、逃にげることは叶かなわない。というか、逃げるのが面倒くさい。

「クリスティーナ、今までありがとう。六年間楽しかった」

　ロザリンドとクリスティーナは同い年だ。

　入学した歳は違ちがうが、同じ師のもとで学んだ仲。しかし、その師が戦争で死んだこともあり、複雑な縁ともいえる。おそらく、腐くされ縁えんというやつだろう。

「わたくしも今年卒業でしょうけど……ロザリンドは今日、卒業ね。今まで楽しかったわ」

　本当に急な話だ。あと三ヶ月みっちり新薬の実験と開発の計画を立てていたというのに、卒業とは、なんとも口くち惜おしい。

（だけど、まあ……よく十年もったよね）

　最近は教師陣じんの卒業しろという無言の圧力や、学生たちからの異臭に関する苦情に参っていたところだ。遅おそかれ早はやかれ、ロザリンドは学院から追い出されていただろう。

　クリスティーナとの別れの挨あい拶さつが済むと、タイミング良く研究室の扉とびらがノックされた。

　そして現れたのは、久しぶりに見るセルザード伯爵家の使用人たちだ。

「随ずい分ぶんと早い登場だね。………わたしは逃げたりしないのに」

　ロザリンドは諦めた心地ここちで、白衣を脱ぬいだ。




　この日、十年にも及およぶ学生生活を終え、ロザリンドは漸くエレアノーラ国学院を卒業した。
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　久方ぶりに袖そでを通したドレスの堅かた苦くるしさとコルセットのキツさに顔を歪ゆがませながら、ロザリンドは夫となるヴァレンタイン侯こう爵しやくの屋や敷しきへと向かう馬車に揺ゆられていた。

　継まま母ははから命めいを受けているのか、車内にいる使用人は気まずそうな顔をしながら一いつ切さい言葉を発しない。

（……ああ、実験したい）

　息が詰つまる思いをしながら、ロザリンドはひたすら外の景色を眺ながめる。

　学院を出てから三日経たった。馬車は現在王都を走行中で、整えられた街かい道どうと距きよ離りから推すい測そくするに、ヴァレンタイン領へは王都から二時間もしないで着くはずだ。

　王宮から近い領地を任されるということは、王家の信しん頼らいが厚い家だということ。実際、ヴァレンタイン侯爵家は古くから続く武人の家系で、国の有事の際は真っ先に先せん陣じんに立ち剣けんを振ふるうのだ。

（なんで狼おおかみ侯爵の極悪非道な噂うわさが流れているのか知らないけど、大方、くだらない政治の駆かけ引ひきだろうね。野心ある貴族と暇ひまな貴族はそういうの大好きだろうし）




　王都の華はなやかさに負けないぐらい活気づいているヴァレンタイン領の城下町を越こえ、馬車は巨きよ大だいな門もん扉ぴをくぐる。

　緑を中心にした、幾き何か学がく模も様ようの庭園を駆け抜け、白く硬こう質しつな印象を受ける屋敷の前で馬車は停とまる。

「……ふぅ」

　苦痛ともいえる旅路は終わり、ロザリンドは目的地であるヴァレンタイン侯爵家へと到とう着ちやくした。

　セルザードの使用人たちが、ロザリンドが乗っていたのとは別の馬車から荷物を下ろし、ヴァレンタイン侯爵家の使用人へと渡わたしていく。

（……あんな嫁入り道具ガラクタよりも、研究室の荷物を持ってきたかった）

　あの荷物の中身はセルザード伯はく爵しやく家けで用意された嫁入り道具だ。当の花はな嫁よめであるロザリンドの気持ちなど一つも考こう慮りよしていない、家の体面を保たもつだけに用意されたものである。

　冷めた目でセルザードの使用人たちを見つめていると、ロザリンドにえらくドスの利きいた低い声がかけられた。

「君がものぐさ姫ひめか。随ずい分ぶんと変な眼鏡をかけているんだな」

　現れたのは身長一九〇センチ近い男だ。

　軍人らしく骨太な体格で、無む駄だな筋肉は付いていないのか、想像していたよりも幾いく分ぶんか細い。お洒しや落れに敏びん感かんな貴族女性なら誰だれもが憧あこがれるような、濡ぬれ羽ば色いろの長ちよう髪はつが風になびき、キラキラと輝かがやいていた。

　ロザリンドは驚おどろきに目を瞬まばたかせた。

（この人がヴァレンタイン侯爵……？　熊くまみたいな人だと思っていたけど違ちがったね。なんか……全体的に怖こわい……？）

　男の右目に施ほどこされた黒色の眼帯と、左目の視界に入れた相手を射い殺ころさんばかりに凶きよう悪あくな眼がん孔こうにロザリンドはさらに驚き、内心を隠かくすことを忘れて口をポカンと開けてしまう。

　狼侯爵と揶や揄ゆされるだけあって、確かに熊というよりは狼のような印象を受ける男性だ。

「……あ、いや、ロザリンド・セルザード伯爵令れい嬢じようだったか。私がウィリアム・ヴァレンタインだ。話もあるから、早く中に入ってくれ」

「はい。お気き遣づかいありがとうございます、ヴァレンタイン侯爵」

　妻となるロザリンドを伯爵令嬢と呼ぶことに違い和わ感かんを覚えたが、気にせずウィリアムの後ろに付いて行き、屋敷の中に足を踏ふみ入いれた。

　屋敷の中は質実剛ごう健けんといった印象を受ける内装で、質の良く華か美びでないフカフカの絨じゆう毯たんが敷しき詰つめられている。

（……この上で寝ねれそう）

　セルザードの使用人たちは早々に引き上げたようで、ロザリンドがエントランスの階段を上り、後ろを振り向いたときには姿を消していた。なんともお早い仕事ぶりだ。

「応接室だ。色々と準備はしてある」

　応接室の中には誰もおらず、ロザリンドとウィリアムが入室すると使用人によって扉とびらが閉ざされた。




　──ふたりきりの空間に沈ちん黙もくが落ちる。




　ロザリンドはウィリアムの目を真まっ直すぐに見つめ、ウィリアムは眉み間けんの皺しわを深くさせるという、無言の攻防が繰くり広ひろげられていた。



















　我が慢まんならず、先に口を開いたのはウィリアムだった。

「……座すわるといい」

「失礼いたします」

　ウィリアムの言葉に従い、ロザリンドは黒い革かわ張ばりのソファーに腰こしを下ろした。

　向かいのソファーにはウィリアムが座る。見上げていたときよりも近い位置にウィリアムの顔が視界に入り、その眉間の皺の深さにロザリンドは感心した。

（……人間って、ここまで眉間に皺を寄せることができるんだ）

　研究者気質のロザリンドは、ウィリアムの真ま似ねをして眉間に精せい一いつ杯ぱい力を込めた。

「……そのような顔をするのならば、私も安心だ」

（何が安心なのだろう……？）

　ロザリンドが疑問を口にするよりも早く、ウィリアムは一枚の紙を差し出した。

　それは貴族用の婚こん姻いん届とどけで、署名をした後に国務省に提出することになっているものだ。

　最近では、結婚式で親族の前で名前を書き記すことが多い。しかし、渡された紙には既すでにウィリアムの名前が書かれている。

　これには貴族の常識に疎うといロザリンドも首を傾かしげた。

「……ロザリンド・セルザード伯爵令嬢。私との結婚には条件がある」

「どのようなものでしょうか？」

　これから始まる話はおそらく、とても重要なことだ。

　ロザリンドは居い住ずまいを正す。しかし、同時に眉間の皺の限界に挑ちよう戦せんすべく、表情筋を総動員させていた。

「……私には好いている人がいる。だから結婚したとしても、君を愛することはない」

「そうですか」

　ロザリンドの眉間の皺が深くなった。

「結婚式も挙げない。君の身内と馴なれ合あう気もないし、神の前で偽いつわりの愛を告げたくはないからだ」

「そうですか」

　ロザリンドの眉間は限界値を突とつ破ぱし、ピクピクと痙けい攣れんし始めた。

「君を妻として紹しよう介かいなどしたくない。だから当然、夜会などに共に出席することはない」

「そうですか」

　ロザリンドは眉間に集中するあまり瞬きを忘れ、身体の防衛本能から一気に涙なみだが溢あふれてしまう。

「……ま、まあ、それなりの金は渡してやる。それで愛人を囲うなり、宝ほう飾しよく品ひんを買かい漁あさるなり、好きにするといい。だが私の迷めい惑わくのかからない範はん囲いでやりたまえ」

「そうですか」

　表情筋は緩ゆるめたが、ロザリンドは時間差で襲おそってきた頭痛に耐たえきれず、泣きながら頭を抱かかえた。

「こ、この条件が飲めないのならば、私は結婚する気はない。まあ、選せん択たく権けんぐらいは与あたえてやる。その婚姻届にサインするかは君が決めるんだ。何、サインをしなかったからといって、咎とがめたりはしない。私も君も乗り気ではないようだからな。それでロザリンド・セルザード伯爵令嬢。答えを聞かせてくれるか？」

　ウィリアムは足を組み、挑ちよう発はつ的てきな物言いで言った。

　ロザリンドはダンッと大きな音を立てて立ち上がり、握にぎりつぶす勢いで婚姻届を持って立ち上がる。

「そうですね。やはり……わたしが立てた仮説通り、ヴァレンタイン侯爵の眉間は、一いつ般ぱん的てきな人間の機能を大きく逸いつ脱だつした運動性能を持っていることが分かりました！」

「はぁぁあああ!?」

　ウィリアムが冷静な態度から一転し、素すっ頓とん狂きような叫さけびを上げる。

　ロザリンドは頭痛から完全復活し、饒じよう舌ぜつに話し出す。

「はっ！　確かにヴァレンタイン侯爵の懸け念ねん通り、検体がわたしだけでは、結論に持っていくには不十分ですね。わたしの眉間の能力は平均値より低いのかもしれません。ここは最低でも三百人ほどの人に協力してもらい、人間の眉間の皺における可能性を見み出いださなくては！」

「お願いだから見出すな！　何な故ぜ、眉間の話になっている!?　ここは結婚を断るところだろう！」

「……結婚。そうでした！」

「そうだ、結婚だ。私は君を愛さないんだぞ。貴族は政略結婚が多いが、好き好んでその道を選ぶ必要はない。できれば恋愛結婚がいいと、私は思う。年頃の令嬢はそういうことを気にするだろう？」

「構かまいません！　わたし、ぶっちゃけ家庭環かん境きようが複雑だったので結婚に夢を持っていません！」




　ウィリアムは数秒間停止した。




「えっ、そんなこと……セルザード伯爵からは聞いていないぞ？　そ、そうではなくて……ほ、ほら、美しいウェディングドレスを着て結婚式ができないぞ。一生に一度のことで、女性の夢なのだろう？」

「地味婚歓かん迎げいです！　元々、数年前までは戦争の影えい響きようで結婚式を挙げない家も多かったではありませんか。それにわたし、常つね日ひ頃ごろから思っていたのです。なんだ、あの恥ずかしすぎる茶番劇はと。経験せずに済むのならそうしたい！　……わたしは結婚の知らせを聞いてから、挙式が一番の憂ゆう鬱うつの種だったのです」

　ウィリアムは青白い顔でロザリンドを見る。

「もしかして夜会も……？」

「社交なんて面めん倒どうなだけです。引きこもり最高！」

　ウィリアムは頭を抱えた。

　おそらく、いつも以上に眉間を酷こく使ししたために起こった頭痛だろう。

「ちょっと待ちなさい。金は適当に渡してやるから、愛人囲うなり、宝飾品を漁あさるなり好きにしろ、ただし迷惑はかけるなとか言う男は最低だぞ！　目を覚ますんだ！」

「安心してください！　わたし、一人が大好きなので、ヴァレンタイン侯爵の不ふ名めい誉よになるような醜しゆう聞ぶんは広まらないかと思います。それに、わたしはお金を使いますが、必ずや倍にしてみせます！　愛されることもなく、好きに過ごしてもいいなんて……研究し放題ではありませんか。こんな理想的な結婚が転ころがり込こんでくるなんて……はぁはぁっ……興奮で夜も眠ねむれそうにありません！」

「若い令嬢が興奮とか言うな！」

「興奮と言えば、ヴァレンタイン侯爵は道ならぬ恋をしている様子。嫉しつ妬としない・浪ろう費ひ癖ぐせがない・引きこもりという三さん拍びよう子し揃そろった、わたしのような女は、お飾かざりの妻として最適でありましょう。どうか、相手の男性と仲なか睦むつまじくお過ごしくださいませ」

　ロザリンドがそう言うと、ウィリアムは出会ってから一番眉間の皺を深くした。

　その顔つきは凶悪の極きわみ。これほど恐おそろしい顔ができる人間がいるのかと、ロザリンドは感心する。

「今、その……男性と言ったか……？」

　ゆっくりと、確かく認にんするように低く鋭するどい声がロザリンドにかけられた。

「はい。ヴァレンタイン侯爵は男色家であると小耳に挟はさみました。わたし、そういったことに偏へん見けんなどございませんので、どうぞ安心してくださいませ。愛情はすべて尊きものだと聞きき及およんでおります」

「誤解だ！」

　間かん髪はつを容いれずに答えたウィリアムを見て、ロザリンドは自分の頰ほおに手を当てながら、小さく息を吐はいた。

「そう恥はずかしがらなくてもよろしいのに……」

　ウィリアムとは出会ったばかりだ。

　彼からすれば、信用できない初対面の小こ娘むすめに話すことではないのだろう。

（信用は追い追い勝ち取るとして、旦だん那な様の恋人はいったいどんな人なんだろう？　薄はつ幸こうの美少年さん？　筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうな軍人さん？　それとも渋しぶめのおじ様？　どうせ期間限定の結婚になるだろうけど、できるなら、その人とも適度に離はなれつつも敵対しない人間関係を築きたいね）

　ロザリンドはテーブルに置かれた羽ペンを取り出す。

　そして心の内が反映された、弾はずむような筆ひつ跡せきで婚姻届に名前を書き記した。

（結婚が墓場だなんて誰が言った。結婚とは研究の楽園のことだよ！）

　自分は今、人生最大の幸運に恵まれたのだろう。

「それでは金づるパトロン──もとい、同居人として、よろしくお願いしますね、旦那様」

「あ、ああ……よろしく頼たのむ……ロザリンド……」

　こうしてロザリンドとウィリアムは夫婦となった。
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　婚姻届にサインをした後、ロザリンドとウィリアムはお茶を飲んでいた。

　結婚条件に関する話し合いは終わったため、ヴァレンタイン侯爵家の使用人たちが忙せわしなく動いている。とても勤勉な使用人たちのようで、『お飾りの奥おく様さま』になったロザリンドにも丁てい重ちような対応をしてくれた。




　応接室の窓から見える景色は、橙だいだい色いろに染まっている。もう一時間もすれば、日は完全に沈しずみ、夜の帳とばりが降りるだろう。ヴァレンタイン侯爵家に来てから、初めて迎むかえる特別な夜だ。

　ロザリンドはしばし黙もつ考こうし、自分では結論が出なかったのでウィリアムに問いかける。

「ところで、旦那様。初夜はいかがなさいますか？」

「ぶふぉっ！」

　ウィリアムは突とつ然ぜん咳せき込こみ、口に含ふくんでいた紅茶を噴ふき出だした。

　ロザリンドは立ち上がり、ウィリアムの隣となりに腰を下ろした。そして綿のハンカチでウィリアムの口元を拭ぬぐい、未いまだに咽むせているウィリアムの背を、赤子をあやすように優しく撫なでる。

「気管に入ったりしていませんか、旦那様？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだ、ロザリンド。……聞き間ま違ちがいだったら済まないのだが、今……初夜と言わなかったか？」

　一いつ瞬しゆんだけロザリンドはきょとんとしたが、すぐに納なつ得とくしたように微笑ほほえむ。

「こちらの地域では初夜と呼ばないのでしょうか？　それとも、わたしの処女検査と言えばいいのですか？」

「ごほっ、ごほっ……貴族令嬢がしょ、処女とか、言うんじゃない！」

「わたしは貴族夫人ですよ、旦那様」

「そうだが……そうじゃなくてだな！」

「貴族の結婚では処女性を重視いたします。そのため、結婚して初めての夜は、花嫁の処女を証明するために敷しき布ふについた血を教会に提出したり、親族が花嫁の処女が散るのを見届ける……なんてこともあるそうです。地域や家ごとに色々です。ヴァレンタイン侯爵家の場合はどうなのでしょう？」

　あっけからんと言うロザリンドに、ウィリアムはわたわたと慌あわて、挙動不ふ審しんになる。

「わ、我わが侯爵家ではそんなことはしない！　本家筋の人間は私だけだし、教会とは持ちつ持たれつの関係で、お互たがいのことに深く干かん渉しようしたりしない！」

「よかった……安心いたしました。動物の血を付けたり、教会を買収したりしなくてはならないかと思いました」

　胸に手を当ててホッと息を吐くと、ウィリアムが引きつった笑えみを浮かべた。

　相変わらず、彼の眉間の皺は健在だ。

「く……詳くわしいな」

「知り合いの恋多き貴族夫人に聞きました。女性とは生まれながらの役者。夫に見破られることは、ほとんどないそうです。すごいですよね。わたし、性別は一応女ですけれど、演技なんてできそうもございません。まあ、わたしには一生縁えんのないことですけど」

　くすくすとロザリンドが笑っていると、ウィリアムの狼侯爵と揶揄される強面こわもてに、何やら暗い感情が灯ともる。怖さ倍増だ。

　何を思ったのか、ウィリアムはゴツゴツと堅かたい手で、ロザリンドの頭をぐしゃぐしゃとかき回す。髪かみが乱れ、頭が少しくらくらする。

　しかし、ロザリンドはウィリアムのその粗そ野やな態度に不思議と温あたたかな気持ちになった。

（……こんなふうに誰かに触ふれてもらったのはいつ以来だろう？　……たぶん、あの人がいなくなってから初めてのことだ）

「……淑しゆく女じよにすることではなかったな。すまない、ロザリンド」

　そう言ってウィリアムがロザリンドの頭から手を離した。

　だが、ロザリンドは猫ねこのように素す早ばやく動き、離れていくウィリアムの手を摑んで、自分の頭に再びのせた。そしてウィリアムを見上げる。

「気持ちがいいです。もっと撫でてください、旦那様」

　久しく触れていなかった人ひと肌はだ。次にいつ触れられるのか分からないのだから、今のうちに堪たん能のうしておくのがよいだろう。

　レンズ越しに見えるウィリアムの顔は少し赤らんでいる。

（……熱？　でも、手は熱くないし、局所的なもの？）

「旦那様、顔が少し赤いです。体調が悪いのですか？」

「あ、いや……そ、そんなことはない！　元気すぎるほどに私は元気だ！」

「身体は丈夫な方がいいです」

　ウィリアムは先ほどよりも乱雑にロザリンドの頭を撫でた。ぐわんぐわんと視界が揺れ動くが、ロザリンドは彼のなすがままに身体を預ける。

　そして幾いくばくかの時間が経たった頃、ウィリアムがポツリと呟つぶやいた。

「なあ、ロザリンド。お互いのことを知ろう」

「ですが、わたしはお飾りの妻ですよ？」

「あ、いや……確かに君を愛することはないだろう。その逆もしかり。だが、君は私の妻になった。それならば、君を尊重することは、私の義務といえる。これから一いつ緒しよに暮らすのだ、お互いのことは知っておいた方がいいだろう？」

　確かに、自分はウィリアムのことをほとんど知らない。

　これから一緒に生活する上で、すり合わせが必要かもしれない。自分の意図しないことで不快な思いをさせて、追い出されるのは嫌いやだ。こんな好条件の結婚がロザリンドの元へまた転がってくるなんて、とても思えない。

　追い出されたら、今度はセルザード侯爵家の継母が、ここぞとばかりに出戻り娘を好色な爺じじいの元に送り込むだろう。

（……それじゃあ、研究ができないよ）

　ロザリンドはきゅっと膝ひざの上で拳こぶしを握った。

「分かりました。何をお話しすればよいのですか？」

「そうだな……色々な確認を含めて、まずは年ねん齢れいを。私は二十八歳さいだ」

　クリスティーナの前情報の通りだ。

「わたしは、十八歳です。でも、もう数ヶ月すれば十九歳になりますね」

「私と結婚するまで何をしていた？」

「エレアノーラ国学院で学生をしていました。その傍かたわらで、貴族や民間から依い頼らいを受けて薬を作り、お金を稼かせいでいました。……旦那様、まるで尋じん問もんのようなのですけど？」

　ロザリンドが首を傾げると、ウィリアムはバツの悪そうな顔をした。

「あ……いや、すまない。職業病だ……」

「旦那様の職業はなんですか？　やはり、軍人？　それとも、侯爵に専念されていらっしゃる？」

　ロザリンドが聞くと、ウィリアムは左目を丸くさせる。

「知らないのか……？　あ、いや……箱入りの貴族令嬢だったのなら……セルザード伯爵には何も聞いていないのか？」

「わたしは実家に十年帰っておりません。父であるセルザード伯爵ともデビュタントの舞ぶ踏とう会かい──三年ほど前でしょうか？　それから会っていませんね。今回の結婚話も、三日前に聞いたばかりです。ここへ連れてきたセルザードの使用人とも最低限の事務的な会話だけでしたから、旦那様の職業を知ることはありませんでした。申し訳ありません」




　ロザリンドは深々と頭を下げた。

　夫となった人の職業を知らないなんて、失礼にもほどがある。

「頭を上げろ、ロザリンド。君は何も悪くない。……私の職業は軍務大臣だ」

「まあ！　先の戦争でご活かつ躍やくされたとは小耳に挟んでおりましたが、宰さい相しようと並び立つ軍の頂点が旦那様なのですね」

　自分の夫となったウィリアムの社会的地位の高さにロザリンドは心底驚いた。

　この国には国務・外務・財務・軍務の四つの大臣職がある。

　文官が所属する国務・外務・財務の総指揮は宰相が執とり、国の守りである国軍の総指揮を取るのは軍務大臣の役目だ。宰相と軍務大臣の上には絶対君主である女王陛下がいる。ウィリアムはこの若さで女王と軍人たちの信頼を得ているということだろう。

（……よくこんないい縁えん談だんを伯爵家如ごときが勝ち取れたね）

　女王陛下の子は王おう太たい子し殿でん下かしかいないため王族の姫は無理だが、同格の侯爵家はもちろんのこと、格上の公こう爵しやく家けの令嬢がウィリアムに嫁とついできてもおかしくはない。……というか、それが普ふ通つうだ。

　それなのに、何故『ものぐさ姫』と悪評を立てられる自分に結婚話が持ち込まれたのだろうか？

（……あ、お飾りにするためだ。納得）

　ロザリンドはうんうんと一人頷うなずいた。

「……戦争は、私だけの活躍ではない。皆みなが頑がん張ばったからだ」

「そうですね、同感です。時に旦那様。好きなものや苦手なものはございますか？　お互いを尊重する上で、一番大事なことだと思うのです」

「好きなものは……酒だ。苦手なものは………………ない」

　ウィリアムの機き嫌げんを損そこないそうになったら、とりあえず良い酒をプレゼントに贈おくろうとロザリンドは決意した。

　これが処世術というものだ。

「苦手なものがないなんて、旦那様はすごいですね！」

「あはは……まあ、な」

　ロザリンドが褒ほめ称たたえると、ウィリアムはあらぬ方向を見て凶悪な顔で笑った。

「奥様、旦那様は噓うそをついていらっしゃいます。酒が好きなのは本当ですが、猫のような小動物も好きなのですよ。それと苦手なものは、幽ゆう霊れいです。子どものようでしょう？」

「オルトン！」

　突然会話に入ってきた老ろう執しつ事じは、ウィリアムに呆あきれた視線を送っている。老執事の名はオルトンというらしい。

「変な見み栄えを張るのはお止よしになった方がよいと、爺じいは思うのですよ。……初めまして奥様。私はオルトン。ヴァレンタイン侯爵家の執事長をしております。なんなりとお申しつけください。奥様、狼侯爵に嫁いでくださりありがとうございます」

「オルトン！　それは……」

　さーっとウィリアムの顔が青ざめた。

　逆にオルトンは、ニコニコと人の良さそうな笑え顔がおになった。だけど、鳥とり肌はだが立つのは何故だろう。

「世間に疎い奥様だから隠そう……とか思っていませんよね？　隠し通せるものではないのだから、今ここで言ってしまうのがよいでしょう」

「狼侯爵のことならば知っていますよ。戦争で活躍した極悪非道な軍人。逆らう貴族は片かたっ端ぱしから叩たたき潰つぶし、昔は女おんな癖ぐせが悪く、今は男色家。ですよね？」

「そ、それは根も葉もない噂だ！」

「一部本当のことでしょうに。それに現状を見て、自分が狼侯爵ではないと言い切れますか？」

「うぐっ……」

　極悪非道な軍人が軍務大臣になれるはずがない。

　実績や身分も大事だが、他の軍人たちから多くの信頼を得なければ務められる役職ではないだろう。それに、逆らう貴族を片っ端から叩き潰すという点も疑問だ。

　女癖が悪かったことだって真しん偽ぎのほどは分からないが、今は関係のない過去のことだ。ウィリアムは道ならぬ恋をしている。ただ相手が男性だっただけだ。それのどこを咎められるだろうか。

（……わたしは味方だから、旦那様！）

　ロザリンドは心の中でウィリアムに声せい援えんを送った。

「ええ、分かっています。旦那様、わたしは自分で見たことを信じます。噂など当てになりません。旦那様は愛の探求者なのですから！」

「ロザリンド、君はまだ勘かん違ちがいをしている！」

　ウィリアムに肩かたを摑つかまれ軽く揺らされた。

　ロザリンドはふっと安心させるように柔やわらかい笑みを作る。

「照れなくてもよろしいのに。安心してくださいませ、わたしは魅み惑わくの夜に誘さそう媚び薬やくの調合も承うけたまわっております。旦那様は特別ですから、タダにしますよ？」

「淑女が媚薬とか言うんじゃない！」

「そうですか？　よく貴族女性が注文されるのですけど……」

　媚薬はロザリンドの貴重な資金源だ。高値で売れる。しかし犯罪などに使われると困るので、これだけは顧客と直接会って見み極きわめてから注文を受けることにしている。

　媚薬を作るのが女であるロザリンドのせいか、依頼者は貴族女性が多い。

　彼女たちは色々なことを、社交界から離れているロザリンドに教えてくれた。

（知識って素す晴ばらしい……！）

　初夜のことだってそうだ。一生役に立たない知識だと思っていたが、今日のように意外なときに役に立つこともある。

「用よう途とは……いや、聞かないでおこう。とても恐ろしい気がする。女性不信になりそうだ。……その、君の方はどうなんだ。好きなものや苦手なものは？」

「研究、薬、本が大好きです。苦手なものは……大きな音、でしょうか？」

「そうか。先ほども、研究がしたいと言っていたな。君が研究しているのはいったいなんだ？」

「よくぞ、聞いてくれました!!」

　ロザリンドが叫ぶと、びくりとウィリアムが肩を揺らす。

　それに構わずロザリンドは一気にまくしたてる。

「わたしの専せん攻こうは薬学です。医師免めん許きよも持っていますが、これは薬作りに役に立てるために持っているようなものです。薬ならば、何を作っても楽しいですが、最近の実験はもっぱら解げ毒どく薬やくの開発ですね。解毒薬と言えば、毒物が使われることもあるのを知っていますか？　薬と毒は紙かみ一ひと重えなのです。ああ、旦那様は薬学に精通していませんから、分からないことも多いですよね。失念しておりました。まずは薬の歴史から説明いたしましょう。現存する最古の薬学書には三つの薬の製法が載のっています。不老不死の霊れい薬やく、惚ほれ薬ぐすり、もう一つは秘密ですが、これらは薬くす師しではなく呪まじない師しや錬れん金きん術じゆつ師しといった職業の者たちが作っていたそうです。ねえ、面おも白しろいでしょう？　面白いといえば惚れ薬ですが、この材料には死し霊りよう花かと呼ばれる紫し黒こく色いろの単性花が使われているのです。花言葉は確か、『あなたを愛しています』でしたね。現存しているか不明の花ですが、ぜひとも生きているうちにお目にかかりたいです。お目にかかりたいと言えば、不老不死に使われている賢けん者じやの石です。石を体内に入れるのは身体に悪いことですが、賢者の石という名を戴いただいている石ならば、可能かもしれません。素晴らしい効能があると──」




「……あの、ロザリンド。その辺りで……」

　戸と惑まどいがちなウィリアムの声に、ロザリンドは自分が興奮状態だったことに気づいた。

（……は、恥ずかしい）

　ロザリンドは羞恥から、モゾモゾと膝を擦すり合あわせる。

「申し訳ありません、旦那様。薬のことになると自分の思っていることを次々に話してしまうのです」

「ああ、少し……驚いたが構わない」

「本当ですか!?　やっぱり、旦那様は心が広い！　では、今度はゆっくりじっくり順序立ててご説明しましょう。そうですね……薬の材料について、などどうでしょう？　旦那様は軍人ですし、咄とつ嗟さの事態に薬の知識は有用であると思うのです」

「ろろろ、ロザリンド……？」

「薬の種類は多た岐きにわたります。植物由来のものから、動物由来のものまで様々ありまして────」






















「────という訳なんです。軽い概がい要ようでしたが、いかがでしたか、旦那様？」

「…………すごく、べ、勉強になった……朝日が、眩まぶしいな……」

　熱中していて気づかなかったが、窓からは清すが々すがしい朝の木こ漏もれ日びが差している。

　どうやら、初夜はもう過ぎ去ったようだ。

「素す敵てきな初夜でしたね、旦那様！」

「あ……ああ……ぐぅ……」

「寝ちゃった」

　ウィリアムは眠くなったのか、ロザリンドの肩に寄りかかった。

　ロザリンドは研究のために徹てつ夜やすることも多いので、一日ぐらい寝なくても平気だ。

　体重の重いウィリアムをどうにかソファーに寝かせ、頭を自分の膝の上にのせた。

　ウィリアムは規則正しい寝ね息いきを立てていて、あれほど深く刻まれていた眉間の皺も緩んでいる。少しあどけない表情は、よく見ると端たん整せいなものだ。この顔を見れば、ウィリアムを狼侯爵だなんて揶揄する輩やからも思い直すに違いない。

「眠っているときは、獰どう猛もうな狼も可か愛わいいんだね」

　ロザリンドはウィリアムの頰をつねるなどして深く寝入っているのを確認すると、彼の右目の眼帯を慎しん重ちように外はずした。

　ウィリアムの右目には痛々しい傷きず痕あとが残っている。眼球も摘てき出しゆつされているため、骨格に沿ってくぼんでいた。

　ウィリアムの今は塞ふさがった傷に、ロザリンドは壊こわれ物ものを扱あつかうようにそっと触れた。

「……よかった。あれから傷が化か膿のうした様子もないし、後こう遺い症しようもないみたい。ふぁぁ……元気になったね、軍人さん」

　眠っているウィリアムに釣つられたのか、ロザリンドにも眠ねむ気けが襲ってきた。

　それに対してあらがうこともせず、ロザリンドはふわふわとした微睡まどろみに落ちていく。
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　あの白熱した初夜の後。

　ロザリンドがソファーで目覚めたときにはウィリアムの姿はなかった。

　ただ『研究するならば、屋や敷しきの裏にある離はなれ家やを使いなさい。詳しよう細さいはオルトンに』というメモ書きが残されていた。

　それに狂きよう喜き乱らん舞ぶしたロザリンドはすぐにエレアノーラ国学院へ文ふみをしたため、研究室に残してきた荷物を送ってもらうように頼たのんだ。

　その後、オルトンと一いつ緒しよに離れ家を確かく認にん。小さい建物だが、水が引かれていて、実験にちょうど良さそうな物件だった。

　使用人たちが掃そう除じをしている中、ロザリンドは薬の材料を注文したり、新しい調合台を設計したりと大おお忙いそがし。結局、すべての荷物を運び込み、実験環かん境きようを整えるのに一週間かかってしまった。しかし、満足のいく新しい研究場所が完成したと言えるだろう。

（ああ、もう……こんなに長い間、薬を作っていないなんて初めて！　早く研究したい。早く研究したい。早く研究したい。早く研究したい。早く研究したい。早く研究したい。早く研究したぁぁああああい！）

　初夜の後から旦だん那な様の姿を見ていないだとか、そういえばオルトンも三日ぐらい見ていない……と多少気になることはあったが、それらを考える余よ裕ゆうはロザリンドにはなかった。

（もう止まらない、止まりたくない！）

　頭の中は研究でいっぱいだ。

「奥おく様さま。ご指示通り、保存食をお持ちしました」

「ありがとう」

　ロザリンドは侍じ女じよから二日分の保存食が入ったバスケットを受け取る。

　そしてはやる気持ちを必死に抑おさえ、離れ家の改修に協力してくれた使用人たちへ、貴族夫人らしく微笑ほほえんだ。

「皆みなのおかげで、とてもよい研究環境が整いました。お飾かざりの妻であるわたしに、ここまでしてくれてありがとう。本当に助かりました」

（早く研究したい。早く研究したい。早く研究したい）

「いえ、奥様！　お飾りだなんてとんでもない！」

（早く研究したい。早く研究したい。早く研究したい）

「当主様の妻になってくれただけで、ありがたいというか……」

「では、早く研究したいので、失礼！」

　丁てい寧ねいな口調も面めん倒どうくさくなったロザリンドは、嫁とついで一週間目の今、貴族夫人の仮面を脱ぬぎ捨すてた。

　どうせ、いつかメッキは剝はがれるのだから、早い方がいい。

　使用人たちがぽかんと口を開けているが、それほどショックはないようだ。そもそも、お飾りの妻に何も期待していないのだろう。

　久しぶりの研究にウキウキが抑えられず、スキップしながらロザリンドは離れ家に入っていく。そしてドアノブに手をかけて、はっと気づいて振ふり返かえった。

「大事なことを言っていなかった。毒物とか危険なものが置いてあるから、誰だれもここには入らないでね！　じゃあ、二日ぐらい籠こもるから！」

「「「二日ぁぁあああ!?」」」

　使用人たちの「奥様ぁ！」という叫さけび声ごえが聞こえたが、ロザリンドは無視してドアの鍵かぎを閉めた。そして手近にあった棚たなを引ひき摺ずってドアの前に置き、近くの部屋から机や椅い子すなどの家具を積み重ねていく。

　離れ家は平屋建てで、部屋の数は四つほどだ。すべての部屋を回り、窓の鍵を閉めていく。そう大変な作業ではなく、ものの数分で終わった。

「邪じや魔まされたら嫌いやだからね」

　離れの中にある一番大きな部屋に入る。ここがロザリンドの実験室だ。

　ツンとした独特な薬の香かおり。厳重に保管された毒薬の棚。頑がん固こな硝子ガラス職人を説得して作ってもらった実験器具。癖くせを熟知した秤はかり。黒く錆さびた鉄てつ鍋なべ。しっくりと手に馴な染じむ大理石の乳にゆう鉢ばち。そして新調した調合台。見ているだけで幸福に満たされる。

「ああ、新天地よ。わたしの楽園はここにあった……！」

　ロザリンドはハンガーラックから白衣を取り、素す早ばやく袖そでを通す。

　白衣には皺しわも染しみもなく、アイロンがかけられていてパリッとしている。とても清すが々すがしい。今なら、なんでもできるような気がした。

　ヴァレンタイン侯こう爵しやく家けの使用人たちは、本当にいい仕事をする。

「……うふふ……あはは……いやぁはっはっ！」

　高笑いしながら、ロザリンドは棚の中から手書きの本を取り出した。

　現在開発中の新薬たちのアイディアが書き記されている、秘蔵の書だ。それらをパラパラとめくり、中程で手を止める。

「今日はアイディア番号五七七から始めよう。うふふ……あっひゃひゃひゃっ！」

　笑いが止まらない、手が止まらない！

　生しよう薬やくを鍋なべで煮に込こんだり、乳鉢で薬草や虫を乾かん燥そうさせたものをすり潰つぶしたり、効能を調べるために実験鼠ねずみの経過観察を紙に記録したりと、忙いそがしい。とにかく忙しい。

　自分が十人いればいいのにとロザリンドは思っていた。

　時間を忘れ、休みなく動き回る。髪かみがべたつき、白衣が皺くちゃになった頃。────それは訪おとずれた。

「あ……う……目眩めまい？」




　頭がぐらぐらと揺ゆれる。




　視界が歪ゆがむ。




　貧ひん血けつだろうか。それならば、少しじっとしていれば治まる。

　ロザリンドは、じっと踞うずくまった。

　しかし耐たえても耐えても一向に目眩が治まらない。徐じよ々じよに身体にも力が入らなくなっていった。

（そういえば、喉のどが張りつくように乾かわく。最後に水を飲んだのっていつ？　今何時？　まさか……）

　歪む視界の中、ついに耐えきれなくなりロザリンドは床ゆかに倒たおれた。

　これはおそらく、ただの貧血ではない。

　睡すい眠みん不ぶ足そく、疲ひ労ろう過多、栄養失調、脱だつ水すい症しよう状じよう、いくつもの症状が重なったものだ。なんてことだ、アイディア番号五七七の実験はまだ途と中ちゆうだというのに。

（せめて……栄養剤でも飲んでおけばよかった。あれがあれば……五日いつか、は……いけ、る……）

　霞かすむ意識の中、遠くで何かが割れる音がした。

　しかし、ロザリンドの記き憶おくはここで途と切ぎれることになる。
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　フランレシア王国王城の王太子執しつ務む室しつでは、今日も熱ねつ烈れつな求婚が行われていた。

「オーレリア！　今日もなんて美しいんだ。僕ぼくと結婚してくれ。一緒にこの国を盛り立てていこうではないか！　あ、でも僕のことを優先して欲ほしい。オーレリアとイチャイチャしたい」

　御おん年とし二十四歳さいのジェイラス・フランレシア王太子は跪ひざまずき、一輪の赤い薔ば薇らを愛いとしい女性に差し出した。

　艶あでやかに輝かがやく朱しゆ金きんの長ちよう髪はつと優しげな群ぐん青じよう色いろの瞳ひとみ。凜り々りしさと甘あまさが合わさったような精せい巧こうな顔立ち。まさにジェイラスは麗うるわしい王子様を体現したような男だ。

　しかし当の求婚されている本人──オーレリア・スペンサー王太子補ほ佐さ官かんは、机に座すわったまま、書類仕事をしていた。

　羽ペンは動きを止める様子はない。軽快な筆音が執務室に響ひびいている。

「嫌。毎日毎日、よく飽あきないですわね。馬ば鹿かなことをやっていないで、仕事をしてくださいませんこと？」

　オーレリアの目は酷ひどく冷たい。

　だが、ジェイラスはめげなかった。「また明日、求婚することにするよ」と残念そうに呟つぶやくだけだ。

「……お前たち……成長しないな……」

　手のかかる年下の幼おさな馴な染じみたちを見て、ウィリアムは深く溜ため息いきを吐はいた。
















「どこぞの狼おおかみ侯爵みたいに退化するより、よっぽどマシですわ」

　オーレリアは整った顔を盛大に顰しかめ、ウィリアムに吐き捨てるように言った。

　とても公こう爵しやく令れい嬢じようがするような顔には思えない。

「そうそう。結婚式も開かず、新婚早々城に泊とまり込こみ。新にい妻づまを十日も放置するなんて、正気の沙さ汰たとは思えないよ！」

「最低。女の敵。腐くされ外げ道どう。狼侯爵ではなく、蛆うじ虫むし侯爵に改名しては？　あ、それでは蛆虫が可か哀わい想そうですわね」

「う……否定できん……」

　自分がロザリンドにしたことは、おおよそ紳しん士しの枠わくを外はずれている。オーレリアが蔑さげすむのも頷うなずけた。

　だが、奔ほん放ぽうで孤こ独どくなロザリンドにどう接していいのかウィリアムには分からない。

　それでいつもは後回しにしている、軍務大臣の書類仕事なんてやっているのだ。情けないことこの上ないのは理解していた。

「そもそもさ、ウィリアムは今回の縁えん談だんを断ってもらうつもりだったんだろう？　それがどうして結婚しているんだい？」

　ロザリンドとの縁談は、実は女王陛下が用意したものだ。

　それ故ゆえにウィリアムには断るすべがなかった。

　ただ、女王陛下は「ロザリンドが望まないのなら、この縁談は白紙にしてよい」と言った。だからこそ、甲か斐い性しようのない底辺男のような条件をウィリアムは出したのだ。

「私にも予想外だった。あんなに喜ばれるとは……」

「ロザリンド嬢じよう……随ずい分ぶん変わった子なんだね」

　遠くを見るウィリアムに、ジェイラスは納なつ得とくしたように頷いた。

「恫どう喝かつするなりして、強ごう引いんにロザリンド様と結婚しない、という選せん択たく肢しもあったのではありません？　これほど恐おそろしい形ぎよう相そうの男に凄すごまれて剣けんを振りかざされでもしたら、どんな婦女子もイチコロでしょう」

「ある意味でな！　オーレリアは私のことをどんなふうに見ているんだ……」

「強面こわもてのくせにナヨナヨしているヘタレ男。貴族たちに嘗なめられて妙みような噂うわさを流される間ま抜ぬけ。筋肉の維い持じばかりに気を遣つかって書類仕事を遅おくらせるグズ。元遊び人のくせに初恋を拗こじらせている似え非せロマンチスト。それから──」

「もうやめてくれ！」

　オーレリアの毒どく舌ぜつに、ウィリアムの心は崩ほう壊かい寸前だった。

　ジェイラスは微笑ましそうにオーレリアを見つめている。

「でも、確かにおかしいね。『聖女様』を恋しがって、大好きだった女漁あさりをキッパリとやめ、結婚もしようとしなかったウィリアムがねぇ」

「おかげで男色家と噂されていますわ。わたくしも友人たちに色々聞かれたので、あることないこと話しておきました。遠えん慮りよなく褒ほめてくださっていいのよ？」

「噂の元げん凶きようはお前か、オーレリア！」

　オーレリアは、つーんとそっぽを向いた。

「まあ、結婚するぐらいだ。ロザリンド嬢は悪い子ではないんだろうけど、どういった風の吹ふき回し？」

「……どうもロザリンドは、家族とは折り合いが悪いらしい。十年実家に帰っていないと言っていた。あのまま家に帰しては、ロザリンドのために良くないと思った」




　ウィリアムの脳のう裏りに思い出されるのは、冷れい遇ぐうされていた状じよう況きようを平気そうに話すロザリンドだ。

　彼女はウィリアムの出した最低な条件が最高の条件に感じてしまうほどの境きよう遇ぐうに置かれていた。

（……とても寂さびしい思いをしてきたのだろうな）

　ウィリアムとの結婚がご破算になってしまえば、彼女がどうなるか分からない。ロザリンドは、家で一人の人間として扱あつかわれていなかったらしいし、不幸になるのは目に見えている。

　だから、彼女を見捨てることはできなかった。自分はロザリンドを愛せもしないくせに、一時の同情で妻に迎むかえてしまった。

　それを気づかれ、彼女の家族と同じように絶望を与あたえてしまうのではないか。

　そう思うと、どうにもロザリンドに会う勇気が出てこない。確かに、オーレリアが言う通り、ウィリアムはヘタレ男なんだろう。

「ものぐさ姫ひめなんて社交界では呼ばれていたけれど、何か理由があったのかもね。オーレリア、何か知らない？　エレアノーラ国学院の卒業生でしょう？」

「そうですね……在学期間は一年だけ被かぶっていました。でも大した情報はありませんのよ。お話ししたことすらありませんし。ただ、ロザリンド様はとても有名でしたわ。最年少最多得点で入学しましたし、その……変な眼鏡をかけていましたから」

「その頃から、あの奇き天て烈れつな眼鏡をかけていたのか」

　ロザリンドの眼鏡は、乳白色のレンズで、本当にこちらが見えているのか心配になるような代しろ物ものだ。普ふ通つうに歩行できていたし、その辺あたりはキチンと設計されているのだろうが。

「ああ、そういえば……『黄金の錬れん金きん術じゆつ師し』、ファリス教授の愛まな弟で子しでしたわ、彼女」

「……黄金の錬金術師。それでロザリンドは薬が好きなのか」

　先の戦争には三人の英えい雄ゆうがいる。

　一人はベルニーニ軍の総大将を討うち取とったウィリアム。

　二人目は、劣れつ勢せいの戦せん況きようの中、難航していた補給物資を行ゆき渡わたらせるためのルートを確立し、戦後外交で目覚ましい成果を上げたオーレリア。

　そして三人目は、ベルニーニ軍の開発した凶きよう悪あくな毒物を次々と解げ毒どくしたファリス教授だ。

　ウィリアムは狼侯爵、オーレリアは鉄てつ氷ひようの姫閣かつ下か、ファリス教授は黄金の錬金術師と呼ばれている。尤もつとも、ファリス教授は終戦直前に亡なくなっているので、あまり民間に広く知られていない。

「ロザリンド嬢も色々と背負っていそうだねぇ。他に彼女に関する情報ってあったけ？」

「有名なものですと……ロザリンド様がデビュタントのとき、若い令息たちに目もくれず、学問に造ぞう詣けいが深い老紳士たちと熱く議論していたという話でしょうか。閉会になるギリギリまで盛り上がっていたそうですわ」

「わぁ！　個性的で面おも白しろそうな子だね！」

「ええ。頭の良い女性は国の宝。是ぜ非ひともお会いしたいですわ。ウィリアム、ロザリンド様を王城に連れてきなさいよ」

　パチパチと楽しそうに拍はく手しゆをするジェイラスと、ロザリンドに興味を持ったオーレリアを見て、ウィリアムは頭を抱かかえた。

（何な故ぜかは分からないが、このふたりとロザリンドを会わせてはいけない気がする……！）

「ウィリアムはさ、夫なんだからロザリンド嬢の素す顔がおを見たんだよね？　彼女、謎なぞに包まれているからね。ちょっと気になるよ。髪は確か金きん髪ぱつだよね？」

「……眼鏡を取った顔は見ていない」

「本当にどうしようもない男ですわね。そんなだから、いつまでもグチグチと初恋を引き摺っているのですわ。フランレシア王国の名門ヴァレンタイン侯爵家の当主として、後こう継けい者しやを作るのは義務なのですから、さっさとロザリンド様を妻として丁てい重ちように扱ってはどうです？　結婚を受け入れたということは、ロザリンド様は噂に惑まどわされず、ウィリアムを生理的に嫌きらってはいないということですわ。愛はなくとも家族にはなれるでしょう」

　そうかもしれない。会って間もないが、ロザリンドは優しい娘むすめのように思う。

　少なくとも、上辺や噂に惑わされウィリアムを嫌けん悪おする令嬢や、金や地位目当ての令嬢とは違ちがうようだ。

（だが……私の心にはまだ、彼女がいる）

　ウィリアムの心にいるのは、戦争のときに出会った一人の少女。

　凜りん然ぜんとしているのに、今にも壊こわれてしまいそうな危あやうげな彼女は、ウィリアムの『聖女』だった。あの悲しげな琥こ珀はく色いろの瞳が、今も目に焼きついて離れない。

　しかし、少女はもうどこにもいない。戦争の後、侯爵としての権力を総動員して彼女を捜さがしたが、見つからなかった。戦争では、従軍中の医い療りよう関係者が殺されることも珍めずらしくなかった。

（……つまり、少女は死んだということだ。死んだ人間を捜したところで、見つかる訳がない）

　戦争で家族と仲間も失い、希望を見み出いだした聖女も失った。

　ウィリアムは褒ほう美びというかたちで女王陛下から軍務大臣の地位を賜たまわり、すべてを忘れたくてがむしゃらに働いた。しかしそれでも、聖女は心から離れてはくれない。

「案外、ロザリンド嬢がその『聖女様』だったりしてね」

　ジェイラスの突とつ飛ぴな発言に、ウィリアムは思わず苦く笑しようした。

「馬鹿か、ジェイラス。彼女は茶ちや髪ぱつだった。それに平民だ」

「じゃあ……生まれ変わりとか？」

「ついに算数もできなくなったのですか、このお気楽王太子は」

「酷いな、オーレリア。そんなところも可か愛わいいけど！　僕はただ、ロザリンド嬢がウィリアムの聖女だったら、全部丸く収まるのにな、と思っただけだよ」

　聖女が生きている訳がないし、ロザリンドを代だい替たい品ひんにしようとも思わない。だが、ウィリアムはロザリンドを妻にしたのだ。やはり、責任を取らなくてはならないし、彼女を守っていかなくてはならない。

（……ロザリンドに、聖女のことを話そう。そしてロザリンドにとって最良の選せん択たくをしていきたい。……いい加減、向き合わなくてはな。帰るか……明日）

　心の準備は必要だ。




　──コンコン。




　うむとウィリアムが頷いたところで、執務室にノック音が響く。

　そして入室してきたのは城の文官ではなく、ヴァレンタイン侯爵家の執しつ事じ長ちよう、オルトンだった。

「お仕事中に失礼いたします、ジェイラス様、オーレリア様。旦那様に急用がありまして伺うかがった次し第だいでございます」

「僕たちのことはいいよ。早く、ウィリアムに用件を伝えてあげて」

「では、お言葉に甘えて」

　オルトンは軽く咳せき払ばらいをすると、ウィリアムに鋭するどい視線を送る。

「旦那様。落ち着いてお聞きください。奥様が……倒れました」

　ウィリアムは一いつ瞬しゆん、目の前が真っ白になった────
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　軍務大臣の書類仕事を、嫌みを言うオーレリアに代わってもらい、ついでに休きゆう暇か願ねがいを提出して、ウィリアムは大急ぎでヴァレンタイン侯爵家の馬車へ乗り込んだ。

　車内にはオルトンが既すでに控ひかえていて、方々かけずり回って汗を搔かいたウィリアムにレモン水とタオルを差し出す。それらを受け取り、ウィリアムは一息ついた。

「それで、ロザリンドの様子はどうだ？　やはり、精神的に追おい詰つめてしまったか……」

　十日も妻を個人的な理由で放っておくなんて、夫失格だ。ウィリアムは後こう悔かいの渦うずに吞のまれていた。

　そんなウィリアムを見て、オルトンはくいっと眼鏡のフレームを上げた。

「夫としての不ふ甲が斐いなさを自覚してもらえたようで、何よりでございます。事態は一刻を争います。馬車を最高速度で走らせますので……」

「それでは間に合わん！　オルトン、馬を一頭借りるぞ！」

「構かまいません。馬車の後ろに旦那様の愛馬をつけていますので……旦那様、奥様をどうか……お願いいたします！」

「任せろ、オルトン！」

　ウィリアムは馬車から飛び出すとそのまま愛馬に跨またがり、駆かけ出した。

　戦場でも健けん脚きやくを誇ほこった愛馬は、ウィリアムに応こたえるように凄すさまじい速度を出していく。この分だと、あと半はん刻ときほどで屋敷に到とう着ちやくするだろう。

（待っていろ、ロザリンド！）







　屋敷に到着すると、すぐに愛馬を馬ば丁ていに預け、ロザリンドの部屋へと急ぐ。

　ロザリンドの部屋は亡き兄が昔使っていた部屋を改修したもので、いつかウィリアムに嫁いでくる女性のために、オルトンたちが少しずつ用意していたものだった。

　本来ならば、ロザリンドの部屋と扉とびら一つで繫つながっている隣となりの部屋がウィリアムの部屋になるはずだった。しかし彼女を不安にさせたくないと思い、ウィリアムは部屋を移していない。

「ロザリンドの容体はどうだ？」

　つかつかと軍ぐん靴かを鳴らしながら、忙せわしない動作で上着を脱ぎ、それを従者に渡す。

　従者は小走りでウィリアムと併へい走そうし、受け取った上着を畳たたみながら説明していく。

「奥様は、貧血、軽い栄養失調と脱水症状、それから───」

（まだあるのか!?）

　もしかしたらロザリンドは、重い病気に罹かかっているのかもしれない。

　ウィリアムはぐっと唇くちびるを嚙かみしめた。

「いぎゃぁぁああああ！」

　ロザリンドの部屋の近くまで行くと、叫び声が聞こえた。

　何事かと思い、ウィリアムはロザリンドの部屋の扉を開け放つ。

「ロザリンド、大だい丈じよう夫ぶか!?」

　部屋の中央に置かれたベッドには、うつぶせで悶もだえるロザリンドと、彼女にのしかかっている若い侍女──シンシアの姿がある。

（いったい、どういう状況なんだ……!?）

　ウィリアムはうまく状況を吞み込めず、混乱した。

「……うう、もっと優しくして。痛い」

「辛しん抱ぼうしてください、奥様。マッサージをすると、翌日の痛みが軽減されます……って、だ、旦那様ではありませんか!?」

　シンシアは飛とび跳はねるようにベッドから下り、スカートを整えて壁かべに張りつくように控えた。

「まあ、旦那様。えっと……十日ぶりですね。お仕事お疲つかれ様さまです」

　上半身を起こしたロザリンドの気の抜ぬけた声で、ウィリアムは我に返った。

　すぐさまベッドに駆け寄り、サイドボードの脇わきに置いてある椅子に腰こしを下ろす。ロザリンドとは、手が触ふれ合える距きよ離りにあった。

「ロザリンド、調子はどうだ？」

「元気ですよ。ただ、ちょっと失敗してしまって、三日間ほど研究に没ぼつ頭とうしてしまったのです。水分や保存食、栄養剤を摂せつ取しゆしていれば倒れることはなかったのですけれど」

「研究に没頭……？」

（……まさか、三日間休まず研究をしていたというのか!?　なんという集中力だ……！）

「武術は一日休めば、腕うでを取とり戻もどすのに三日かかると聞いたことがあります。研究も同じです。一週間も研究できなかったのです。わたしが寝しん食しよくを忘れて研究に没頭してしまうのも、仕方のないことです」

「研究は武術と同じではないし、仕方のないことではないぞ!?　ロザリンドの病状はどうなっている？　医者の見立ては？」

　ウィリアムはシンシアを見る。

　シンシアは困った顔をして「奥様が診しん断だんいたしました」と言った。

　ロザリンドは軽く手を上げてシンシアに同意する。

「わたしが自己診断しました。持病の貧血、軽い栄養失調と脱水症状、睡眠不足、疲労過多による筋肉痛ですね。旦那様を煩わずらわせるような病状ではございません。本当は今すぐ研究に戻もどりたいのですけど、頭を打ったので、念のため、しばらく安静にするつもりです」

「……ロザリンド、研究は禁止だ」

　この娘の研究に対する情熱は危険だとウィリアムは判断した。このままでは過労死してしまうだろう。

　しかし、こちらの懸け念ねんなどまるで理解していないロザリンドは、この世の終わりだと言わんばかりに落ち込んでいる。そしてぐっと拳こぶしを握にぎりしめ、ウィリアムを見上げた。

「そんな、ご無体な！　旦那様の鬼き畜ちくぅ！　わたしから研究を取り上げるだなんて、死ねとおっしゃるの!?」

（極論すぎだろう！）

　内心で叫びつつ、ウィリアムは苦手な交こう渉しようへと移ることにした。

「死!?　そんなつもりはない。では、一日三時間だけだ」

「三時間!?　少なすぎです！　二十時間は欲しいです！」

「食事の時間を抜いたら、三時間も寝ねられないではないか！　却きやつ下かだ。……四時間でどうだ？」

「最低でも十六時間は欲しいです！」

（過労死したいのか、この娘は！　遠回しの自殺だぞ！）

「大の大人でもそんなに働かないぞ！　それでは身体を壊すだろう。五時間。これ以上は譲じよう歩ほしない。今回のことで、君は自分の体調管理ができないのが分かった。健康のためにも、生活習慣を改めさせてもらう。拒きよ否ひはさせないぞ。そうだな、合わせて……ダンスのレッスンを入れよう。体力がつく」

「そ、そんなぁ……お飾りの妻なのにぃ……」

　悪戯いたずらを咎とがめられた猫ねこのようにロザリンドは落ち込んだ。その姿は弱々しく、庇ひ護ご欲よくを誘さそう。だがウィリアムは心を鬼おににして、彼女を甘やかすことをやめた。

　お飾りの妻などにしておいたら、ロザリンドはウィリアムの見ていないところで過労死……というか、研究死してしまうだろう。

「ロザリンド、私は君を妻として扱うと決めた。だから私たちは愛がなくとも家族だ。君が死ぬのを見たくはない」

「……分かりました。旦那様がそう言うのなら……」

　渋しぶ々しぶといった様子だが、ロザリンドは納得した。

　ウィリアムは嘆たん息そくしつつ、十日ぶりにロザリンドの顔をまじまじと見た。血色は悪く、前に見たときよりも瘦やせている。身体つきは華きや奢しやで、ウィリアムが少しでも力を入れて抱だいたら折れてしまいそうだ。

「……瘦せたな」

　ウィリアムは強い力で壊してしまわないように、そっとロザリンドの顔に両手を添そえた。

「……熱いです、旦那様」

　不服だとばかりに口を尖とがらせるロザリンド。

　その様子に、少しずつだが彼女が心を開いてくれているように思う。

「睡眠と食事は取ったのか？」

「睡眠はそれなりに。食事は……」

　ロザリンドは気まずそうにウィリアムの手を引き離そうとした。

　何か隠かくしていると野生の勘かんで察知したウィリアムを援えん護ごするように、シンシアが告げ口をした。

「奥様はスープしか口にしていません。しっかりと食事を取るように旦那様から言ってください」

「それは本当かロザリンド……？」

「う……だって、食事するの面倒だから……」

「旦那様がいらっしゃらない間のお食事も、奥様はあまり召めし上あがっていません」

　シンシアの告げ口は止まらない。

「何か食べるものを持ってきてくれ」

「かしこまりました」

　シンシアが部屋を出て行くのを見送り、ふたりきりになった室内でロザリンドに向き合う。

「ロザリンド。たくさん食べろとは言わない。だが、最低限の食事は取りなさい」

　思わずウィリアムは厳しい口調で言ってしまった。

　ロザリンドは俯うつむきながら小さく呟く。

「……でも、ここ四年ほど、一人で食べる食事は味がしないのです」

「……分かった。これからはなるべく家に帰ってくる。そのときに一緒に食事を取ろう」

　ロザリンドは、孤独で心に大きな傷を負った娘なのだろう。

　それなのに、彼女を放置してしまった自分に憤いきどおりを感じる。そして、彼女の血の繫がった家族にも。

（これ以上ロザリンドが悲しい思いをしないように、セルザード伯はく爵しやく家けを調べるか）

　ウィリアムは固く決意した。




「お待たせしました、旦那様。すりおろしたリンゴです」

　ロザリンドの身体に負担をかけないようにという配はい慮りよなのだろう。

　ウィリアムはシンシアから器うつわを受け取り微笑んだ。

　一瞬だけシンシアの顔が強こわばったが、気のせいではないだろう。慣れ親しんだ者でも怯おびえさせてしまう自分の顔が憎にくらしい。

「ありがとう、下がっていいぞ」

「では、何かありましたらお呼びください」

　シンシアが退室したのを確認すると、ウィリアムはすりおろしたリンゴの入った器をスプーンでかき混ぜた。

　そしてロザリンドに手て渡わたそうとすると、彼女はウィリアムのシャツを摑つかみ、か弱い力で引っ張った。

「旦那様、食べさせてください」

「……仕方ないな。今日だけだぞ」

　ロザリンドの小さな口にリンゴをのせた銀のスプーンを運ぶ。彼女はそれを口に含ふくむと、おいしそうに頰ほおを緩ゆるませる。そしてペロリと薔薇色の舌で唇を舐なめた。

「……おいしい。こんなおいしい食事、本当に久しぶり……ねえ、旦那様。もっと、ちょうだい？」

「……君は小こ悪あく魔まの素質があるぞ」

　気が緩んでいるのか、ロザリンドは丁寧な口調を取とり払はらう。

　なんだか気まぐれな猫に餌え付づけしているようで、ウィリアムはこそばゆい気持ちになる。ロザリンドは実は恐ろしい娘なのかもしれない。

　そしてあっという間に器の中のリンゴは空からになった。

「もっと食べるか？」

「いえ、もうお腹なかいっぱいです」

「本当に小食だな」

「そうですか？」

　──何か面白くない。

　そう感じたウィリアムはしばし考え、やがて結論に達した。

「……それが本来の口調ではないのだろう。人前でなければ、先ほどのような砕くだけた口調でいい」

「貴族らしくないですが……本当にいいのですか？」

「構わない」

　不安そうな顔をするロザリンドを安心させるように微笑んだ。だがそれが、先ほどシンシアを怖こわがらせた笑えみと同じだということに今いま更さらながら気づき、ウィリアムは焦あせり出す。

　しかし、ロザリンドはそんなウィリアムの内心などつゆ知らず、無む邪じや気きに笑った。

「……分かった。ありがとう、旦那様！」

（ああ、やはり、ロザリンドには笑え顔がおが似合うな）

　そう思うと自然にロザリンドの眼鏡へとウィリアムの手は伸びていた。

　ロザリンドの瞳を、彼女の本当の素顔が見たい。そんな欲求がむくむくと湧わいてくる。

　しかし、貧ひん弱じやくな筋力しか持たないとは思えないほど俊しゆん敏びんな動作で、ロザリンドはその手を躱かわした。

「な、何をするの！」

「いや、眼鏡をしていては眠ねむりにくいだろうと思ってな」

　咄とつ嗟さに出た言い訳にしては上手いものだったが、ロザリンドは頑かたくなに首を横に振った。

「旦那様が傷を見せないために眼帯をしているように、わたしも素顔を見せたくないから眼鏡をしているの！　それはそれは醜みにくいんだよ。だから、わたしは絶対に人前で眼鏡を外さない」

「……そうか。分かった」

　どれほど深い傷があろうと、ウィリアムのことを怖がらないロザリンドを醜いとは思わない。

　しかし、女性とは時に繊せん細さいだ。これ以上迫せまって嫌われたらかなわないので、ウィリアムは潔いさぎよく引いた。

「それはそうと、わたし、旦那様のためにプレゼントを作ったの」

　そう言ってロザリンドはベッド脇のキャビネットから二つの瓶びんを取り出した。

　一つは大きな透明な硝子瓶びんで、中は緑色だ。

　もう一つは手のひらサイズの小さなもので、瓶の色が茶色で中までは見通せない。

「これは傷薬。旦那様の職業は生傷が絶たえないでしょう？　わたし特製の傷薬はよく効くんだから」

　軍務大臣は書類仕事が多いとはいえ、訓練も毎日のように行う。だから怪け我がをすることも多々ある。しかし、忙しいウィリアムは医務室に行くのを嫌い、放置しがちだった。これさえあれば、一人でも手当てできるだろう。

「そうか、ありがとう。こっちの茶色の瓶も傷薬か？」

「うん。でも茶色い方は軟なん膏こうタイプで、粘ねん膜まくに使えるの。鎮ちん痛つう作用もあるし……旦那様がどちらなのか分からないけれど……使って？」

（……とても嫌な予感がするぞ……！）

「ロザリンド……粘膜とはどこの……」

「え？　それはもちろん、こう──」

「それ以上言うな！」

　ウィリアムはロザリンドの口を無理矢理押さえつけた。

（まだ、男色家の疑いは晴れていなかったのか！　何故、誰も当主の誤解を晴らそうと動いてくれない！）

　ウィリアムはロザリンドから手を離した。

　そして必死な形相で、『自分は男色家ではなく、戦場で出会った少女が好きで今でも忘れられないのだ』と懇こん切せつ丁寧に説明するのだった─────
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　ウィリアムが男色家ではなく、戦地での純粋プラトニツクな恋が忘れられないロマンチストだった、という衝しよう撃げき的てきな事実をロザリンドが知ってから、もう二週間が経たった。

　あれから、ウィリアムは頻ひん繁ぱんに屋敷に帰ってくるようになった。

　そして必ず、ロザリンドと食事をするのだ。まさに有言実行。その生き真ま面じ目めさにロザリンドは感心していた。

（わたしなんか、放っておけばいいのに。優しいね、旦那様）

　憂うれわしげに息を吐つくと、テーブルの向かいに座る旦那様の眉み間けんに皺が寄る。

　なんだか、マッチでも挟はさめそうなぐらい深い皺だ。

「ロザリンド、食欲がないのか？」

「ううん、旦那様。おいしい朝食だと思う。ちゃんと、味もするし」

　新しん鮮せんな野菜とカリカリベーコンのサラダは瑞みず々みずしく、サッパリとしたドレッシングのおかげで朝からたくさん食べられるおいしさだ。メインのフレンチトーストだって、とろりとした食感とシナモンの風味が絶ぜつ妙みよう。一つ難点を言うのなら────

「ただ、ナイフとフォークを使うのが面倒。腕、疲れた」

　基本的にロザリンドは軟なん弱じやくなのだ。

「……この間、リンゴを食べさせてくれと言ったのは、それが理由だな……？」

（あ、見破られた）

　ロザリンドはウィリアムからさりげなく視線をそらし、恥はじらう乙女おとめのように頰を染め、顎あごに手を当てる。

「旦那様。貴族の女性は、薬さじよりも重いものは持てないの。これ常識」

「そんな常識あるかぁああ！」

　ウィリアムは青筋を浮うかべながらロザリンドを叱しかった。

　怒おこったウィリアムは、とても怖い。

　子どもならば、百人中百人が裸足はだしで逃にげ出だす迫はく力りよくだ。しかし、彼の中身を知っていれば、問題はない。なんて言ったって、死んだ少女を今でも思い、ロザリンドのような変人を妻の地位に置いて尊重してくれるぐらい、優しくて面倒見のいい人なのだから。

（でも、旦那様がこれから誰かを心から愛することはないんだろうな）

　死人は美化される。それがたとえ意地が悪くて、生活力のないどうしようもない人であっても、死んでしまえば心に残るのは、いい思い出だけ。すべてが尊い宝物になるのだ。ロザリンドはそれをよく知っていた。

　ましてウィリアムは、死んだ少女を『聖女』と呼ぶぐらいだ。とても純じゆん粋すいで清らかな少女で、欠点など見つからないような、おおよそ人とは思えないほどの傑けつ物ぶつだったに違いない。

　ウィリアムはそんな少女に恋をしてしまったのだ。とてもじゃないが並なみ大たい抵ていの女性では恋人になれない。

（もちろん、わたしなんて論外だよ）

　自分が女性という枠から大きくはみ出していることなど、ロザリンドは自覚済みだ。

「……ロザリンド。今日の私は非番だ。君の研究を見学したいと思う」

「見学……？」

「普ふ段だんの君を見せてもらえればいい」

「分かった」

　何にせよ、研究を止められる訳ではないのならば、ロザリンドに断る理由はない。

　朝食を取り終わったふたりは、足早に離れ家へと向かうのだった。
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「うっ……なんだ、この強きよう烈れつな臭においは……！」

　離れ家に入って開口一番、ウィリアムは鼻を摘つまみながら言った。

　ロザリンドからすれば、この程度の臭いはエレアノーラ国学院の研究棟とうに居たときに比べれば序の口だ。

　あそこは、幾いく人にんもの研究者たちが生み出した強烈な臭いが混じり合った、それはそれは恐ろしい腐りきった場所だった。あの臭いに慣れるのに、ロザリンドも一年はかかったものだ。

「我が慢まんして、旦那様」

　それしか解決策はない。

「……うむ」

　ウィリアムは顔を青くする。しかし、屋敷に戻るでもなく、ロザリンドの後ろを懸けん命めいについてきた。ロザリンドはそのまま研究室へと直行する。

　そして研究室の中に入ると、ロザリンドはくるくると回転し手を大きく広げた。

「ここが……わたしの楽園！　どう、素す敵てきでしょう？」

「あ、ああ……そ、そうだな……」

　何故か歯切れの悪いウィリアム。

　しかし、ロザリンドはそんな細かなことを気にしてはいられない。

（研究しなきゃ！）

　時間は有限だ。

　ウィリアムがロザリンドに定めた一日の研究時間は五時間だけ。本当はもっと研究したいが、ウィリアムが忙しい中、頻繁に屋敷に帰ってロザリンドと一緒に食事をしてくれる手前、自分だけ約束を破るようなことをしたくなかった。

　白衣を着て、手て袋ぶくろを装着すると、ロザリンドはやりかけの実験を再開することにした。

　あらかじめ分量を量っていた材料を鍋に次々と入れていく。

「これはなんだ、ロザリンド？」

　ウィリアムが発芽した豆のような乾燥キノコを摘んで言った。

「冬とう虫ちゆう夏か草そうを乾燥させたもの。簡単に言うと昆こん虫ちゆうに寄生したキノコ」

「な、何ぃ!?」

　ウィリアムが摘んでいた冬虫夏草がぽとりと鍋に落ちる。

（手伝ってくれるのかな？）

　ウィリアムは本当に優しい旦那様だとロザリンドは再確認した。

「旦那様。竜りゆう骨こつを取ってくれる？」

「竜骨……？　竜りゆうとは、架か空くうの生き物ではなかったのか!?」

　ウィリアムは少年のように期待に満ちた瞳を、ロザリンドに向ける。

（旦那様、こんな表情もできるんだ。新発見）

「夢を壊すようで悪いけど、竜骨は竜じゃない。動物の化石のこと」

「化石？　そんなものも薬の素もととなるのか……」

　そういえば、初夜のときに旦那様に教えた薬の材料は、身近で取れる薬草類が多かった。冬虫夏草のように希少なものや、動物性の材料は珍しく思うのだろう。

「その黒っぽい炭みたいなのが竜骨。できれば、このナイフで削けずって入れて欲しい」

「承知した。危ないから、ロザリンドは下がっていなさい」

　ウィリアムは渡されたナイフで竜骨を削り始める。

　初めてとは思えないほどに、その手て際ぎわは良かった。

（さすが軍人！　刃物の扱いは超ちよう一流！）

　ロザリンドは別室に引かれている水道から水を桶おけいっぱいに汲くんでくると、ヨタヨタと危なげに運ぶ。研究室の入り口まで来たところで、見かねたウィリアムがロザリンドの代わりに桶を軽々と持ち上げた。

「ありがとう、旦那様」

「君は危なっかしいな。いつも一人ですべての作業をしているのか？」

「うん。この家の使用人たちは、みんな仕事熱心だから、たぶんわたしの代わりに動いてくれると思う。でも、今日は扱ってないけど、毒物を扱うときもあるから……万が一にも、危ない目には遭あわせたくないの」

　素人しろうとが触れると危険な物が、わんさかこの離れ家には置かれている。

　毒と薬は表ひよう裏り一いつ体たい。毒は扱い方を変えれば薬にもなるし、薬だって間ま違ちがった使い方をすれば毒になる。……それは製作者も同じことだ。

「……今作っている薬は、どんな効能があるんだ」

「回復薬。鎮痛作用があるの。不ふ眠みんにも効く。今日作っているのは、通常よりも効能を上げるだけのものだから、失敗はないはず。……あ、旦那様。桶の水を鍋に入れて」

　ウィリアムが鍋に水を入れるのを確認すると、ロザリンドはマッチを擦すって竈かまどに火を入れた。

　今回使っている鍋は小ぶりなので、すぐに沸ふつ騰とうするだろう。

「どのくらい煮込むんだ？」

「一時間……はかからないかなぁ。たまにかき混ぜて、全体的に茶色く濁にごったら完成」

「意外と早いな」

「六時間煮込んで作る薬とかもあるけど、それは疲れるからあんまり作らないね……っと、あったあった」

　ロザリンドは棚から細長い箱に入っているブランデーケーキを取り出した。

　ロザリンドが研究中に餓が死ししてしまわないようにと使用人たちが作ってくれた、とっておきの保存食だ。

（ブランデーってお酒だよね。アルコールは消毒で使うけど、口に入れたことはないな）

　お酒は貴族の嗜たしなみだ。貴族であれば、十歳を過ぎた頃から訓練と称して徐々に飲み始める。

　しかし、貴族社会から意図的に距離を置いていたロザリンドは、お酒を飲んだことがなかった。自分の師し匠しようだった男が酒乱であったことも大きい。

　あんなふうにはなりたくないと何度思ったことか。

（ま、所しよ詮せんお菓か子しだし、大してアルコールも入っていないよね）

「回復薬ができあがったら、お茶にしよう。旦那様、甘い物は……好き？」

　ロザリンドは首を傾かしげながらウィリアムに笑顔を向けた。
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　回復薬ができあがった後、ロザリンドとウィリアムは休きゆう憩けい室しつに居た。

　ここには簡易キッチンとテーブルセットがある。

　休憩室と言いながら、ベッドがないのはご愛あい敬きよう。仮か眠みんをする暇があるなら研究をする、それがロザリンドだ。

「旦那様、コーヒーを飲む？」

「ロザリンドが淹いれるのか？」

　ウィリアムが瞠どう目もくする。

　貴族は料理をしないのが普通だ。

　だから、ロザリンドがコーヒーを淹れようとしていることに驚おどろいているのだろう。

　ここで軽けい蔑べつの眼差まなざしを向けないところに、ウィリアムの優しさが表れている。

「はい。旦那様も、手伝ってくれる？」

　ロザリンドは言い終わった後、しまったと後悔した。

　いくら優しいウィリアムでも、自らコーヒーを淹れるのは貴族の矜きよう持じが許さないのではないか。そう思うと、手が震ふるえた。

（旦那様にだけは……嫌われたくない）

　同居人として、と思うが、何やらロザリンドの心はスッキリしない。

　もやもやとした気持ちに疑ぎ問もん符ふを浮かべていると、ウィリアムがロザリンドの頭をぽんぽんと撫なでた。その手つきは優しく、ロザリンドの心を溶とかすように甘い。

「とても興味がある。是非、やらせてくれ」

「……はい。旦那様、コーヒー豆を挽ひいてくれる？　結構、力仕事なの」

　胸のざわつきを隠すように、ロザリンドはコーヒーミルを指差す。

　そして、棚からヴァレンタイン侯爵家御ご用よう達たしの焙ばい煎せんコーヒー豆を取り出し、ミルに計量スプーンを使って二人分入れた。

「旦那様、ハンドルを回して。ゆっくりね。その方が、均一に豆が挽けるから」

　ウィリアムは丁寧にハンドルを引く。外見からは想像できない、繊細な仕事ぶりだ。

「……中々の力仕事だな。ロザリンドの力ではかなり大変なのではないか？」

「うん。だから、豆を挽くのは大嫌い。五回ハンドル回すと腕がもげそうになる」

「……君は、もう少し体力をつけなさい」

　ウィリアムのお小言を聞き流しながら、ロザリンドはコーヒーを淹れるため、コーヒーサイフォンを取り出し、テーブルの上に置いた。

　スタンドにフラスコを設置し、水を入れ、アルコールランプで加熱する。

「ロザリンド、豆を挽き終わったぞ」

「わーあ！　さすが旦那様。わたしの二十倍速い」

　ロザリンドが素す直なおに褒めると、ウィリアムは深く溜息を吐いた。

　体力のなさは、諦あきらめて欲しいとロザリンドは思う。どう足あ搔がいても、ウィリアムのような筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうにはなれないのだから。

　ウィリアムの挽いた豆を、ろ過布を敷しいた円柱型のロートに入れる。すると、ちょうどフラスコの水が沸騰した。

「こうして見ると、実験しているように思えるな」

「ふふっ、そうだね。でも、おもしろいのはこれから」

　フラスコの上に逆さにしたロートを設置すると、ぐんぐん湯を吸い上げていく。そしてロートの中はブクブクと茶色の泡あわがたち、かさを増していった。

　初めてこの瞬しゆん間かんを見たときは感動したものだ。

　そして飲んだコーヒーの苦さに悶もん絶ぜつしたことも、ロザリンドはよく覚えている。

（……ファリスめ）

　弱じやつ冠かん八歳のいたいけな少女に、ブラックコーヒーを飲ませた師匠のことを、ロザリンドは今でも根に持っている。

「本当にコーヒーを淹れるのが好きなんだな」

「え？」

「にやけているぞ。自覚がないのか？」

　咄嗟に両頰に手を当てると、確かに口角が上がっているように感じる。

（……これだから嫌だ。どうしたって、忘れさせてくれないんだから）

「ロザリンドは、コーヒーの淹れ方を誰に習ったのだ？」

「……師匠に」

「ああ、ファリス教授か」

「ファリスのこと……知っているの？」

「知っているのは名前だけだ。実際にお会いしたことはない。ファリス教授は先の戦争で活かつ躍やくされたから、平民ではあるが有名だ。今も生きていれば、女王陛下より叙じよ爵しやくされていただろう」

（……それはない。だって、ファリスは爵しやく位いなんて欠片かけらも望んでいなかった。自ら望んで戦地で命を落としたような人だもの）

　しかし、ファリスよりも尊敬できる人をロザリンドは知らない。

「……そうだね。ファリスは本当にすごい人だった」

「先ほどから気になっていたのだが、ロザリンドは師のことを呼び捨てなのか？」

「まあ、初めて会ったときファリスは二十三歳で若かったし。『俺おれの研究成果は渡さないからな！』とか言って、わたしに薬学の基き礎そしか教えなかったような人だから……師匠って感じがしない」

　ファリスは、今思い出しても本当にどうしようもない人だった。

　師し弟てい関係というよりは競争相手だ。即そつ効こう性せいを重視するロザリンドと違い、ファリスは飲みやすさを追求した薬作りを至上としていた。

　いつも口くち喧げん嘩かばかりしていたが、ごく稀まれに意気投合して一緒に薬を作ったりもした。そうやってふたり、研究に没頭して過ごしていたのだ。……戦争が始まるまでは。

「ファリス教授は、そんなに若かったのか……！」

「教授って肩かた書がきがつくと、結構年ねん齢れいがいっているように思えるよね」

　実際のファリスは、最年少で教授の地位へと上のぼり詰つめた天才だ。

「ロザリンドはファリス教授と……いや、なんでもない」

「？　あ、フラスコの水、なくなった」

　ロザリンドはアルコールランプの火を消すと、ロートの中を細い木べらでかき混ぜた。コーヒーは砂時計のようにフラスコの中へと落ちていく。

　そして完全にコーヒーがフラスコに移動したことを確認すると、ロザリンドは棚からコーヒーカップを取り出した。

「旦那様、コーヒーにお砂糖は入れる？」

「いや、必要ない」

　狼侯爵にブラックコーヒーとは、似合いすぎではないだろうか。内心で笑いつつ、ロザリンドはカップをテーブルに置いた。

　ウィリアムがコーヒーを注いでくれている間に、ロザリンドはブランデーケーキの準備をする。と言っても、適当にカットして皿に盛るだけだ。さほど時間はかからなかった。

「ロザリンドも砂糖を入れないのか？」

「徹てつ夜やするのにたくさん苦いコーヒーを飲んでいたら、いつの間にかブラックコーヒーが好きになったの。昔は噴ふき出だしていたのに、慣れってすごいよね」

「ロザリンド。身体のためにコーヒーは一日三杯ばいまでだ」

「えー」

　ロザリンドは口を尖らせたが、ウィリアムは妥だ協きようしないようだった。

　ロザリンドの健康に関することになると、ウィリアムは途と端たんに頑固になるのだ。結婚してまだ一ヶ月弱ではあるが、ロザリンドは嫌と言うほど理解していた。

（まあ、いいか）

　今は徹夜を許されていないから、コーヒーの眠ねむ気け覚ざまし効果に期待しなくてもいいのだ。

　それに何故か、研究時間を減らしてもそれほど効率は落ちなかった。生活を管理してくれる人たちがいるからだろう。

（でも……あの研究だけは進まない。あと一歩なのに……）

　苦々しく思いながら黙もつ考こうしていると、急にウィリアムがロザリンドの額ひたいを突つっついた。

「ロザリンド、眉間に皺が寄っているぞ。随分と深いようだ。私以上かもな」

「……旦那様以上なんて、並の人間では不可能」

「何を悩なやんでいるのか知らないが、これでも食べろ。うまいぞ」

　そう言って、ウィリアムがロザリンドの口にブランデーケーキを無理矢理入れた。

　仄ほのかに香るチェリーブランデーの風味が、口いっぱいに広がる。熟成されたスポンジはしっとりとしていて、他のケーキとは違った舌した触ざわりだ。

「おいしい！」

「そうか」

　ウィリアムはコーヒーをおいしそうに飲みながら、微笑んだ。

　ロザリンドは一つ、また一つとブランデーケーキを手に取って食べた。

　ウィリアムと食事をするようになってからというもの、おいしい食べ物に出会ってばかりで幸せな気分になる。つい最近まで、食事で味を感じることができなかったのが噓うそのようだ。

「少し食べ過ぎなんじゃないか……？」

「そ、んにゃこと、ない！　もっとぉ……もっ、と、ちょう……らい」

　自分の声はこんなに滑かつ舌ぜつの悪いものだっただろうか。考えようとするが、どうにも頭が働かない。

　ぐにゃぐにゃと思考がまとまらず、顔と身体が火がついたように熱くなっていく。

　目の前が二重三重にぶれて見える。ブランデーケーキに手を伸ばしたところで、ガクンッと体勢が崩くずれた。そしてロザリンドは顔をテーブルに打ちつけてしまう。

「ぶぅっ！」

「ロザリンド！　大丈夫か!?」

　ウィリアムがロザリンドの名を呼ぶ声がする。

　しかし、ロザリンドの朦もう朧ろうとする意識は、夢む幻げん世界へと旅立っていった────
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　ゴンッと酷い音を立てて、ロザリンドが頭をテーブルに打ちつけた。

　慌あわてて彼女に駆け寄るが、すっかり静止している。

（やはり、ブランデーケーキの食べ過ぎか！　ロザリンドは本当に……傍そばで見ていないと不安になる娘だ）

　テーブルに張りついた身体を起こし、軽く抱き上げた。

　ロザリンドの身体は羽のように軽すぎる。もう少し食事の量を増やすようにオルトンと相談しよう。

「う……にゃ……もっ、と」

「まだ食べる気か！　……まったく、いつもこれぐらい食欲があればいいものを」

　ウィリアムは椅子に座り、バタバタと手を振ふり乱みだし暴れるロザリンドを膝ひざの上にのせた。

　そして片手で彼女の腕を押さえつける。たったそれだけで、ロザリンドは身動き一つ取れなくなってしまった。

（……か弱いな）

　幼い子どものように体温が高いロザリンドの身体は、心地ここちよい熱を持っている。そして華奢だが、柔やわらかな体つきが、ロザリンドが女性であることを、嫌でもウィリアムに感じさせた。

「……こんな状態で眼鏡をしていては危険だな」

　現にテーブルに顔を打ちつけていたと言い訳をしつつ、ウィリアムはロザリンドの眼鏡に手をかける。

　素面しらふのときは猫が威い嚇かくするように拒否していたロザリンドだったが、今回ばかりはウィリアムのなすがままだ。

（悪いが、意識がないときに確認した方がいいからな）

　ロザリンドは醜さを隠すために眼鏡をしていると言っていたが、彼女がどのような姿だろうとウィリアムは気にしないし、妻の素顔ぐらい知っておきたい。

　それに調べたところ、ロザリンドはセルザード伯爵家で幼い頃に継けい母ぼに殺されかけた事実が分かった。

　もしかすると、そのときの傷が残っているのかもしれない。もうこれ以上、ロザリンドに孤独を背負わせたくはない。自分は夫として、新しい家族として彼女を支えたいのだ。

「……これは」

　眼鏡を外したロザリンドを見て、ウィリアムは驚きよう愕がくした。

　彼女の顔に傷きず痕あとは一つもなく、金色の長い睫まつ毛げに縁ふち取どられた瞼まぶたは静かに閉じられている。顔のパーツは人形のように完かん璧ぺきな位置に配置されていて、隠しきれない秀しゆう麗れいさを放っていた。

　頰は薄うす紅べに色に染まり、時折小さく漏もれる吐と息いきが、ロザリンドが生きた人間であることをウィリアムに教えてくれた。

（誰か……とても大事な人に似ている気がする）

　奇天烈な眼鏡をかけていたおかげで、ロザリンドの顔立ちに皆、目がいかなかったのだろう。眼鏡を取り払ってしまえば、目を閉じていても分かる。




　ロザリンドは美しい。



















　万ばん人にんがそう答えるだろう。嫌悪するような容姿ではない。

　それならば、何故ロザリンドは顔を隠していたのだろうか。

「ん……だん、なさま？」

　そっと、ロザリンドの瞼まぶたが開かれる。

　現れたのは、宝石のように美しい琥珀の瞳。それはウィリアムが恋こい焦こがれ、しかし諦めた聖女と同じものだった。否いな、瞳だけではない。髪色は違うが、顔立ちも聖女そのままだ。

（今まで……どうして気づかなかったのだろうか……！）

「い……て、くれ……あり、が……と」

　ロザリンドははにかむように笑い、また目を閉じてしまう。

　そのことを酷く残念に思いながら、眠るロザリンドへウィリアムは問いかけざるを得なかった。

「……ロザリンド。君が……あの時の聖女なのか……？」

　ウィリアムの疑問の答えを知っているであろう少女は、腕の中で安らかに寝ね息いきを立てていた。
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　ベルニーニ神国との戦争がフランレシア王国の勝利で終結し、戦後処理も落ち着いた頃。

　ウィリアムはエレアノーラ女王陛下に極ごく秘ひで呼び出されていた。




　王宮のこぢんまりとした部屋にいるのは、ウィリアムと女王陛下、そして護衛の近衛このえ騎き士し一人だけだ。

　女王は跪ひざまずこうとしたウィリアムを片手を上げてやめさせ、椅い子すへ掛かけるように促うながした。

「英えい雄ゆうが死んだら、また強ごう欲よくなベルニーニが攻めてくるでしょう？　面めん倒どうだわ。だから座すわってちょうだい、ウィリアム。め・い・れ・い」

　四十歳を超こえたとは思えない美び貌ぼうの女王は、有う無むを言わせない微笑ほほえみを見せる。

　恐おそれ多おおいが、戦争で負った怪け我がが完治していないため、女王の言葉にありがたく従うことにした。

「恐れ入ります、女王陛下」

「やーねぇ、堅かた苦くるしいわ。あたくしはジェイラスのお母様よ？」

「その前に女王でしょう」

「ほんと、ヴァレンタイン侯こう爵しやく家けの男どもはガッチガチの階級主義で困っちゃう」

「それが軍人ですから」

　女王は憂うれいを帯びた溜ため息いきを吐はくと、ウィリアムの顔をじっと見つめた。

「右目、残念だったわね」

　戦場で敵の矢を受け、ウィリアムの右目は潰つぶれてしまった。今は包帯を巻いている。

「……命があるだけ儲もうけものです。それに、利きき目めは失わずに済みました。手当てした者の腕うでが良かったのでしょう」

「そうねぇ。あの女好きで困ったちゃんのウィリアムが、恋に落ちるほどの『聖女』ですものね」

　女王は意地悪く笑い、返答は不要だとばかりに継つぐ。

「ええっと、確か……茶色の髪で琥こ珀はく色いろの瞳ひとみを持つ、戦場医い療りように従事していた平民の少女……だったかしら？　随ずい分ぶんと派手に捜さがしているみたいじゃない。でも、見つからないのでしょう？」

「……ご存じでしたか」

「ええ、もちろん。大切な臣下のことですもの。そしてウィリアムが捜し続けている答えも知っているわ」

　女王の言葉を聞いて、ウィリアムの心臓がバクバクと音を立てる。

　背にはジットリと冷や汗が伝った。

「女王陛下、彼女は……」

「そんな少女は存在しないわ」

　キッパリと女王は言った。

　ウィリアムの心はガラガラと崩くずれていく。

　自分の恋こい焦こがれた聖女と言っていいほど美しい少女は、ヴァレンタイン侯爵家の力を総動員しても見つからなかったのだ。そのため、自おのずと結果は見えてくる。しかし、認めたくはなかった。

「ベルニーニの戦術はいやらしいものだったわ。優秀な文官や医師を暗殺し、ジワジワと国力を削そいでいく。農民に変装して補給物資を焼やき討うちする。攻め込んだ村々を蹂じゆう躙りんし、略りやく奪だつの限りを尽つくす。戦場では新種の毒物をまき散らす。おかげでフランレシアは甚じん大だいな被ひ害がいを受けたわ」

　多くの人々が死んだ。

　ウィリアムも優秀な軍人だった父と兄を戦場で亡なくした。おかげで、お気楽次男だった自分が、ヴァレンタイン侯爵を名乗っているような現状だ。

「……戦争に美挙はありません」

「そうね。でも勝った方が正義になるのよ？」

　女王の笑えみは、軍人のウィリアムでも恐ろしいと思えるほどに凍こごえたものだった。

「だから、ウィリアム。貴方あなたには感謝しているの。片目を失いながら、ベルニーニの総大将である神しん王おうを討うち取とり、皇こう太たい子しを生いけ捕どりにしたんだから」

「……それは自分だけの功績ではありません」

「ふふっ、謙けん虚きよなこと。確かに、貴方一人で成なし遂とげたことではないわ。でも、ウィリアムだから他の者たちも従ったのでしょう？　貴方が讃たたえられるべきよ」

「……はい」

「不満が残るのなら、確固たる立場を築き、貢こう献けんした者たちを出世させなさい。それが貴方にできることよ」

「分かりました」

　ウィリアムはグッと拳こぶしを握にぎった。

　女王の前では自分など、ただの青二才でしかない。遠えん慮りよしている暇ひまがあるのならば、考え行動しろということだろう。

「そうそう。オーレリアも戦後外交で素晴らしい成果を叩たたきだしているわ。このままだと、女性文官初の宰さい相しようになってもおかしくないわね。ジェイラスの周りに優秀な臣下が集まっているようで、あたくしも嬉うれしい」

「いや、オーレリアは女王陛下のために頑がん張ばっていると思います」

　オーレリアは女王を尊敬している。

　王太子の婚約者になれる機会を蹴け飛とばして、親の反対を押し切り、女王に仕つかえるため女性文官の道を歩むぐらい女王に忠誠を尽くしているのだ。

（まあ、そのおかげでジェイラスに惚ほれられてしまった訳だが）

　戦時中もジェイラスは変わらず毎日求婚していたらしい。まったく、どうしようもない幼おさな馴な染じみだとウィリアムは思った。

「遅おそくなったけど、ウィリアム。戦争ではいい働きをしてくれたわ。褒ほう美びをあげる。何がいい？」

「……褒美などいりません」

　思わず尖とがった口調でウィリアムは答えてしまう。

　しかし、女王は特に機き嫌げんを損そこなうことはなかった。

「うーん。質問を変えましょう。ウィリアム、本当はあたくしに何を望みたかったの？」

（女王陛下は人心まで見通せるのか……！）

　驚きよう愕がくしたウィリアムだったが、投げやりな気持ちで女王を見た。

「……件くだんの平民の少女との婚こん姻いんの許可を……お願いしようと思っていました」

「それは無理ね」

　女王は間かん髪はつを容いれずに両断した。

「……分かっています。既すでに私の求めた少女はいないのですから」

「理解力のある子は好きよ。でも、目に見える褒美を与あたえないといけない、ということも分かるわよね？」

「……ええ」

　戦果を上げた臣下に十分な報ほう償しようを授さずける。国の頂点に立つ者として当然のことだ。

　これを怠おこたると、臣下の質は下がり、政治が荒あれ、ゆくゆくは王の地位も危あやうくなる。それが理解できぬほど、ウィリアムは未熟ではない。

「ウィリアム・ヴァレンタイン。貴方を軍務大臣に任命します」

「待ってください！　まだ三十にもなっていない若じやく輩はい者ものを軍のトップに据すえるのですか!?」

「辞退は許さないわ。先の戦争で多くの上級武官が死んだ。今生き残っている武官の中で、家いえ柄がら・実力を兼かね備そなえた、王家に都合のいい人物はウィリアムだけ。国力が弱まっている今、下へ手たな家に軍の権力を任せたくないの。分かるわよね？」

　ヴァレンタイン侯爵の肩かた書がきと英雄の名声、そして何より王家への忠誠心。それらがウィリアムの若さという欠点を上回ったのだろう。

（絶対に褒美じゃないぞ！）

　若いというだけで貴族どもはウィリアムを嘗なめてかかる。そして引きずり下ろそうと画策する者たちもいるだろう。

　確実に苦労する。ウィリアムは未来を想像し、げんなりとした。

「うふふっ、ちょっとだけ就しゆう任にんが早まるだけよ。ウィリアムに軍務大臣の地位を押しつ──与えれば、表向きは破格の報償に見えるでしょうね」

（今、押しつけるって言いそうにならなかったか!?）

　そうは思ったが、自分が女王に意見できるはずもない。

「……そう、ですね」

「ウィリアム、お・へ・ん・じ・は？」

　催さい促そくするように、女王はパシパシと扇せん子すで手を叩いた。

「謹つつしんで拝命いたします」

　ウィリアムに許された言葉はそれだけだ。

「よかったわぁ。安心してね、ウィリアム。きちんと軍務大臣を勤め上げれば、最高の褒美をあげる」

「最高の褒美……ですか？」

　ウィリアムは怪け訝げんな顔をした。

　女王は一ひと際きわ妖あやしく微笑むと、深しん紅くの唇くちびるを震ふるわせる。

「今のウィリアムには相応ふさわしくないわ。……だって耽たん美び的てきで危き殆たいな宝石だもの。弱者が手にしたら、なくしてしまうでしょう？」

　ウィリアムが女王の言葉を理解するのは、それから四年後のことである────
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　王宮訓練場の裏手には、大きな滝たきがある。

　普ふ段だんは王宮に潤じゆん沢たくな生活用水を引くために利用されているが、今日はひと味違ちがう。

　何な故ぜなら────

「静まれ静まれ静まれ静まれ静まれ静まれ静まれぇぇええええええいいい！」

　ウィリアムが滝に打たれて修しゆ行ぎようしているからだ。

（くっそ！　自然から湧わき出でる冷水で身を清めているというのに、一向に熱が冷めない！）

　ウィリアムは悩なやんでいた。

　先日見た、ロザリンドの素す顔がおが脳のう裏りから離はなれない。

　あの純真で儚はかなく、だが凜りんとしていて、美しさと可か愛わいさを兼ね備えた麗うるわしの美少女は紛まぎれもない、ウィリアムが求めた聖女だ。

（やはり、ロザリンドに聞いて……いや、ダメだ！）

　ウィリアムは最低の結婚条件を押しつけ、死んだ少女を愛していると言ってしまった。

　今いま更さらロザリンドに「君が聖女なのか？」などと口が裂さけても言えない。愛さないとか言っておいて、聖女だと分かったらコロッと態度を変えるなんて、最低野や郎ろうでしかない。

（私の紳しん士し道どうに反するぞ！）

　何より、聖女の話をしたときに、ロザリンドは「わぁ！　とってもすごい人ですねぇ」としか言わなかった。

　ロザリンドが聖女じゃないのならまだいい。しかし、聖女だった場合、ウィリアムのことを欠片かけらも覚えていないことになる。

（そんなことになったら、私の硝子ガラスのように繊せん細さいな心はボッキリと折れてしまう……絶対に立ち直れないぞ！）

　思考は複雑に絡からみ合あい、ウィリアムを悶もん々もんとさせた。

　それでいつもは剣けんを振ふるって武術の訓練をするところを、滝に打たれるという精神修行に費ついやしているのである。

「大変っす、ヴァレンタイン卿きよう！」

「どうした」

　長年の副官──ラッセルが、血相を変えてウィリアムの元へ駆かけつける。

　ウィリアムはその並々ならぬ様子に、緊きん急きゆう事態だと察して滝から出た。

「姫ひめ閣下からの伝言が……」

「オーレリアか？　聞こう」

　嫌いやな予感がしながらも、ウィリアムはラッセルに続きを話すように促した。

「では、おっほん。『ウィリアム？　いつまで仕事を滞とどこおらせているつもりですの。来月分の軍予算申しん請せい書の提出は昨日きのうまででしてよ。それとも、ご自じ慢まんの筋肉鎧よろいで戦うのかしら。とても経済的でよいですわ。軍の予算はゼロで相そう違いないわね？』だそうです！」

「わ、忘れてた……！」

　書類自体は完成している。

　しかし、三日前にオーレリアが不機嫌そうに催促していた。

　確実に今、オーレリアは怒おこっている。彼女を怒らせると酷ひどい目に遭あうことは、長年の付き合いから嫌でも知っていた。

　ウィリアムの顔が蒼そう白はくになったことが分かったのか、ラッセルが足に縋すがりついてきた。その顔は鼻水と涙なみだをまき散らし、とても醜みにくいものとなっている。

「どうするんすか！　前に食材消費報告書を提出し忘れたときなんて、後ですんげぇひもじい思いをしたじゃないっすか。姫閣下はいつでも徹てつ底てい的てきに責める女ですよ！」

「急ぎ、書類を提出してくる。午後は帰ってこないかもしれない。後は補ほ佐さ官かんに一任する」

「了解っす！　ご武運を、ヴァレンタイン卿！」

　ウィリアムは着き替がえを取ると、書類が置いてある軍の詰つめ所しよへと走り出した。







　王太子執しつ務む室しつで待ち構えていたオーレリアはカンカンに怒っていた。

「オーレリア、来月分の軍予算申請書だ……」

「どうしてもっと早く持って来られないのでしょうね、この鳥頭は。期日は守るためにあるのですわ。本当に、何度言えば気が済むのでしょう」

「……すまない」

　ウィリアムは少しでもオーレリアの不興を買わないようにと、へこへこと頭を下げる。

　足を組んだ冷たい表情の美女と、平ひら謝あやまりする凶きよう悪あくな顔つきの大男の絵はさぞ滑こつ稽けいに違いない。

　隣となりでそれを見ているジェイラスはたまらず噴ふき出だした。

「あっはは……馬ば鹿かだねぇ、ウィリアムは」

「……他のことに気を取られていた」

「他のことってなんだい？」

　ウィリアムは咄とつ嗟さにジェイラスから目をそらした。

「へえ。オーレリア、どうやらウィリアムは何かやましいことがあるみたいだよ？」

　オーレリアは提出期日を破ったウィリアムへの復ふく讐しゆうなのか、予算書に目を通しながら適当にジェイラスに相づちを打つ。

「それはいけません。軍が不正を行っているのかもしれませんわね。何せ、期日を守らないほど締しまりのない連中ですもの。……徹底的に調べ尽くすべきですわ、ジェイラス殿でん下か」

　ウィリアムがオーレリアの怒りどころが分かるように、ジェイラスとオーレリアもウィリアムのふとした動作から心情を読み取る。

　幼馴染みとは、なんて厄やつ介かいな関係なのだろうか。

「それで、ウィリアム。何があったのか僕ぼくたちに教えてよ」

　ジェイラスはニヤニヤと笑いながらウィリアムに迫せまった。

「……それは言えな──」

「白状しないと、枯かれかけた熟女が好みだと淑しゆく女じよ網もうを通じて言いふらしますわ」

「事実無根だ！」

　オーレリアの容よう赦しやない追つい撃げきに、ウィリアムは項垂うなだれた。

（どこで道を間ま違ちがえたのだろうか……いや、昔からこのふたりは悪ガキだったな）

　不本意ながら、ウィリアムは白旗を上げることにした。

「……ロザリンドが……その、『聖女』かもしれない」

「ええ!?　聖女……ロザリンド嬢じようが!?」

「戦後、執しゆう念ねん深ぶかくウィリアムが捜さがし回ったのに見つからなかったのですわよね。……それに、貴族令れい嬢じようが戦場に行ったなどという話は聞いたことがありませんわ。ふふっ、勇ゆう敢かんな女性は国の宝ですわ」

「あくまで、かもしれない、だ」

　ウィリアムがそう言うと、ジェイラスは一枚の手紙を差し出した。

「いや～、もらったときは意味が分からなかったけれど納なつ得とく。これ、さっき母上の側近から渡されたものだよ。ウィリアム宛あてだ」

　ウィリアムは無言でジェイラスから手紙を受け取ると、恐る恐る目を通した。

　手紙に書かれている文章は、たった一行だけ。




『ねえ、最高の褒美だったでしょう？』




　人を見み透すかしたような女王の笑みが、ウィリアムの脳裏に浮かぶ。

（女王陛下は全部知っていたのか……！）

　グラグラとウィリアムの中が沸ふつ騰とうするように熱くなった。

　すべてを分かっていたのに隠かくしていた女王に思うことがある。それに何故、貴族令嬢のロザリンドが戦地にいたのかということも。

　しかし、それを上回ってウィリアムの心は歓かん喜きに満たされる。

「……生きて、いたのか」

　恋い焦がれても決して手の届かない、最果ての世に行ってしまったと思っていた聖女が、今やウィリアムの庇ひ護ご下かにある。たとえ仕組まれたことだとしても、ウィリアムには奇き跡せきに等しい幸せだ。

「……まあ、良かったんじゃありませんの」

「ちょっとだけ素す直なおになったオーレリアも可愛いよ！　結婚して！」

「嫌。それよりもウィリアム、入室してきたときから思っていたけれど、顔が真っ赤じゃありませんこと？」

「最初は走ってきたからだと思ったけど、確かにずっと赤いのはおかしいね。それにウィリアムの手先、震えてない？」

　ウィリアムは小さく息を吐き、呆あきれたようにジェイラスとオーレリアを見た。

「何を馬鹿なことを言っているんだ」

「馬鹿なのは貴方でしょう。知っていますの？　馬鹿は体調管理できないんですわ」

　オーレリアは椅子から立ち上がるとウィリアムの脛すねを蹴り飛ばした。

　そうやって強制的に跪かせると、彼女はウィリアムの額に手のひらを当てた。

「……熱いですわ」

「人間が熱いのは正常な証しよう拠こだ。……というか、蹴り飛ばさなくともいいだろう！　人体の急所だぞ！」

　ウィリアムは脛を手で押さえながら、涙なみだ目めでオーレリアを睨にらみつけた。

「喚わめかないでくださいまし。……ジェイラス殿下、王宮の侍じ医いにかかるのはウィリアムの外聞に良くないのですわ。軍務大臣が弱みを見せるのは極力避さけたいところ」

「そうだねぇ。ウィリアム、今日はもう家に帰りなよ。これは命令だから」

「私は風か邪ぜなど、二十年引いていない！」

「その記録は今日で打ち止めですわね」

　オーレリアは至し極ごく面倒そうに言った。

　ウィリアムは反論しようと立ち上がるが、視界が歪ゆがみ、ぐらりと床ゆかに倒たおれそうになってしまう。

「……嫌だ……風邪など引きたくない……」

「ウィリアム、体調不良の原因に心当たりはないのかい？」

「……少々滝に打たれた」

　ジェイラスはウィリアムの肩を抱だき、ゆっくりと立ち上がらせた。

　まるで自分の足ではないかのように、歩行が安定しない。

「少々ってどれぐらい？」

「二時間ほど……」

「まあ！　慢まん心しんして無茶をするなんて、救いようのないゴミ屑くずですわね。しっかり手紙に書いておきますわ。ロザリンド様に呆れられてしまえばいいんですの」

「……すまない」

　ジェイラスとオーレリアによって、王宮に駐とめておいたヴァレンタイン侯爵家の馬車に押し込められるのであった。
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　ロザリンドが本日の研究時間を使い切り、自室でほっと一息ついていると、使用人たちがバタバタと駆け回る音が聞こえてきた。

「……何かあったのでしょうか」

「礼れい儀ぎ作法に完かん璧ぺきな皆みなが騒さわぐなんて珍めずらしい。シンシア、心配だから見てきてくれる？」

「かしこまりました、奥おく様さま」

　シンシアはロザリンドに一礼すると、騒ぎの原因を確かく認にんしに行った。

　ロザリンドはシンシアの淹いれた紅茶に、ティースプーンで掬すくったブルーベリージャムを一さじ加える。ブランデーケーキのおいしさを経験してからというもの、甘あまいものに夢中になっていた。

「ああ、おいしい。茶葉とジャム両方の品質と、シンシアの腕がいいんだね」

　のほほんとロザリンドが緩ゆるんでいると、扉とびらが少々乱雑にノックされた。

　扉から顔を出したシンシアは酷く混乱しているように見える。

「お、奥様！　大変です、健康の権ごん化げといっても過言ではない旦だん那な様が……た、体調を崩されて、ただいま帰宅されました！」

「なんですって!?」

　ロザリンドは勢いよく立ち上がると、久方ぶりに走り出した。明日は絶対に筋肉痛だ。

「旦那様!?」

　エントランスホールに行くと、そこには数人の従者に抱かかえられているウィリアムがいた。

　意識がないのか、グッタリとした様子だ。なんて痛ましい姿だろうか。

「……旦那様。こんなに無理をして……」

　軍務大臣の仕事はやはり過か酷こくなのだとロザリンドは確信した。

「奥様。こちら、オーレリア・スペンサー王太子補佐官からの手紙です」

「ありがとう」

　ロザリンドはオルトンから手て渡わたされた手紙に目を通す。そこにはこう書かれていた。







　ヴァレンタイン侯爵家夫人　ロザリンド様へ




　初めまして。わたくしは王太子補佐官兼けんウィリアムの幼馴染みのオーレリア・スペンサーと申します。

　急を要するため簡潔に書きますが、ウィリアムが体調を崩したので自宅へ帰すことにしました。

　体調不良の原因は、十中八九、滝に長時間打たれたことでしょう。

　どうかその辺あたりも考こう慮りよして、ウィリアムに接してください。

　仕事の方はこちらで調整しておきますので、安心して静養するようにと馬ば──ウィリアムにお伝えください。

　それでは、ウィリアムのことをどうかよろしくお願いいたします。





オーレリア・スペンサーより









「……滝に？　軍人は水中戦もするんだ」

　ウィリアムは本当にすごい人だ。ロザリンドはますます自分の夫へ尊敬の念を深くする。

「いえ、そんなことはないと思います、奥様」

「？　まあいいや。オルトン、旦那様をベッドに寝ねかせてあげて。わたしが診しん察さつする」

「かしこまりました」

　オルトンはウィリアムを抱えている従者たちの元へ駆け寄った。

　ロザリンドは傍そばに控ひかえていたシンシアへと視線を向ける。

「わたしの部屋から医術道具一式持ってきて。トランクに入っているから」

「かしこまりました」

（待っていて、旦那様。わたしがすぐ楽にしてあげる……！）

　ロザリンドは背筋を伸ばし、ウィリアムの部屋へと向かった。

　そしてウィリアムの部屋の扉の前で僅わずかに緊きん張ちようしながら、意を決して足を踏ふみ入いれる。

　ウィリアムの部屋は茶色を基調としたシックな内装だ。意外にも本ほん棚だなが充じゆう実じつしている。

「奥様、旦那様をベッドに寝かせました」

「医術道具一式ですっ、奥様！」

　シンシアから医術道具一式が入っているトランクを受け取ると、ロザリンドはベッドに横たわるウィリアムに近づいた。

　そしてシャツのボタンを外はずし、彼の上半身を露あらわにさせる。その行こう為いに羞しゆう恥ちの感情はない。今のロザリンドは医師の顔をしていた。

「旦那様。少し心臓の音を聞かせて」

　ロザリンドはウィリアムの胸に聴ちよう診しん器きを当てた。

　そして心臓の音に異常がないことを確かめると、軽い触しよく診しんをした。

「ん……ろざ、りんどか……？」

「起きた、旦那様？　ちょっと口を開けてくれる？」

　意識の戻もどったウィリアムが、小さく口を開けた。

　ロザリンドはウィリアムが嘔え吐ずかないように注意しながら器具で舌を押さえつけ、喉のどの状態を確かめた。

「旦那様、身体に痛みはない？」

「特にない。私は健康だ……」

「噓うそ。高熱に軽い喉の腫はれ……風邪だね」

「私は健康だ……」

　朦もう朧ろうとした意識の中で目を潤うるませながら、ウィリアムは自分が健康だとうわごとのように呟つぶやいている。

　ロザリンドはそれらを完全に無視した。

　普段健康な人が、病気に罹かかると駄だ々だっ子こになるのは珍しいことではない。

「オルトン、旦那様を軍服から楽な服に着替えさせて。わたしは薬を作ってくる」

「かしこまりました。……シンシアは奥様の傍に」

「はい！」

　ウィリアムの額に汗で張りつく髪かみを、ロザリンドはサラリとはらう。

「私は健康だ……」

「もうちょっとの辛しん抱ぼうだから、旦那様」

　ロザリンドは、シンシアと共に急ぎ離はなれ家やへと向かった。
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　ロザリンドは風邪薬を自己新記録の速度で作り上げた。

　そして薬やく包ほう紙しに包んだそれらを、ウィリアムの枕元へ大事に運ぶ。

「旦那様、大だい丈じよう夫ぶ？」

「ダメだ……健康だが……死んでしまう……健康なのだが……」

「旦那様、支し離り滅めつ裂れつ。熱が上がったのかな？」

　ベッド脇わきの椅子にロザリンドは腰掛けた。

　そして薬包紙で小分けにした風邪薬を一つ取り出す。

「旦那様、薬を飲もう？　安心して、わたしの作った薬は一いち撃げき必殺だって評判だから」

「奥様ぁ、それ殺しちゃってますよ！」

　シンシアはロザリンドに訴うつたえかけた。

「嫌だ……薬だけは……苦いのは……嫌だ……」

「旦那様はまだ薬が苦手なのですか。まったく、いい大人でしょうに」

　嫌だ嫌だと身を捩よじるウィリアムを冷たく見下ろしながら、オルトンは言った。

「困ったね。時間がないから丸薬じゃなくて、粉薬にしちゃった」

　あんなに楽しく一いつ緒しよに薬を作ったウィリアムが、薬を苦手にしているとは思いもしなかった。

　こんなとき、ファリスだったら問題なくウィリアムに薬を飲ませていただろう。

（……違う。わたしはファリスじゃない。自分でどうにかしないと）

　どうしようかと悩んでいると、扉がノックされた。シンシアが確認しに行くと、小さな硝子製の器うつわを持って戻ってきた。

「料理長から、甘いゼリーの援えん護ご物資です！」

「さすがは最古参の使用人です。旦那様のことをよく分かっていますね」

「これがあれば旦那様も薬が飲めるね」

　シンシアからゼリーを受け取り、ロザリンドは再びウィリアムに向かい合う。

「嫌だ……絶対に飲まんぞ……！」

　ウィリアムは口を両手で押さえつけて、断固たる抗こう議ぎの姿勢を見せた。

「……オルトン。どうして旦那様は薬が苦手なの？」

「おそらく、幼少期に飲んだ薬の苦みがトラウマとなっているのでしょう」

「ブラックコーヒーは飲めるのに？」

「旦那様は子どものようなところがあるのです。ああ、これでは先代様に顔向けできません……！」

　オルトンは悲しそうに目を伏ふせた。

（前に顧こ客きやくの恋多き貴族夫人が言っていた。男性は、いくつになっても少年の心を持っているって）

　そうは言っても、辛つらそうな顔をしているウィリアムをそのままにはしておけない。

　ロザリンドはゼリーを一いつ旦たんキャビネットの上に置き、ウィリアムの逞たくましい腕に触ふれた。

「旦那様、お願い。……薬を飲んで？　苦しそうにしている旦那様を、わたしは……見たくない」

　僅かにウィリアムが身体を震わせた。

「旦那様、男でしょう！　奥様が健気けなげにお願いしているのですから、薬ぐらい大人しく飲んでください」

「あの……使用人一同、旦那様の早い回復を切に願っています！」

　ロザリンドに続いて、オルトンとシンシアもウィリアムへ懇こん願がんする。

　ウィリアムは口から両手を離し、捨てられた子犬のような声を紡つむぐ。

「……わ、分かった。ただし！」

「ただし？」

　ロザリンドが首を傾かしげると、ウィリアムは視線を彷徨さまよわせる。

「く……く、く、くくく、口に、口移しで……」

「「……旦那様」」

　オルトンとシンシアが何故か沈しずんだ声を出した。

　ロザリンドは拳を握り、ウィリアムを真まっ直すぐに見る。

「分かりました！」

「え？　本当か、ロザリンド!?」

「うん。旦那様は目を瞑つぶって口を開けていて」

　ロザリンドはウィリアムの頭の下にクッションを敷しき、彼が指示通りの体勢になったことを確認すると、薬包紙を開いた。

　ウィリアムへ微笑みを向けたロザリンドは、薬包紙をそのまま彼の口に突つっ込こみ、粉薬を舌の奥にサラサラと流し込む。

「ふんごぉっ!?」

　ウィリアムは目を見開いて暴れ出した。

「シンシア、お水！　オルトンは旦那様を押さえつけて！」

「「はい！」」

　シンシアはウィリアムが吐き出さないように、絶ぜつ妙みような角度から彼の口に水差しで水を流し込む。

　オルトンも武術の心得があるのか、馬乗りになって器用にウィリアムの身体を押さえつけた。

　ウィリアムが薬を二度三度嚥えん下かするのを確認すると、ロザリンドは彼の口に甘いゼリーを運んだ。ウィリアムは光のない眼まな差ざしでそれを咀そ嚼しやくする。

「……ロザリンド。何故、薬をいきなり口に入れた」

「え？　旦那様は『口に移して』って言ったよ。わたし、感動した。こんなにすぐに幼少期のトラウマを克こく服ふくするなんて……やっぱり、旦那様はすごい人だね」

「…………」

「さすが奥様でございます」

　オルトンはハンカチで目元を拭ぬぐいながら頷うなずいた。

（体力もあるし、薬を飲めば旦那様の風邪もすぐによくなるね）

　ロザリンドは嬉しさで顔を綻ばせながら、次々とゼリーをのせたスプーンを差し出す。食べられるときに食べておいた方がいい。食事は風邪を追い出す力になる。

「旦那様、甘い？」

「……全然甘くなかった」

「病気だと味覚が狂くるっちゃうときがあるんだよね」

　ロザリンドは空からになった器をシンシアに渡し、ウィリアムに掛かけ布ぶ団とんをかけた。

「旦那様、もう寝ていいよ」

「しかし……」

「ずっと傍にいるから。安心して？」

　病気のときは一人だと不安になるものだ。

　ロザリンドが安心させるように頭を撫なでると、ウィリアムは数分と経たたずに眠ねむりに落ちてしまう。

「奥様、後は私どもが……」

「わたしが旦那様を見るよ、オルトン。大丈夫、徹てつ夜やには慣れているから。後で冷たい水とタオルを持ってきて」

「かしこまりました」

　オルトンはシンシアを連れて退室した。

　ロザリンドは、辛そうに息を上げているウィリアムの手を、起こさないようにそっと握った。

「頑張って、旦那様」

　ロザリンドは祈いのるように呟いた────







　ウィリアムの額に冷たいタオルを置いたり、体調確認を小まめにしていると、あっという間に朝になった。

　ウィリアムの熱はすっかり下がり、呼吸も安定している。もう安心だろう。

　ロザリンドはウィリアムの書しよ棚だなから本を一冊借りて読み始めた。

「……ロザリンド？　どうしてここに」

「旦那様。体調はどう？」

　本をパタンッと閉じ、ロザリンドはウィリアムの額に自分の額をくっつけた。

「な、なななな……！」

「熱はない。よかった。あ、本を勝手に借りちゃった」

「それは、構わないが……ロザリンド、もしかして一晩中ここに？」

「言ったでしょう。ずっと傍にいるって」

　ロザリンドがそう言うと、ウィリアムの顔が瞬またたく間まに紅潮する。

　熱がまたぶり返したのかもしれない。

　ウィリアムはのっそりと起き上がった。しかし、彼は俯うつむいている。

「……か」

「か？」

「乾かん布ぷ摩ま擦さつしてくるぞぉぉおおおおお!!」

　ウィリアムはベッドから飛び上がり、駆けだした。

　そして、あっという間にロザリンドの視界から姿を消してしまう。

　ロザリンドは驚おどろきで目をぱちくりとさせ、状じよう況きようを認にん識しきすると慌あわてた様子で叫さけぶ。

「や、病やみ上あがりに乾布摩擦はいけません!!　だ、誰だれか止めて！　旦那様がご乱心！」




　結局オルトンによって捕ほ獲かくされたウィリアムは、一日中ベッドの上で拘こう束そくされることになるのだった。
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　ロザリンドの献けん身しん的てきな看病と、オルトンの監かん視しにより完全回復したウィリアムは、再び王太子執務室に来ていた。

　ウィリアムが休んでいる間、軍内部ではオーレリアの報復を恐れた軍人たちがキビキビと働いていたため、特に大きな問題は起こらなかった。皆がさぼりがちの書類仕事も率そつ先せんして行う勤勉さである。

　おかげで、提出期限の一週間前に書類をオーレリアに渡すことができた。これで汚お名めい返上できただろう。

「……はぁ」

　ウィリアムは切なげに艶つやのある溜息を漏もらした。

　それを聞いたオーレリアは、不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆを上げ、机をバンッと叩いて立ち上がる。

「何度も何度も何度も何度も……溜息がうるさいんですの！　周りを苛いら立だたせるのは止めてくださるかしら？　鬱うつ陶とうしいんですわ！」

「まあまあ、オーレリア落ち着いて」

　ジェイラスが宥なだめると、オーレリアは渋しぶ々しぶ、椅子に座り直した。

「それで、ウィリアム。いったい、何に悩んでいるんだい？」

「…………ロザリンドが可愛すぎて辛い」

　ウィリアムは両手で顔を覆おおって呟いた。

　ジェイラスとオーレリアは、揃そろってウィリアムから目をそらした。

「気持ちが悪いですわ！　鏡を見てから出直してきなさいな！」

「そうだね。目が潰れるかと思った……おうぇっ」

「毎日、求婚劇を繰くり広ひろげるお前たちには言われたくないぞ！」

　本当に失礼な奴やつらだ。

「で？　そんな状態になるってことは、ウィリアムはロザリンド嬢に告白したんだよね？」

「うっ！」

　ジェイラスはウィリアムの痛いところを突いてきた。

　ウィリアムはロザリンドに聖女本人かどうか直接聞いていない。

　話そうとしても、言葉が出てこないのだ。ウィリアムはロザリンドに看病されながら、ひたすら悶もだえていた。目を合わせると顔が赤くなってしまうし、それが恥はずかしくて、看病してくれている彼女に素っ気ない態度を取ってしまう。

（……これは、危うい状況なのではないか？　このままでは、ロザリンドに嫌きらわれてしまうぞ！）

　今更、事の重大さに気づいたウィリアムだった。

「……この様子ですと、ロザリンド様の前でヘタレを存分に発揮しているようですわ」

「うわぁ……昔はいろんな女性に『一緒に夜を過ごさないか？』とか言っていたのにね。本命には、こんな情けないんだ」

「あの頃は毎朝、違う香こう水すいを漂ただよわせていましたよね。底辺の屑野郎でしたわ。……千切れてしまえばよかったのに」

　オーレリアはウィリアムの下半身を蔑さげすんだ視線で一いち瞥べつすると、軽けい蔑べつを隠さずに吐き捨てた。

　どこがとは言わなかったが、ウィリアムはオーレリアの意い図とを知り、身を縮ちぢめる。

（ち、千切られるのは御ご免めんだ！）

「いや、その……彼女たちとは恋人ではなかったし、後あと腐くされのない関係だった！　ロザリンドに出会ってからは、彼女一筋だ！」

　ウィリアムは必死に言い訳するが、オーレリアの目は冷たいまま。ウィリアムの背に冷や汗が伝う。

　本当に千切られてしまうのではないか。

　ウィリアムはオーレリアの日頃の行いから、完全に否定できないことを恐ろしく思った。

「口ではなんとでも言えますの。行動で示してくださる？　ロザリンド様を幸せにしないと許しませんので、肝きもに銘めいじておきなさいな」

「わ、分かった！」

　オーレリアは満足そうに頷くと、ドサッと辞書数冊分の厚みがある紙束を机に置いた。それを見たウィリアムの口元は盛大に引きつる。

　嫌な予感しかしない。

「では手始めに、この書類を国務省に提出してきてくださる？　貴方が一気にまとめて提出してくるので、軍の書類だけこんなに溜たまってしまいましたわ。……仕事のできる男はいい男だと思いますの。ねえ、ウィリアム？」

「……承うけたまわった」

　軍務大臣を顎あごでこき使うとは、末すえ恐おそろしい王太子補佐官殿どのだ。

　ウィリアムは逆らう気も起きず、粛しゆく々しゆくとオーレリアに従う。

「あ、ついでに貴族と商人に開放されているカフェで、持ち帰り用のサンドウィッチを買ってきてよ。僕とオーレリアの二人分ね。一つはトマト抜ぬきで」

「ジェイラス、それは……」

　話の流れに便乗しようとするジェイラスを、ウィリアムは窘たしなめようとする。

　しかし、オーレリアは満面の笑み──ただし背後に吹雪ふぶきが見える──で、コツコツと指で机を叩く。無言の圧力を感じた。

「たまにはいいことを言うのですわね、ジェイラス殿下。……ほら、何をしていらっしゃるの、ウィリアム。ボサッとしていないで、さっさとお遣つかいをしてきなさいな、この駄だ犬けん」

　オーレリアは顎をしゃくり、ウィリアムの退室を促す。

　ウィリアムは俯きながら、書類を手に取った。

「……はい」

「そこはワンッじゃないのかい？」

　悪ノリするジェイラスを窘める気力も起きず、ウィリアムは朝日を背に笑ったロザリンドを思い出しながら、国務省へ書類を運ぶのであった────




「……はぁ」
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　ロザリンドは今日何度目か分からない溜息を吐いた。

　自室のロッキングチェアに腰を下ろし、窓まど越ごしに晴天を眺ながめていたが、一向に気持ちは晴れない。ロザリンドの心を乱すのは、たった一人の男性だった。

「……旦那様」

　小さく呟くと、胸がキュッと締めつけられるように痛む。

　ロザリンドはヴァレンタイン侯爵家に来てから……いや、ウィリアムと出会ってから、時折、この痛みに悩まされていた。

　ロザリンドは研究者気質だ。疑問は自分が納得いくまで追求する癖くせがある。

　だから、痛みの原因は調べがついていた。

（……わたしが恋をするなんて、思わなかった）

　答えはウィリアムの書棚にあった娯ご楽らく小説に書かれていた。

　特定の人物を見て胸が苦しくなり、その人の一挙手一投足が気になり、ちょっとした言動で自分の気持ちが浮き沈みするのは恋である……と、名のない酒場の看かん板ばん娘むすめが作中で言っていたのだ。

「馬鹿で不毛な、わたし」

　愚おろかな初恋に、ロザリンドは乾かわいた笑いを漏らす。

　ウィリアムには、愛している人がいる。その少女は既に高みへと昇のぼり、ロザリンドには手出しできない地位をウィリアムの心の中に築いている。だから……ウィリアムが、ロザリンドの求めている感情を返してくれることはないだろう。

（最近、旦那様はわたしと目も合わせようとしないし。やっぱり嫌われちゃった……？）

　今はウィリアムの妻の地位にいるが、それもいずれは離り縁えんされてしまうのではないか、とロザリンドは思った。

　そのとき、自分は耐たえられるだろうか。

　みっともなく喚き散らしてしまうんじゃないか、最後に徹底的に嫌われてしまうんじゃないかと思うと気が気でない。

（……旦那様に秘密があるのに、図ずう々ずうしいね、わたしは……）

　ロザリンドはそっと眼鏡の縁ふちを触さわった。

　この眼鏡は、かけがえのない思い出であり、自分を戒いましめるための枷かせだ。

　ロザリンドは身に余る大きな秘密を抱えていた。それが自分の心の内にあるだけのものだったらどんなによかっただろう。しかし残念ながら、ロザリンドの秘密は、ごく一部の人間は知っているはずだ。そしていつ、漏れ出すか分からない。

（わたしは、旦那様と結婚するべきじゃなかったんだ）

　あまりの好条件に嬉き々きとして我を忘れてしまったが、よくよく考えれば、ウィリアムのように優しい人を巻き込むべきではなかった。

（本当に……噂うわさのままの狼おおかみ侯爵だったらよかったのに）

　ウィリアムから離れるべきだと、頭では分かっている。しかし、ロザリンドの心はウィリアムを離したくないと子どものように駄だ々だをこねているのだ。

　ロザリンドはウィリアムが好きで好きでたまらない。加減しながら触れてくる無骨な手も、常に険しい眉み間けんの皺しわも、心に染しみ込むような甘い優しさも……すべてが愛いとしい。

「奥様、いかがなさいましたか？」

「体調が優すぐれないんですか？　もしかして、旦那様の風邪が移ったとか!?」

　部屋の中にはいつの間にかオルトンとシンシアがいた。

　彼らがノックをしないというのはあり得ないので、ロザリンドが思考に耽ふけるあまり、気づかなかったのだろう。

「別に……なんでもない」

「ですが、胸を押さえていらっしゃいますし……」

　シンシアの言葉にロザリンドはハッと驚いた。

　さすがに恋をして胸が苦しいとは言えないので、笑え顔がおを貼はりつけて何事もなかったかのように振ふる舞まう。

「これは……えっと、胸が成長するような気がしたの」

「それは良いことです！　私も遅い成長期がこないかと、待ち続けていて……」

　シンシアが自分の胸を押さえつけて言った。

　ロザリンドは侍じ女じよ服越しに見えるシンシアの胸を見て、首を傾げる。

「え、シンシアの胸は標準よね？」

「いえ、これは偽にせち──な、なんでもありませぇんっ！　おほほほほ！」

　シンシアはいきなり甲かん高だかい声で笑い始めた。

　しかし、心から笑っているように見えないのは何故だろう？

「……奥様。シンシアのなけなしの名めい誉よのために、その好こう奇き心しんを今は仕し舞まってください」

「？　分かった。オルトンがそう言うのなら」

　ロザリンドは素直に頷いた。

「あ、奥様！　そちらの刺し繡しゆう、とっても上手ですね。……この中心にいるのは……黒い狼？」

　シンシアがテーブルに置いてある、刺さしかけの刺繡をのぞき込む。

　刺繡枠わくには純白のハンカチがはめられていて、黒い狼が刺繡されている。ハンカチの端はしを取り囲むように蔦つた薔ば薇らも刺繡されているが、こちらはまだ途と中ちゆうだ。

「旦那様にあげようと思って」

「それで狼ですか？」

「うん。これなら落としても、誰の物だか分かるでしょう？　名前を入れるよりかっこいい」

「いや……それはどうでしょう？　逆に渡せないというか……」

　なんだか言いづらそうにしているシンシアをロザリンドが不思議に思っていると、オルトンがくいっと眼鏡の縁を上げて、シンシアを睨んだ。

「シンシア」

「はぃぃいい！　すみません、とっても素す敵てきだと思います！」

　シンシアは何故か侍女なのに敬礼した。

　ウィリアムが軍人だから、使用人も影えい響きようを受けているのだろうか？

「本当にお上手です、奥様。誰かに習ったのですか？」

「自己流。こうやってたまにやらないと腕が落ちちゃうから。……旦那様は、わたしが縫ぬったハンカチなんてもらっても迷めい惑わくだろうけど」

「そんなことはありませんよ。旦那様は絶対にお喜びになります」

「……ありがとう。気休めでも嬉しい」

　ロザリンドが笑いかけると、オルトンは額を手で押さえた。

「……奥様。大変申し訳ありませんが、一つ、旦那様のために働いてもらえないでしょうか？」

「いいよ。何をすればいいの？」

「旦那様が忘れていったこちらの書類を届けてください。本日提出締しめ切きりのヴァレンタイン侯爵領の納税内訳書です」

（それって、とてつもなく重要なものなんじゃないかな？　旦那様ったら、大事な書類を忘れちゃって……おっちょこちょいだね）

　ロザリンドはオルトンから書類の入った大きな封ふう筒とうを受け取り、胸に抱き込んだ。

　たとえ嫌われていようとも、ウィリアムに会えることが何よりも嬉しかった。

「急がないとダメだよね。オルトン、シンシア、行ってくるね！」

「「お気をつけて、いってらっしゃいませ」」

　ロザリンドは弾はずむ足取りで屋や敷しきを出て、玄げん関かん前に駐めてあった馬車へと乗り込んだ。
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　ロザリンドが王宮に来たのは、これで二度目だ。

　しかし前回はデビュタントのときで、すぐに会場へと案内され王宮内をじっくりと見ることは叶かなわなかった。

　外観は白はく亜あの美しい宮きゆう殿でんだが、内装は赤と白を基調とした華はなやかで煌きらびやかなものだ。床は石細工のタイルが貼られていて、中央を赤の絨じゆう毯たんが一本線を引くように敷かれている。壁かべには様々な大きさの鏡がかけられていて遊び心が垣かい間ま見みえた。美術品や絵画も飾かざられていて、ロザリンドは思わず立ち止まってしまう。

（王宮って、こんなに楽しい場所なんだね。……いけない。早く旦那様に書類を届けないと！）

　ロザリンドは気を引き締めると、ウィリアムに恥はじをかかせないため、優ゆう雅がさを意識して歩き始める。

　元々、幼い頃は貴族教育を受けてきたし、学院でもマナーの授業があったため、ロザリンドの歩き姿は貴族夫人として申し分のないものだ。

　すれ違う人々がロザリンドを見て一いつ瞬しゆん、戸と惑まどいの表情を見せるが、それは大方この眼鏡が原因だろう。これは特別製だ。見る人が見れば価値が分かるはずだ。

（やっぱり、貴族は目め利ききが多いね）

　ロザリンドは内心で感心しつつ、城勤めの文官たちとすれ違いながら、王太子執務室に向かう。

　そこにウィリアムがいると貴族用の案内所で言われたのだ。

　軍務大臣の妻だからか、ロザリンドの入城手続きは早々に終了し、王太子執務室へ直接行く許可が下りた。

　正直、ジェイラス王太子に会うのは緊張する。たとえお飾りの妻だとしても、失礼のない対応をしなければ。

「あら？　ロザリンドじゃない。どうしてここに？」

「クリスティーナ？」

　振り向くとそこには、エレアノーラ国学院で腐くされ縁えんだったクリスティーナ・ゴートン男だん爵しやく令嬢がいた。

　王宮で彼女と会うとは思っていなかったので、ロザリンドは驚きに目を見張る。

「ふふっ。わたくしがここにいるのにびっくりしたの？」

「うん。だって王宮に来たのはデビュタント以来だし。偶ぐう然ぜんってすごいね」

　そう言うとクリスティーナは深い溜息を吐き、呆れた目でロザリンドを見た。

「あのねぇ。貴族なら、王宮に来るのは珍しくないのよ。貴族関係の書類は、本人かその家の本家筋が国務省に提出しなくてはならないって決まりがあるの。それに開放された社交場だってあるし、王宮に縁えんのない貴族の方が珍しいわ」

「知らなかった」

「まあ、ロザリンドは冷れい遇ぐうされていたから知らないのも当然よね。……そういえば、あのヴァレンタイン侯爵と結婚してからどうなの？　式を挙げる連れん絡らくもないし、心配してたのよ。嫌なことされていない？　手紙ぐらい送りなさいよ」

　クリスティーナが気き遣づかうように言った。

　ロザリンドは暗い話になるのも嫌だったので、努めて明るく、素直な感謝の気持ちを言葉にのせる。

「旦那様はよくしてくれてるよ。優しいし、わたしのことを尊重してくれるし、とっても頼たよりになる人なの。だから、わたしは幸せ……だと、思う。クリスティーナの方はどうなの？　ちゃんと卒業できそう？」

「男爵令嬢としての仕事もあるけど、計画的に単位を取っていたから大丈夫よ。ロザリンドに心配されるほどではないわ。安心して。……それにしても、ロザリンドが幸せそうで良かったわ。ずっと苦労してきたものね」

　クリスティーナは微笑むと、ロザリンドとは別の方向へ歩き出す。

「じゃあ、わたくしは国務省に用があるから」

「うん。じゃあまた」

　貴族夫人らしく嫋たおやかな動作でクリスティーナに手を振り、ロザリンドも王太子執務室へと続く、別の通路へと歩き出した。
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　王太子執務室の扉の前には、屈くつ強きような軍人たちが控えていた。

　しかしウィリアムで軍人に慣れていたロザリンドは、臆おくすることなく背筋を伸ばし、凜りん然ぜんとした姿勢で騎士に声をかける。

「ウィリアム・ヴァレンタイン軍務大臣の妻、ロザリンドです」

「はい、連絡は受けております。ジェイラス殿下からも、すぐにお通しするようにと仰おおせつかっております。今、扉を開けますので──」

　ロザリンドが声をかけたのとは別の軍人が扉を開いた。

　そしてそこには────

「ああ、オーレリア！　君の高潔な精神と女め神がみのように可か憐れんな姿はとても美しい。結婚してくれ。そしてこの、君の瞳と同じ色に輝くサファイアの指輪をつけておくれ！」

　真っ昼間から求婚中のジェイラス王太子がいた。

（……どう考えても、お邪じや魔まだよね）

　ジェイラスは跪き、両手で指輪の箱を求婚相手の女性へと差し出している。ジェイラスの頰ほおは紅色に染まり、うっとりした表情をしていた。

　しかし、当の女性は、忌いま々いましげにジェイラスを見下ろしている。

「嫌。大体、貴方が懲こりずに送りつけてくるプレゼントは、国民の血税から賄まかなわれていますのよ。そこのところ分かってます？」

「これは必要経費だ！」

　ロザリンドの隣にいる軍人たちが無言で何度も頷いている。

「返品してこないと、わたくしはジェイラス殿下の存在を一生無視しますわよ？」

「それは困るな。今日のところは僕が引こう」

　渋々といった様子で、ジェイラスは指輪の箱を懐ふところに仕舞った。

「あの……お邪魔のようですから、出直しますね。失礼いたしました」

　ロザリンドは失恋した男性を慰なぐさめる手て管くだは持っていない。

　そっと扉を閉めようとすると、漸ようやくジェイラスたちはロザリンドの存在に気づいたようだった。そして慌てて、駆け寄ってくる。

「本物のロザリンド嬢だ！　待っていたよ」

　ジェイラスはロザリンドを紳士的にエスコートし、応接のソファーに座らせた。

「お久しぶりです、ジェイラス王太子殿下。三年ほど前の王家主しゆ催さいの夜会でご挨あい拶さつさせていただきました」

　デビュタントのときに、大勢の貴族の中の一人として挨あい拶さつをした。

　覚えていないだろうと思っていたが、ジェイラスの記き憶おく力は良いらしく、一度しか会っていないロザリンドのことすらも覚えているようだ。

「そうだね。あのときは、ロザリンド嬢が僕にとってこんなに近しい存在になるとは思わなかったよ」

「近しい存在……？」

　ロザリンドが首を傾げると、ジェイラスはポンッと手を打った。

「ウィリアムは言ってないんだね。僕はウィリアムの幼馴染みなんだよ。それと、オーレリアもね」

「初めまして、ロザリンド様。オーレリア・スペンサー王太子補佐官ですわ。わたくし、とてもお会いしたかったですわ。面倒な男たちばかりですが、これからどうぞよろしくお願いいたします」

　オーレリアは先ほどの冷れい淡たんな表情から一転して、花が綻ぶような慈じ愛あいの笑みを浮かべた。

　その後ろでジェイラスが悶えているが、話題にしない方がよい気がしたのでロザリンドは無視して、オーレリアへ軽く頭を下げた。

「初めまして、オーレリア様。ロザリンド……です。こちらこそよろしくお願いいたします。先日はお手紙をありがとうございました。おかげで、苦しむ旦那様を素す早ばやく処置することができました」

　ロザリンドは『ヴァレンタイン』の姓せいを名乗ることを躊ちゆう躇ちよしてしまう。

　所しよ詮せん、自分はお飾りの妻だ。

　ウィリアムが見限りかけているほどの出で来き損そこない。それなのに自分から去ることもできない、ずる賢がしこくて未練がましい悪女だ。

「お役に立てたのならば良かったですわ」

　オーレリアは自ら用意した茶器をテーブルに置くと、ジェイラスの隣に腰掛けた。

　ロザリンドは彼らと向かい合うかたちだ。

「あの、こちらに旦那様がいらっしゃると聞いて来たのですけど……」

　そう言ってロザリンドは封筒を持つ手に力を入れた。

「ウィリアムねぇ。ちょーっと時間がかかる仕事を与えちゃったんだよ」

「そうなんですか。旦那様が忘れていった、ヴァレンタイン侯爵家の書類を持ってきたのですけど……」

「それはもしや、今日締め切りの納税内訳書ではありませんか？」

　オーレリアはカップに紅茶を注そそぎながら、訝いぶかしげにロザリンドに問いかけた。

「はい」

「……本当に学習能力のない駄犬ですわね」

　オーレリアが小さく呟いたが、ロザリンドにはよく聞こえなかった。

　もう一度言って欲ほしいとロザリンドがオーレリアに言おうとすると、焦あせった様子のジェイラスが割り込んできた。

「ほ、ほら！　提出先は国務省だけど、書類を見るのはオーレリアだからね。直接、オーレリアに渡してしまいなよ、ロザリンド嬢！　大丈夫、僕が許可するから」

　王太子にここまで言われてしまったら、断ることはできない。

　ロザリンドを気遣ってのことだろう。

（でも、渡したら旦那様に会えないよね。ちょっと……寂さびしい）

　結局ロザリンドはオーレリアに封筒を渡した。

　オーレリアは軽く中身を確認すると、安心させるようにロザリンドに微笑む。

「確かに受け取りましたわ。今、ウィリアム宛に、わたくしが受け取ったことを証明する手紙を書きますね。少々お待ちくださいませ」

　そう言ってオーレリアは立ち上がり、端に置かれた机に向かった。

　ロザリンドは折角なので、オーレリア手ずから淹れてくれた紅茶に口をつける。爽さわやかな香かおりが鼻び腔こうをくすぐった。

「……おいしい」

「口に合ったようでよかったよ。オーレリアの紅茶は世界一だからね！」

　ジェイラスは手を両頰に添そえながら、ロザリンドを真っ直ぐに見てきた。

　ロザリンドはじっくりと観察されているような、居い心地ごこちの悪さを感じる。

「あの、何かおかしいところでも？」

　ジェイラスの視線に耐えかね、ロザリンドは問いかけた。

「んー？　すごい眼鏡だなと思って。そのレンズ透すけてないけど、ちゃんと見えるの？」

「見えます。腕のいい硝子職人が偶然作り出した、この世に一つだけの貴重な逸いつ品ぴんです」

「珍ちん品ぴんの間違いじゃないかなぁ」

　ジェイラスの呟きにロザリンドは同意するように頷いた。

「確かに、珍品の方が希少さが表れていますね。さすがはジェイラス王太子殿下です」

「僕、そんな褒ほめられ方したのは初めてだ。あははっ、ロザリンド嬢は思っていた通りに楽しい人だね」

「お褒めいただき光栄です？」

　突とつ然ぜんジェイラスが大笑いしたが、機嫌を損ねた訳ではなさそうなので、ロザリンドは喜んでおいた。

「ロザリンド嬢は、いい意味で貴族の女性らしくないね。君がウィリアムの妻になってくれてよかったよ」

「……本当に、そうでしょうか？」

　ウィリアムの妻なら、ロザリンドよりも高位の令嬢や美しい淑女の方が相応しく思える。

　ロザリンドは自分で言うのもなんだが、かなりの悪女だ。

　優しくて強くて地位も名誉もあるウィリアムの隣に立つことは、許されないことのような気がした。

「ねえ、ロザリンド嬢。君はウィリアムのことをどう思っているの？　正直に言っていいよ。ヘタレとか、顔面凶きよう器きとか言っても怒らないから」

「ヘタレ……？　旦那様は心根が優しくて……でも、とっても身も心も強く、皆に慕したわれる素晴らしい人です。お顔も、少々凶悪ですが、わたしは凜り々りしくて素敵だと思っています」

　ロザリンドがそう言うと、何故かジェイラスは口をポカンと開けている。

「お、驚いた。君は本当に聖女だね」

「わたしは聖女だなんて、たいそうな人間ではありません」

　ロザリンドは、自分はもっと俗ぞく物ぶつだと理解している。

　聖女だなんて、名乗るのもおこがましい。

　しかし、ジェイラスはロザリンドのことを見当違いに高く評価してくれたらしく、目をぱちくりとさせた。

「何を言っているんだい？　ありのままのウィリアムを受け入れてくれる女性なんて、ロザリンド嬢以外にいないよ。さすがは母上──女王陛下が執とりなした縁えん談だんだけある」

「……女王陛下が？」

　ロザリンドは動どう揺ようした表情を悟さとられないように顔を引き締めた。

（女王陛下が旦那様との結婚に関わっていたなんて……そんなの、聞いていないよ！）

　確かにこの結婚は最初からおかしかった。

　セルザード伯はく爵しやく家けは、これといった特とく徴ちようのない、ありふれた貴族家だ。

　それなのに、格上のヴァレンタイン侯爵家に娘むすめを送り込める訳がない。まして、ウィリアムがロザリンドを望んでいた訳ではないのだ。もちろん、ロザリンドは女王陛下と面識などない。

（……もしかして、女王陛下はわたしの秘密を知っている？）

　あり得ないことではない。むしろ、執しつ政せい者しやとしてなら、ロザリンドに目をつけるのも当然のことだ。

　そうなると、ウィリアムはロザリンドのために犠ぎ牲せいになったことになる。

　手に持ったカップが小さく震え、中の紅茶が波打つ。

「貴族令嬢なのに、戦地で医療活動をしていたんだってね。将来的には薬くす師しを専門とするのかい？」

「そのつもりです。生しよう涯がいをかけて作りたいものがありますから」

　ロザリンドは平静を保つのに必死だった。

　ジェイラスの言葉の一つ一つに注意し、慎しん重ちように言葉を返す。

（ジェイラス王太子は、わたしのことを知っているの？　……ということは、旦那様も？）

「ロザリンド嬢の作りたいものってなんだい？　興味あるな」

　ロザリンドは腹をくくることにした。

　ジェイラスが何を考えているのか分からないが、ロザリンドは正確に現状を知る必要がある。

　もしも彼がロザリンドの秘密を知り、悪用しようとするなら、ロザリンドは自ら命を絶たつ覚かく悟ごも持ち合わせていた。




「死の霊れい薬やくです」




　ロザリンドの言葉をジェイラスは訝しんだ。

　だが、ロザリンドは気にせず続ける。




「ジェイラス王太子殿下。一番大切な人を犠牲にして多くの人々を救うか、助けを求めるすべての人を犠牲にして、一番大切な人と共に死ぬか。……もしも選せん択たくできるなら、殿下はどちらを選びますか？」




「それはどういう意味かな、ロザリンド嬢」

　ジェイラスは、人の好よさそうな笑みを浮かべながら言った。

　しかし、ロザリンドを警けい戒かいしているのだろう。彼の目は笑っていない。

「すみません。特に意味はありませんでした」

　噓だ。意味なら大いにあった。

　ジェイラスの反応から、彼とウィリアムがロザリンドの秘密を知らないことが分かったのだから。

（でも、失ったものも多いよね。……信用とか）

　明らかな含ふくみを持たせたロザリンドの質問に、ジェイラスのロザリンドに対する心証は大きく下降しただろう。そして悪い意味で興味を持ち、ロザリンドの過去を詳くわしく調べるかもしれない。

　しかし、ロザリンドはそのことに不安はない。遅かれ早かれ、彼は次期王として、ロザリンドの過あやまちを知ることになるだろうから。

「少しは大きく構えられないのかしら。王太子の風格なんて微み塵じんも感じられませんわ」

　そう言って、ウィリアム宛の手紙を書き終えたオーレリアが、ジェイラスを睨みつけた。

「酷いなぁ、オーレリア。僕が賢けん王おうの器じゃないことは君が一番よく知っているじゃないか」

　睨みつけられているはずなのに、ジェイラスは目を細め愛しそうにオーレリアを見つめている。

　オーレリアは煩わずらわしそうに鼻を鳴らすと、腕を組み、ジェイラスから目をそらした。

「たとえそうでも、愚ぐ王おうになることは許しませんわ。まあ、そうなる前に根こん性じようをメッタメタに叩き直してさしあげますけど。……抵てい抗こう力りよくのないボロ雑ぞう巾きんになるまで」

「ずっと傍で僕の心に寄り添ってくれるんだね、オーレリア！　僕の一生を支えるために結婚してくれ！」

　ロザリンドは、ふたりの会話についていけない。

（どうして今の流れで求婚したんだろう……？）

　ロザリンドは自分の知識不足に歯がみする。

　人間関係は複雑だ。基本的に引きこもり気質のロザリンドには、人の心の機き微びは理解しがたい。

「嫌。勝手に一人で朽くち果はててくださる？　……まあ、ジェイラス殿下のことは放っておいて」

　オーレリアはゴミを見るような目でジェイラスを見た後、軽く咳せき払ばらいして、ロザリンドに歩み寄る。

　そしてウィリアム宛の手紙をロザリンドに手渡した。

「ウィリアムは、わたくしたちにとって幼馴染みであり、本心から我わが儘ままを言える兄ですわ」

「……ごめんなさい。わたしなんかが妻になって」

　次いで「離縁しますから許してください」という言葉は、ロザリンドの口から出ることはなかった。

　彼らの大切な人であるウィリアムを、ロザリンドは望まない結婚というかたちで縛しばりつけ、現在進行形で危険に晒さらしている。

（それなのに……わたしが心を痛めるなんて、勝手すぎる）

　ロザリンドはきゅっと下した唇くちびるを嚙かみしめ、俯いた。

　オーレリアは、そんなロザリンドの前まえ髪がみを優しい動作で梳すいていく。

「ウィリアムは大事な人をたくさん失ってきましたわ。家族を、友人を、同どう僚りようを……愛する少女を。だから、ウィリアムには幸せになって欲ほしいんですの。わたくしは、ロザリンド様が、失ってばかりだったウィリアムの妻になってくださったことを、本当に感謝していますわ」

　とてもやわらかな声だった。

　オーレリアは本当にウィリアムとロザリンドの結婚を祝福してくれている。

　しかし、ロザリンドの心は罪悪感でいっぱいだった。

「わたしは……旦那様に相応しくありません。とても大きな隠し事があります」

「誰にだって秘密はありますわ。ウィリアムだって、ロザリンド様に隠していることがありますもの。……ねえ、ロザリンド様。わたくしは結婚していませんから、説得力に欠けると思いますけど、夫婦は話し合うことが大切だと思いますのよ」

「その……旦那様の書類は渡しましたし、今日はもう失礼します」




　ロザリンドは頼りない足取りで逃にげるように王太子執務室を出ると、オーレリアの言葉を何度も心の中で反はん芻すうした。




　──ウィリアムにすべてを話すべきか、それとも隠すべきか。




　いくら考えてもロザリンドの中で答えは出ない。

　ウィリアムは夫としてロザリンドのことを知る権利がある。

　しかし、ロザリンドに好意を持っていない彼に話すことは、ファリスとの約束に反する。そして離縁することになるのなら、話さないことが最善だと思い、ロザリンドの心は燻くすぶっていた。

（……もっとよく考えよう）

　当てもなく王宮内を歩いていたロザリンドはやがて、華やかで活気のある場所へ出た。

　鮮あざやかな花が咲さく庭園の脇にテーブルセットがいくつも置かれていて、紳士淑女が紅茶やコーヒー、軽食などを楽しんでいる。よく見ると、給きゆう仕じの者たちが忙せわしなく動いていた。

　ロザリンドは近くのテーブルに座っていた老紳士たちの会話に耳をそばだてる。

「いやはや、王宮のカフェで飲む紅茶は格別ですな」

「一いつ介かいの商人である私たちも貴族になれたような気分になりますね」

（そっか、ここは一いつ般ぱん開放されている社交場なんだ）

　許可を得た者たちだけが楽しめる場所なのだろうが、平民が王宮でくつろいでいるなんて、この辺りの国々ではフランレシア王国だけだろう。

　女王は型破りな実力主義だ。

　政治においても優秀な平民を登とう用ようし、結果を出す者には積極的に叙じよ爵しやくしている。貴き賤せんを問わず入学できる学院の創設など、女王の破は天てん荒こうな政策は有名だ。おそらく、このカフェも彼女が立案した場所なのだろう。

（ちょっと、休んでいこうかな）

　おいしいコーヒーでも飲めばいい案が浮かんでくるんじゃないか。

　そう思ったロザリンドは近くを通りかかったウェイターに声をかける。

「コーヒーが飲みたいんですけど」

「かしこまりました。お席にご案内します」

　先導するウェイターの後ろを、ロザリンドは花を見ながら、ひょこひょことついていく。

（あの花、見たことない。薬の材料になるかな？　効能とか調べたい！　譲ゆずってもらえないかな……？）

　ロザリンドが花を手に入れる算段をしていると、ガシャンと茶器が床に落ちて割れる音が聞こえた。

　何事かと振り返ると、ロザリンドのすぐ後ろのテーブルで、でっぷりと肥え太った男が憤ふん怒ぬの表情を湛たたえていた。

「いやはや、女王陛下のお膝ひざ元もとでこんなものを飲まされるとは。恐れ入ったぞ？」

「も、申し訳ありません」

　給仕をしていたらしいウェイトレスが、今にも倒れそうなぐらい真っ青な顔をして謝罪した。

（何があったんだろう？）

　不ふ審しんに思っていると、ロザリンドを案内していたウェイターが「申し訳ありません、少々お待ちを」と言ってどこかへ駆けだした。

　大方、責任者を呼びに行ったのだろう。

「エクランド伯爵位を持つ私に毒を盛るとは……末恐ろしい娘だ」

「毒!?　そ、そんなもの入れていません！」

　ウェイトレスは目を見開き必死に言ったが、男──エクランド伯爵は鼻で笑うだけだった。

「白々しい。こんな黒みを帯びた紅茶が存在するか？」

　敷しき石いしの上に茶器と一緒に飛び散る紅茶は、紫むらさきに近い黒色だった。

　その不自然な色にロザリンドは首を傾げる。明らかに紅茶から出る色ではない。

「わ、わたしがお持ちしたときは、確かに綺き麗れいな赤茶色で……」

「下げ女じよ風ふ情ぜいが口答えをするな！」

　再びガシャンと音が鳴り、今度はサンドウィッチがのせられていた皿が敷石へと叩きつけられた。

　ウェイトレスはエクランド伯爵の言動に怯おびえ、ガタガタと震えながら眉まゆ尻じりから涙をこぼす。

　それを見た伯爵は下げ卑びた笑みを浮かべると、ウェイトレスの腕を摑つかみ上げた。

「毒々しい色に、強きよう烈れつな苦みの紅茶。いったい、どんな物を私は盛られたのやら。……ああ、分かったぞ。貴様、ベルニーニの死し灰はい毒どくを私に盛ったのだろう？　万ばん死しに値あたいするな」

「そ、んなの、しらな……」

　痛みと恐きよう怖ふに震えるウェイトレスを助ける者はいない。皆、目をそらし、見て見ぬフリをしていた。

　エクランド伯爵に意見できるほどの身分の者がいないのだろう。

（本当に身分制度って面倒くさい）

　いくら女王が実力主義でも、古くから根づいている身分制度は、しっかりとフランレシアで機能している。

　ウェイトレスを助けようとしても、彼女と一緒に処しよ罰ばつされる可能性の方が高い。

　仮に彼女を助けられたとしても、エクランド伯爵のお咎とがめは最小限で、その後ずっと彼に目をつけられることになる。だから、エクランド伯爵より身分の低い彼らが見て見ぬフリをするのも、無理はなかった。

　しかし、ロザリンドの心にふつふつと怒いかりが増していく。

「こんな場所で給仕をしているのだ、ろくな生まれではなかろう？　仕方ないから、私が直じき々じきに指導してやろう。下女一人消えたところで、何も問題ないからな」

「ひぃっ」

　エクランド伯爵はウェイトレスの腰を撫で回した。

　そこが、ロザリンドの限界だった。

「な、なんだ貴様は……」

　訝しむエクランド伯爵を無視して、ロザリンドは彼の前でしゃがみ、敷石の上に散らばった茶器と紅茶を見つめた。

　比ひ較かく的てき大きな茶器の破片の上を人差し指でなぞって紅茶を掬うと、ロザリンドはそれを鼻に近づけて匂においを嗅かいだ。次いでペロリと小さな舌で舐なめ取る。

「……噓つき。これは毒じゃない」

　ロザリンドは淡たん々たんとした声で言うと、ゆっくりと立ち上がる。

　そして堂々とエクランド伯爵の前に立ちふさがった。

「毒じゃないだと……？　そんな訳あるか。どうやら貴族の娘のようだが、奇き異いな眼鏡をかけている時点で大した家柄ではないのだろう。無知な小こ娘むすめごときが出しゃばるな」

「無知？　わたしはエレアノーラ国学院の薬学科を卒業しているし、医師免許だって持っている」

「噓は大たい概がいにしろ。小娘が医師免許など取れるはずがないだろう。まあ、お前が二十代後半の行き遅おくれだというのなら、辛かろうじて信じてやってもよいが」

　エクランド伯爵は小こ馬ば鹿かにするように言った。

　ロザリンドは目を細め、レンズ越しに伯爵を観察する。

　未いまだにウェイトレスから手を離さないことから考えて、彼女が目的でこんな茶番を自ら仕組んだのだろう。

（……反へ吐どが出る）

　ロザリンドは内心でそう吐き捨てるが、できるだけ冷静な声を意識してエクランド伯爵を追おい詰つめる。

「こんな場面で噓をつくほど、わたしは馬鹿じゃない。……貴方はこの紅茶に死灰毒が盛られていると言った。それは真っ赤な噓。だって、死灰毒は無色透とう明めいだもの。こんな黒色に変色するはずがない」

「そ、そんなの、紅茶自体が黒かったからだろう！」

　エクランド伯爵は焦ったように言い返した。

「次に匂いと味だけど、死灰毒は甘ったるい匂いがする。味の方は知らないけど……あれはとても強力な毒。たった一舐めでも多大な効果を示す。わたしが五体満足なのが何よりの証拠」

「ふざけるな！」

「貴方、一舐めどころか一口飲んだのでしょう？　どうして元気なの？」

　ロザリンドは不思議そうに首を傾げるが、それはあからさまにエクランド伯爵を馬鹿にした動作だった。

「私は毒に耐たい性せいがあるのだ！　死灰毒と言ったのは間違いだったのかもしれないが、このウェイトレスが毒を盛ったのは事実だろう！」

「うあっ」

　エクランド伯爵はウェイトレスを振り払った。

　ウェイトレスは勢い余ってビタンッと敷石の上に転がる。

「それも噓。わたしはその紅茶の匂いと味に心当たりがある。フランレシア王国の北に一年を通して生息するメザン草。乾かん燥そうさせて粉末にすると、紫し黒こく色いろになる。そして、粉末は非常に水に溶とけやすい。薬学的効果は期待できないけど」

　そこまで言うと、エクランド伯爵は耳まで赤く染め、ロザリンドを憎にく々にくしげに睨みつける。

　しかし、次に目を向けたのは、敷石の上に転がるウェイトレスだった。

「お前如ごときのせいで……！」

　怒りに震えるエクランド伯爵は、立てかけてあった杖つえを握りしめ、それをウェイトレスに振り下ろそうとした。

　貴族のロザリンドを殴なぐれば、どんな醜しゆう聞ぶんになるか分からない。

　だから八つ当たりにウェイトレスを殴りつけようと思ったのだろう。エクランド伯爵のような小者が考えそうなことだ。

　彼の振り上げた杖は上等な代しろ物もので、杖先は鉄で覆われている。

　それが男の力で振り下ろされるのだ。下手をすれば死んでしまう。

「危ない！」

　ロザリンドは咄嗟にウェイトレスへと覆おおい被かぶさった。







　衝しよう撃げきを覚悟して目を瞑るが、ロザリンドは一向に痛みを感じない。

　恐る恐る目を開けると、エクランド伯爵の杖を片手で摑んでいる男の後ろ姿が見えた。それはロザリンドがよく知る姿だ。

「……だん、な、さま……？」
















「ロザリンド、立ち上がれるか？」

「は、はい」

　困こん惑わくするロザリンドだったが、ウィリアムの指示通りに立ち上がる。

　そして未だに震えて恐きよう慌こう状態に陥おちいっているウェイトレスを椅子に座らせた。

「エクランド伯爵。これはいったいどういうことだろうか？　私の妻を殴ろうとしていたように見えたのだが」

「つ、妻!?　決してそのような……私はただ、教育の行き届いていない下女に仕置きしようとしただけですぞ。それを、貴き殿でんの奥おく方がたが勝手に……」

「これだけ大勢に見られていて、噓をつくのは見苦しい。それに私の妻は、黄金の錬れん金きん術じゆつ師しの愛まな弟で子し。見解は説得力のあるものだと思うが？」

　ウィリアムの声は怒りに満ちていた。

　エクランド伯爵はその怒りに気け圧おされ、先ほどまでの威い勢せいの良さはなりを潜ひそめている。

「女王陛下が作り出した憩いこいの場で、毒を盛られたと騒ぎを起こすなど、貴族の考えることだとは到とう底てい思えない。今回のことは上に報告させてもらう。……エクランド伯爵は他にも色々とやっているようだ。それらもまとめて、最終的に沙さ汰たが下りるだろう」

「……そんな訳が」

　エクランド伯爵は憔しよう悴すいしきった顔で敷石の上に膝をついた。

　ウィリアムは杖をへし折ると、その残ざん骸がいを伯爵の前にバラバラと落としていく。

　そして一際鋭するどい眼光でエクランド伯爵を一瞥すると、近くに佇たたずんでいた軍服の青年へと声をかける。

「後のことは任せた。私は少し外す」

「了解っす！」

　ウィリアムは厳しい表情のまま、ロザリンドの元へ近づく。

　そしてロザリンドの腕を摑むと、そのまま有無を言わせず歩き出した。

「旦那様！」

「……」

　ロザリンドが声をかけるが、ウィリアムは無言のまま。そしてしばらく歩き続けると、小さな部屋へとロザリンドは連れてこられた。

　長テーブルと椅子が置かれているだけの簡素な部屋だ。

「……ここは？」

「小会議室だ。仕官している者が自由に使用することができる」

　ロザリンドはウィリアムに助けてくれたお礼を言おうとする。

　だが彼がロザリンドの肩を摑んで詰め寄ったことに驚き、言葉を吞のみ込こんでしまった。

「何故、あんな危険なことをした。ロザリンド」

「危険なこと……？」

「そんなことも分からないのか！」

　ウィリアムの語気が強くなり、彼の手に力が籠こもる。

　僅かに骨が軋きしみ痛んだが、ロザリンドは無表情のままウィリアムを見つめる。

「そんなことって何？　わたしが出て行かなければ、ウェイトレスは酷い目に遭わされていたはず」

「だが、他にやり方はあったはずだ！　近くの軍人に知らせるなり……」

「都合良くエクランド伯爵よりも高位の軍人が近くにいるなんて思えない。希望的観測にすぎない。軍人を呼びに行っている間にウェイトレスが攫さらわれる確率の方が高い。わたしが行くべきだった」

　ついロザリンドは棘とげのある言い方をしてしまった。

　ウィリアムの左目はロザリンドを射い殺ころさんばかりに鋭さを増していく。

「それでウェイトレスの上に覆い被さったと？　自分の身も守れないくせに人を助けようとするなど、愚かな行為だ！」

「わたしが愚かだなんて分かってる！　それでも……わたしはもう、自分の目の前で誰かが傷つくのは見たくないの！　死ぬ姿なんてなおさら！」

　ロザリンドは涙を流しながら激げき昂こうした。

「どうして君は、自分を大切にしないんだ……！」

「……誰よりも愛していた師し匠しようを殺したわたしに、どれほどの価値があるというの……？」

　ロザリンドがそう言うと、ウィリアムは静止した。

　力が緩んだその隙すきに、ロザリンドはウィリアムの拘束から逃のがれた。

（……言っちゃった）

　一番知られたくなかったことを、ウィリアムに言ってしまった。

　ロザリンドは後こう悔かいの渦うずに吞まれるが、もう後あと戻もどりはできない。

「……私は君が死ぬのは嫌だ」

　優しいウィリアムの言葉は、ロザリンドの心を容赦なく抉えぐった。

　この甘さと痛みは、ウィリアムが何度もロザリンドに与えてくれたものだ。

「どうしてそんな期待させることを言うの？　わたしは所詮、お飾りの妻。それなのに真綿に包むように優しくして……本当に酷い人。わたしを好きじゃないくせに、愛されていると錯さつ覚かくさせるんだもの。どうせ捨てるんだから、わたしに優しくしないでよ！」

　ウィリアムは驚いた顔でロザリンドを見るだけだ。

　きっと、あまりの醜しゆう態たいに幻げん滅めつしたんだろう。

　当然だ。こんな醜い女、他にいない。でも、ウィリアムはとても優しい。こんな醜い女にさえ、気遣ってくれるに違いない。

（……ごめんね、旦那様。わたし、貴方に噓をつく）

　ロザリンドはグッと拳を握り、大きく深呼吸して叫ぶ。

「旦那様なんて世界で一番大っ嫌い!!」

　これでウィリアムはロザリンドを見限るはずだ。

　正しいことをしたはずなのに、ロザリンドの心はズキズキと痛み出す。

（傷ついたのは旦那様で、わたしじゃないのに……）

　ロザリンドはウィリアムの顔を見ることなく、背を向けて駆け出し、小会議室を出て行く。

　結局、ウィリアムがロザリンドの後を追うことはなかった────
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　フランレシア王国の最高学府であるエレアノーラ国学院に、弱じやつ冠かん八歳さいのセルザード伯はく爵しやく家け令れい嬢じようロザリンドが入学することになった。

　それはロザリンドの才を見み抜ぬいたセルザード伯爵の采さい配はい──ではなく、体ていのいい厄やつ介かい払ばらいだった。

　実家から侍じ女じよ一人携たずさえずに学院に来たロザリンドは学院長室で挨あい拶さつをした後、学院長に手を引かれながら廊ろう下かを歩いていた。

「どこに向かわれるのですか」

　ロザリンドは息を荒あらくしながら学院長を見上げた。

　学院長の歩ほ幅はばに合わず、小走りになるロザリンドに漸ようやく気づいた彼は慌あわてて速度を緩ゆるめる。

「ああ、ごめんね。ゆっくり歩くから。……どこに向かっていると思う？」

「質問に質問で返さないでください」

　柔にゆう和わな笑えみを浮かべる学院長に、ロザリンドは年ねん齢れいに見合わない感情のこもらない声で淡たん々たんと言った。

「入学試験満点だったロザリンド君なら分かると思って」

「……出会って一時間も経たってない相手の心を読めとおっしゃるのですか？　不可能です」

「不可能なことなどこの世にはないさ。できないのならば、できるように研究すればいい。ここはそういう場所だ。そして君の家になる」

「理解できません。わたしの所有権はセルザード伯爵家にあります。わたしが彼らに望まれているのは、人脈作りと政略結婚の駒こまとしての価値を上げること。それ以外の行動はセルザード伯爵……というよりも、継けい母ぼ様の御み心こころに反するかと」

　ロザリンドが事実だけ言うと、学院長は眉まゆ尻じりを下げた。

　それは時折、大人が自分に見せる表情だ。彼らが抱いだいている感情の名をロザリンドは知らない。

「ロザリンド君は貴族だ。だから生家に縛しばられることもあるだろう。でもね、学院は基本的に不ふ可か侵しん領域なんだよ。ここに居る間は、君を守ってあげられる」

「まも、る……？」

　ロザリンドは意味が分からなかった。

　生母は物心つく前に死に、継母には虐しいたげられ、父である伯爵は無関心。そんな中でロザリンドを守ってくれる人なんて存在しなかった。

　食事を一週間抜ぬかれたときも、謂いわれない言葉で罵ののしられたときも、継母に毒殺されかけたときも、ロザリンドはすべて自分で対処していた。

（……守るなんて噓うそばかり。本当に大人は綺き麗れい事ごとが大好きだ）

　ロザリンドのことを真しんに守ってくれる人なんて存在しない。

　血の繫つながった身内すらロザリンドを利用することしか考えていないのだ。それなのに他人が守ってくれるなんて、絵空事にしか思えない。

　学院長だって、セルザード伯爵家がロザリンドの所有権を訴うつたえれば、守ることは不可能に近い。

「……君には誤ご魔ま化かしが利きかないんだね」

　ロザリンドの心中を察したのか、学院長は苦笑いをした。

　そして暫しばしの間、無言で廊下を歩き続ける。

「着いた。ここだよ」

「ここ……ですか？」

　案内されてたどり着いたのは、強きよう烈れつな異い臭しゆう漂ただよう部屋の前だった。

　ロザリンドは耐たえきれず、無表情のまま鼻をつまんだ。

「初めての子には刺し激げきが強いかな。あっはは！」

「……笑い事ではありません」

「ロザリンド君にとって、彼が救いになることを祈いのるよ」

　学院長はノックもせずに扉とびらを開いた。

　そしてロザリンドの手を摑つかみ、そのまま室内に入る。

「この部屋は汚お染せんされています。もはや汚お物ぶつと呼べる域です」

「汚物の城の主が、ロザリンド君の生活すべてを支えてくれる人になるよ。……ファリス君、実験をやめて出てきなさい！」

　学院長が叫さけぶと、部屋の奥おくにあった、本が積み上がってできた壁かべが崩くずれ落おちた。

「うっせーぞ、学院長！　今いいところなんだから邪じや魔ますんな！」

「五秒以内にこちらに来なさい。そうしないと、この個人研究室を学院長権限で没ぼつ収しゆうするよ」

「きったねーぞ！」

　そう言って出てきたのは、十五歳ほどに見える少年だった。

　華きや奢しやで、見み目め麗うるわしい顔立ちをしているが、大きな翡ひ翠すいの瞳ひとみは不ふ機き嫌げんそうに細められ、手入れをすれば宝石のように輝かがやくであろう金茶色の髪かみはボサボサに乱れていて、色々と残念なことになっている。

「汚きたないのはファリス君の言葉と見た目だよ。いったい、何日風ふ呂ろに入ってないんだか」

「何日だっけか。えっと……」

「……思い出さなくていいよ」

　学院長は呆あきれ顔がおで言った。

「それで、学院長。そのチビはなんだ？　見たところ貴族みたいだが」

　ファリスはロザリンドを上から下まで見ると、フンッとあからさまに鼻を鳴らす。

（……この人、貴族嫌ぎらいなの？）

「ロザリンド君、挨拶して」

　ぽんっと背中を軽く叩たたかれ、ロザリンドはファリスの前に立たされる。

　彼は依い然ぜんとして不機嫌さを隠かくそうとしていない。

　ロザリンドは仕方なくドレスの裾すそを摘つまみ、淑しゆく女じよの礼を取った。

「エレアノーラ国学院に入学することになりました、ロザリンド・セルザードです。どうぞよろしくお願い申し上げます」

「よろしくなんかしねーよ。俺おれは貴族とガキが大嫌いなんだ」

「そんなこと言って、ファリス君だって子どものくせにぃー」

「俺は二十三歳の立派な大人だ!!」

　驚おどろきの事実だった。

　ロザリンドが固まっていると、学院長は笑い出した。

「ファリス君は童顔だもんね。それに背だって小さいし」

「顔はどうしようもねーよ！　背が低いのは貧ひん民みん街がい出身だからだ！」

「貧民街って言っても、ファリス君は六歳の頃に保護されて、そこからは充じゆう実じつした食生活を送っていたじゃないか。ほぼ自分のせいだと思うよ」

「うるせー！」

　ファリスは地じ団だん駄だを踏ふみ、真っ赤な顔で叫んだ。

　見た目も中身も子どもとしか思えない。

「きゃんきゃん騒さわがない。今日はファリス君の記念すべき日なんだから」

「記念すべき日……？」

　ファリスは胡う散さん臭くさそうに学院長を見上げた。

　学院長は得意げな顔で、自分の胸をとんっと叩く。

「ファリス君が初めて弟で子しを迎むかえる日さ！」

「はぁぁああ!?　そんなこと聞いてねーし！　なんでピチピチに若い俺が弟子を取らなきゃいけないんだよ。弟子っつーのは、老いぼれが自分の研究を後世に引ひき継つがせるために取るもんだろ。俺は教授になったばかりだぞ！」

「ロザリンド君は今日からファリス君の弟子だ。仲良くやってくれ」

「俺の話を聞けよ！」

　ファリスの言葉にロザリンドも内心で同意した。

（いきなり師し匠しようって……訳が分からない）

「仕方ないじゃないか。私は学院長業で忙いそがしいし、他の教授たちは独身の研究狂ぐるいだし……同じ研究狂いだったら、見た目も中身も子どもみたいなファリス君が適任かなーと思ってね」

「ふっざけんな！　ガキのお守りなんてしてたら、俺の研究時間が減るだろ！」

「そうは言っても、ファリス君のお師匠様からのお願いだからね」

「……あんのケチクソババア」

　ファリスは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をすると、ぐるんと首をロザリンドの方へ捻ひねった。

「大変不本意だが、俺がお前の師匠をしてやる」

「別にいらない」

　ロザリンドは即そつ行こうで断った。

　嫌いやがる人に無む理り強じいするのはよくないし、何より自分のことは自分でできる。

　他人となんて関わりたくない。

「図書館にでも引きこもっていれば、誰だれにも迷めい惑わくかけないでしょう？」

「おい、学院長。どうしてコイツはこの学院に来た」

　ファリスは冷れい淡たんな声で言った。

「ロザリンド君に嫉しつ妬とした継母が、彼女を毒殺しようとしたことが発覚し、セルザード伯爵がこちらに預けたと聞いている。もちろん、入学試験は申し分のない点数だったよ。……ロザリンド君は、ファリス君と同じ天才だ」

「おい、ガキ。お前、この学院に来たことをどう思っている。父親や継母については？」

「別になんとも。わたしには感情がないから」

　無表情でそう言うと、ファリスは眉を顰しかめた。

「ハッ、寂さびしいヤツ」

「……寂しい？」

　寂しいとは、家族がいなかったり、心が満たされないことをいう。

　ロザリンドには当てはまらない言葉だ。

「お前の顔を見てたら、こっちまで辛しん気きくさくなる。これでもかけてろ」

　ファリスは白衣のポケットから眼鏡を取り出した。

　乳白色の不ふ透とう明めいなレンズに、老人がかけるような丸眼鏡のフレーム。端たん的てきに言って、趣しゆ味みが悪いものだった。

「……ファリス君、いくらなんでも女の子にその眼鏡はないと思うな」

「このレンズは珍めずらしいから買い取ったんだが……面めん倒どうになって諸もろ々もろの加工も同じ硝子ガラス職人に頼たのんだら、なんかひでぇことになった」

「硝子職人に眼鏡の美的感覚は期待しちゃいけないと思うよ」

　ファリスはそのままロザリンドに趣味の悪い眼鏡をかけさせた。

　眼鏡は子どもには大きく、すぐにずり下がってくる。しかし、視界は思っていたよりも透明感があった。

「先に言っておくが、ロザリンド。俺の弟子でいたいなら、その眼鏡を外すなよ」

　ロザリンドは眼鏡を外そうとフレームに手をかけるが、その手をすぐにファリスによって叩き落とされた。

「弟子は師匠の望みを叶かなえるためにいる。常つね日ひ頃ごろから敬うようにな」

「……」

「言っておくが、この学院にいる限り貴族の身分は振ふりかざせねーからな。そんなことをすれば、女王に従順な子犬たちに、お前なんて簡単に捻り潰される。でもまあ、俺の弟子でいる限り、それなりに守ってやるよ」

　無む邪じや気きに笑うファリスに絆ほだされたのか、ロザリンドは気づけば頷うなずいていた。

「私はもう必要ないみたいだね。では、ファリス君、ロザリンド君、失礼するよ」

　学院長はロザリンドを残してあっさりと部屋を出て行った。

　これからはファリスに従うしかないらしい。

「仕方ねーから、コーヒーでも淹いれてやるよ。適当に座すわれ」

　ロザリンドは辺りを見み渡わたし、本と書類に埋うもれたソファーを見つけ、そこにちょこんと座る。

　ファリスはコーヒーを淹れる器具を取り出すと、テキパキと慣れた様子で作業し始めた。

　ロザリンドはそれをただ眺ながめているだけだ。

「どうだ、珍しいか？」

「……別に」

　砂時計とは逆に上へと吸すい込こまれていく湯。そして黒みがかった茶色に色を変えていく様子はロザリンドが初めて見る光景だった。

　次し第だいにセルザード伯爵家では嗅かいだことのない、香こうばしい匂においがロザリンドの鼻をくすぐる。

「まあ、ガキはコーヒーなんて知らないか」

　馬ば鹿かにするようなファリスの物言いに、ロザリンドはムッとした。

「そのぐらい知っている。コーヒーの起源は今から七百年前。フランレシアから遠い国で生まれ、後に商人によって伝来されたとされている。燻いぶしたコーヒー豆を湯または水から抽ちゆう出しゆつしたもので、最初は薬湯として飲まれた。今現在では、嗜し好こう品ひんとして好まれている」

　すべてセルザード伯爵家の書庫にあった本に書かれていた知識だ。

　ロザリンドは一度見たもの、聞いたことは絶対に忘れない。だから今話したことは間ま違ちがっていないはず。

　しかし、ファリスはニヤニヤとした表情でロザリンドを見ている。

「知識だけは一人前だな。だが実じつ践せんに勝まさる知識はねーよ。ほれ、飲んでみろよ。ほろ苦いが、うまいぞ」

　ロザリンドはコーヒーの入ったカップをファリスから受け取った。

　ふぅふぅと息を吹ふきかけて十分に冷ますと、ロザリンドはコーヒーを一気に口に流し込む。




　──そして、一気に吐はき出だした。




「ブフォッ！　……けほっけほっ」

　強烈な苦みがロザリンドの幼い舌を襲おそい、耐えきれず咳せき込こんだ。

　貴族らしく上等な布を使った淡あわい水色のドレスには、見事な焦こげ茶ちや色いろの染しみができていた。

　ロザリンドはドレスの裾で乱暴に口元を拭ぬぐうと、ファリスを睨にらみ上げる。

「ほろ苦くない！　噓つき……すごい苦かった！」

「ぶっはははは！　『ブフォッ！』とか、貴族令嬢が出す言葉かよ。しかも、鼻からもコーヒー垂れてるし！」

（確信犯か……許せない）

　頭に血が上のぼったロザリンドは、鼻からコーヒーが垂れているのもお構いなしにファリスに詰つめ寄よった。そして、人差し指と中指をファリスの鼻の穴に突つき立たてる。

「ふんごぉっ！」

　まさか貴族令嬢がこんな下品な報復に出るとは思っていなかったのだろう。

　油断していたファリスはロザリンドの攻こう撃げきに耐えきれず、じたばたと暴れ出す。

「ふふん、変な鳴き声。鼻の粘ねん膜まくはとても弱い……って本に書いてあった。ファリスなんて、汚らしく鼻血をまき散らせばいい」

　さすがに子どもの力ではファリスを押さえつけることはできない。

　ファリスは早々にロザリンドの攻撃から逃のがれた。

　しかし、よほど痛かったのか、鼻を両手で覆おおい、涙なみだ目めでロザリンドを忌いま々いましげに睨む。

「……悪い気はしない」

「何がだ！　とんだ、お転てん婆ば小動物だ。最悪だぜ」

「ファリスは馬鹿犬だね」

「てめぇ、調子に乗りやがって……俺のことは師匠って呼べ！」

　未いまだ涙目のファリスを見て、ロザリンドの口角は自然と上がった。

「ファリスファリスファリスファリスファリスファリスファリスファリスファリスファリスファリスファリスファリスファリスファリスファリスファリスファリスファリスファリス」

「もう我が慢まんならねぇ。この痺しびれ薬ぐすりをお前の鼻に塗ぬり込こんでやる！」

　ファリスは手近にあった小こ瓶びんを摑むと、ロザリンドに迫せまってきた。

　だが、ロザリンドも負けていない。

　両手の人差し指と中指をファリスの前でくいくいと曲げて挑ちよう発はつした。

「その前に、目潰しする」

「師匠を敬え！」

「弟子を大切にしてよ！」




　──そして、ロザリンドとファリスは取っ組み合いの喧けん嘩かを始めた。

　それは騒ぎを聞きつけた学院長が駆けつけるまで続けられ、日付が変わるまで叱しかられ続けたふたりは、その後、奉ほう仕し作業と称して学院中のトイレを清せい掃そうする羽目になるのだった。




　しかし、この日からロザリンドは笑え顔がおを取とり戻もどしていく────
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　月日は流れ、ロザリンドはファリスの弟子になってから、六度目の春を迎えていた。

　物覚えの良かったロザリンドは僅わずか三年で卒業単位を満たしたが、それ以降は薬学と関係のない学問を学び、薬学実験を行うなどして、自由気ままな留年生活を送っていた。

　今ではへんてこな眼鏡の大きさもちょうどいいと感じるほどに、身体も成長していた。




　ロザリンドもあと一年弱で十五歳の成人となり、結婚適てき齢れい期きに入る。

　しかし、ロザリンドにとって結婚はどうでもいい話だった。




「雪ゆき熊ぐまの肝かん臓ぞうが手に入るなんて、わたしは幸運だね」

　ロザリンドはうっとりとした目をしながら、グツグツと煮にえたぎる、赤しやく銅どう色いろのドロドロの液体が入った鍋なべをかき混ぜた。

　腐くさったミルクのような臭においが部屋に充じゆう満まんするが、それは大した問題ではないだろう。

　今心配すべきなのは、ロザリンドの腕うでの筋力が、この薬が完成するまでもつかだ。

「この香かおり……頭痛薬か？」

　研究室のソファーで横になって仮か眠みんを取っていたファリスが、のっそりと起き上がり、寝ねぼけた目でロザリンドに問うた。

「うん。雪熊の肝臓と言えば、高品質な頭痛薬の材料だからね。もちろん、それだけじゃないけど」

「何を入れたんだ？」

「通常の工程に、リセナの根を加えた。これで解げ熱ねつ作用も期待できる」

「おい、ちょっと待て」

　ファリスは勢いよくソファーから立ち上がる。

　そして鍋の前にまでくると、彼は目を鋭するどくした。

「これじゃあ、副作用が大きくなる。代わりにギラルの葉を入れれば飲みやすくなるし、副作用も小さくなるだろ」

「副作用っていっても、眠ねむくなるぐらい。だったら、リセナの根で正解。ギラルの葉じゃ、即効性が落ちるし、何度も薬を飲まなくてはいけなくなる。そんなのは面倒でしょう？」

　ロザリンドはすぐに反論した。

　しかし、ファリスも負けていない。

「そもそも、ゲロマズい薬なんて飲みたくないだろ！」

「味なんて大して変わらない。ちょっとだけ我慢して楽になれるんだから、わたしの薬の方がいいに決まっている。ファリスの薬だっておいしくはない！」

　ロザリンドは猫ねこのようにキッシャーと唸うなりながら威い嚇かくした。

　ファリスはそれを鼻で笑う。

「リセナの根は採取できる地域も限られているだろーが。それに乾かん燥そうさせた後は粉末にしなきゃなんねーし、手間がかかるし、金もかかる。大量生産は難しい。その点、ギラルの葉は採取した後、鍋にどぼんだ」

「大量生産？　論点がずれているのにファリスは気がついていない。雪熊の肝臓を使った頭痛薬の可能性を広げるために、わたしはこうやって貧ひん弱じやくな腕を酷こく使ししているの。生産性は最初から除外している」

　ロザリンドは鍋が焦げつかないように、ぐるりと大きくかき混ぜた。

　腕の筋肉は限界が近い。だが、薬の方はもうすぐできあがりそうだ。

　このまま頑がん張ばろうと思い、ロザリンドは明日の筋肉痛を覚かく悟ごした。

「だったら、それこそ少しでも多くの人間が手にできるような薬を作るべきだろーが」

「はっ。雪熊の肝臓が希少品な時点で、ファリスの主張は破は綻たんしている」

　ロザリンドがファリスを小こ馬ば鹿かにすると、彼は苦虫を嚙み潰したような顔をした。

「……俺はお前の師匠だぞ？　少しは敬え！」

「敬われるような師匠になりたいのなら、わたしに研究成果をよこせばいい」

「誰がやるか！　俺の研究成果は俺だけのものだ、バーカ！　バーカ！」

　ファリスは子どものようにロザリンドを罵った。

　ロザリンドは呆れて小さく溜ため息いきを吐く。

「……さすがは、わたしに基き礎そ薬学しか教えなかった師匠なだけある。がめつい」

　ロザリンドがファリスに教えてもらったのは、薬学の初歩の初歩。エレアノーラ国学院の一回生が必修科目で学ぶような内容だった。

　つまりは、教科書や参考書を読めば理解できる程度ということだ。

　それなのに、ファリスは己おのれの知識をすべて伝授したような顔をするのだ。ロザリンドは甚はなはだ遺い憾かんである。

「弟子がする一番の師匠孝行はな、師匠の存在を超こえることだ。俺はささやかながら試練を与あたえ、ロザリンドに協力してやっている。無む償しようの愛だ。なんて素晴らしい師匠様なんだろーな！」

「寝ね言ごとは寝てから言って。ファリスはもっと弟子を大切にするべきだと思う。わたしみたいに健気けなげな弟子は、他にいないよ」

　ロザリンドがそう言うと、ファリスは顔を顰めた。

「……コーヒー淹れろって言ったのに、苦にが汁じる出してきたヤツがよく言うぜ」

「あれは苦汁じゃない。コーヒー」

「コーヒーじゃなかっただろ！　なんか沈ちん殿でんしてるし、強烈に苦いし、香りもクソもねー苦汁だったぞ！」

「失礼な。豆を挽ひかずにそのまま煮込んで作った、本格派コーヒーなのに」

　ファリスは弟子使いが荒い。

　ロザリンドが研究で体力を消しよう耗もうしているときも、研究が上う手まくいっていて気持ちが高ぶっているときでも、お構いなしに雑用を押しつけてくるのだ。

　それなのに弟子を続けてあげているロザリンドは、なんてできた弟子なのだろうか。弟子は師匠に似るという俗ぞく説せつがあるけれど、そんなのは噓っぱちだ。

「何が本格派コーヒーだ。どう考えても豆を挽くのが面倒だっただけだろ！」

　ファリスが声を荒らげたが、それはいつものことだ。

　短気な師匠を持つと弟子は苦労する。

「コーヒーが生まれた当初は、豆を挽かずに直接鍋で煮込んでいた。だから、わたしの淹れたコーヒーは本格派。コーヒーの起源を感じて欲ほしいという弟子の配はい慮りよを無下にするなんて、ファリスは酷ひどい師匠だ」

「俺は中挽きにしろって言っただろ！」

　ファリスは簡単に言うけれど、豆を挽くのはロザリンドにとって重労働なのだ。

　だから自然と眉み間けんに皺しわが寄る。

「……コーヒーミルのハンドルって、なんであんなに固いの？」

「やっぱり、豆挽きが面倒だっただけじゃねーか！」

　ファリスが癇かん癪しやくを起こした子どもみたいにドタドタと足あし踏ぶみをした。

　ロザリンドは気にせず、鍋を再び一混ぜする。混ぜ棒を持ち上げると、赤銅色の液体にとろみがついているのが分かった。どうやら無事に完成したようだ。

「ん？　できたのか」

「うん。……ああ、この腐ったミルクの香りが最高！」

「いやいや、腐ったタマゴの香りだろ。最高だぜ！」

　見解の違ちがいはいつものことなので、ロザリンドは香りについて深く考えるのはやめた。

「とりあえず、試飲だね」

　ロザリンドは実験器具の棚たなからビーカーを二つ持ってきて、それらに赤銅色の液体──雪熊の肝臓とリセナの根入り頭痛薬を注そそいだ。

　薬さじでビーカーの中を高速でかき混ぜ、薬の熱を冷ます。

　隣となりのファリスを見ると、ロザリンドと同じように薬を冷ましていた。

（いよいよだね）

　期待でごくりと喉のどが鳴る。

　ファリスと一いつ瞬しゆん目線を交こう錯さくさせると、ふたり同時に薬を一気に口の中へ流し込んだ。




「「うっひょひょっひょっ！　うっひひっひぃ！」」




　舌がビリビリと痺れ、鼻から腐ったミルクの臭いが通り抜ける。

　とろみを帯びていたせいで、口の中にいつまでも苦みが残り続けた。

「ああ、幸せぇ……」

「俺はもっと生なま臭ぐさくてもいける。でも、これはこれで極ごく上じようの味だぜ」

　ロザリンドとファリスは恍こう惚こつとした表情で味の感想を述べ合う。

　薬を普ふ段だんから飲んでいるせいで、ロザリンドとファリスは薬が効きにくい体質になっている。おかげで薬がお茶代わりになっている節ふしがあるのだ。

（でも、健康体なのに薬を飲むのはダメだよね。手元に残す分以外は学院長にでもあげて、適当に使ってもらおう）

「……何をやっているんだい、変態師弟」

「あ、学院長」

　後ろを振り向けば、ちょうどロザリンドが会いたいと思っていた学院長がいた。

「おい、学院長。ここは俺の城だぜ。勝手に入ってくるなよ」

「何度ノックしても、言い争いと奇き声せいを上げるだけだったのは君たちだよ」

　疲つかれているのか、学院長は眉間を指で揉もみ始めた。

　ロザリンドは痛ましげに学院長へ問いかける。

「できたてほやほやの頭痛薬……飲みますか？」

「飲みませんからね……！」

　学院長は間かん髪はつを容いれず言うと、ささっと飛とび退のいてロザリンドとの距きよ離りをあけた。

「ロザリンドに用なのか？」

　ファリスは学院長と目を合わせないようにしていた。何かやましいことがあるのかと思い、ロザリンドは黙もつ考こうする。

　そしてすぐに結論に達した。

「違う。たぶん学院長はファリスに用がある。期末試験の答案用紙に薬を寸ずん胴どう鍋ごとぶっかけてダメにしたこと、学院長は気づいている」

「馬鹿、ロザリンド……てめぇ！」

「ほう。どうりで筆記試験が終わった後に突とつ然ぜん、普段は面倒だと避さけていた技術試験をやるとか言い出した訳だね」

　学院長の背後にどす黒いオーラが漂い始めた。

「学院長はロザリンドに用があるんだろ！　ロザリンドが植物園にある立ち入り禁止の温室に侵しん入にゆうして、異国の植物をこっそり採取していることを叱りに来たんだろーぜ！」

「ファリスの裏切り者ぉ！」

　ロザリンドはファリスの襟えり首くびを摑み、上下に揺ゆすった。

「先に裏切ったのはロザリンドじゃねーか！」

「まったく、ここに来た当初は大人しい子だったのに、すっかりファリス君似のお転婆になってしまって……ロザリンド君、後でお説教ですからね？」

「ひぃっ！　ごめんなさい、学院長」

「ファリス君もね」

　学院長の威い圧あつに、ビクッとファリスは肩かたを跳はね上あげた。

　普段は温おん厚こうな学院長だが、怒おこるととても怖こわい。ロザリンドはそれを、入学初日のファリスとの取っ組み合いの喧嘩の後で思い知った。

「そそそそ、そんなことよりも学院長。なんか別の用があって来たんだろ？」

「そうだったね。ファリス君に用があるんだ」

　学院長は威圧を引っ込めて、手をぽんっと叩いた。

「俺に？　面倒なことはやらねーぞ」

「命令じゃない。かの人からのお願いだよ」

「…………ロザリンド、今から大人の面倒な話し合いが始まる。ちょっと外に出てろ」

　ファリスは真しん剣けんな声こわ音ねで言った。

　ロザリンドはそれに気け圧おされつつも、普段と違う様子のファリスが心配になった。

（でも、出て行かなくちゃダメだよね。わたしには聞かせたくない話みたいだし）

　師弟関係とはいっても、お互たがいに踏み込めない領分はある。

　ファリスが平民ということもあるが、セルザード伯爵家関係の話には一いつ切さい口出ししてこない。

　それと一いつ緒しよで、ロザリンドもファリスに口を出すことのできない案件がある。それが今のような話のときだ。

「……分かった。外に行ってくる」

　気落ちした声で言うと、学院長がロザリンドの手に何か握にぎらせた。

　それは無色透明の液体が入った小瓶だった。硝子の栓せんがはめられていて、その周りを厳重にテープで覆っている。

「ロザリンド君に、新しい毒おもちやをあげるよ。話はすぐに済むし、少しの間、これの解げ毒どく方法でも考えておいで。今回のやつは特に強力だから、扱あつかいに気をつけるように」

「ありがとう、学院長！」

　ロザリンドは小瓶を大事に抱かかえ込こみ、ファリスの研究室を後にした。
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　ロザリンドの足取りは軽く、鼻歌を歌いながら個人研究棟と校舎を繫ぐ通路を歩いていた。

　通路は屋根と柵さくがあるが、外の風を存分に味わうことができる仕様になっている。

「ちょっと寒い」

　春とはいっても、まだ肌はだ寒ざむさを感じる。

　ロザリンドはぶるりと震ふるえるが、両手で大事に学院長から渡された毒の小瓶を握っていた。

「ねえ、その瓶はなんなのかしら？」

「うわぁっ!?」

　突然声をかけられたロザリンドは、驚いて小瓶から手を離はなしてしまう。

　しかしそれは声の主である、ロザリンドと同い年ぐらいの少女が素す早ばやく受け止めた。

「ごめんなさい。いきなり声をかけたりして……」

「あ、うん。小瓶を受け取ってくれたから平気」

「そう、よかったわ」

　少女はロザリンドに小瓶を渡した。

「それ、薬よね？」

「ううん、毒」

「毒ぅ!?」

　飛び退いた少女を見て、ロザリンドは小さく笑う。

「安心して、ばらまいたりしない」

「まあ、セルザード伯爵家の令嬢がそんなことをするとは思えないけど……」

「わたし、貴女あなたに名乗った？」

　ロザリンドが首を傾かしげると、少女は呆れた視線を向けてきた。

「この国の貴族全員を覚えろとは言わないけど、学院にいる貴族ぐらい名前を覚えていた方がいいわ。伯爵令嬢ならば、常識でしょうに」

「そうなの？　貴族なんて微み塵じんも興味はないし、自分が伯爵令嬢であることとか、この学院にいる間は忘れていいものだと思っていたよ」

「忘れちゃ駄だ目めでしょう」

　少女は深く溜息を吐いた。

「わたくしの名前はクリスティーナ。ゴートン男だん爵しやく家けの娘むすめよ」

「クリスティーナ・ゴートン……ああ、ファリスの授業に出ていた一回生」

　ロザリンドはファリスの授業の手伝いをさせられているため、受講者の名前はすべて覚えていた。

　クリスティーナ・ゴートンといえば、ファリスの授業の中で技術・筆記ともに上位の成績を修めていたはずだ。

「もしかしてファリスに何か用？　だとしたら、今は学院長とお話ししているから出直した方がいいよ」

「……そうなの」

　クリスティーナは酷く残念そうに俯うつむいた。

　しかしそれは一瞬のことで、がばりと顔を上げるとロザリンドの腕をすごい力で摑む。

「あの、前から気になっていたのだけど、ロザリンドはファリス教授のいったい何……？」

「弟子だけど？」

「でもロザリンドはファリス教授を呼び捨てにしているし、ファリス教授だって、わたくしがいくら志願しても弟子にしてくださらないのよ！」

　クリスティーナは切せつ迫ぱくした声で言った。

　ロザリンドは突然のことに少々驚いたが、すぐにクリスティーナに微笑ほほえんだ。

「ファリスがわたしを弟子にしたのは、学院長に頼まれたから。ファリスは自分の研究成果が奪うばわれるのは嫌だから、弟子は取らないよ。わたしだって、ファリスの知識を何一つ受け継いではいない」

「……そうだったの。でも、どうして学院長はロザリンドをファリス教授の弟子にしたのかしら？」

「継けい母ぼ様さまに毒殺されかけて、父親にも関心を持たれないわたしに気を遣ってくれたからだと思う」

「……え、可か哀わい想そう」

　クリスティーナは、両手を口元に当てると、あわあわと焦あせり始めた。

「ち、違うの！　ごめんなさい、今のは……」

（わたしは可哀想なの？　でも別に継母様も父とう様さまもどうでもいいし、今は研究に没ぼつ頭とうできて充実しているし、それなりに幸せなんだけどな）

　ロザリンドは不思議そうに首を傾げる。

「別にいいけど。それよりもクリスティーナはファリスの弟子になりたいの？」

「ええ！　だってファリス教授はすごいもの！」

　クリスティーナは目を輝かせ、ロザリンドへ前のめりになって熱く語り出した。

「今まで腐ったような臭いのしていた薬を飲みやすいものに改良したおかげで、病状が酷くなる前に処置することができるようになったし、効果は低いけど風か邪ぜの始まりに飲む薬や痛み止めなんかも、とても重宝されているわ。ファリス教授のおかげで、医学はとても進歩した。最年少で教授になっただけあるわよね。今は戦争のせいで無理だけど、必ず男爵以上の地位を叙じよ爵しやくされるとも言われているもの！」

「へ、へえ……」

　ロザリンドは顔を引きつらせながらクリスティーナの話を聞いた。

（なんか別人の話みたい。ファリスはぐーたらだし、爵位とか絶対に興味ないよ）

「わたくし、絶対にファリス教授の弟子になるの！」

「……頑張ってね」

　ロザリンドはそれしか言えず、興奮するクリスティーナの前から逃にげるように立ち去った。
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　翌日。

　学院長からもらった毒の解かい析せきが思うようにいかず、徹てつ夜やをしていたロザリンドの寮りよう室しつへ、ファリスが乗り込んできた。

「おい、ロザリンド！　話がある！」

「もう何……朝っぱらから。今から仮眠しようと思っていたのに……」

「師匠命令だ！　床ゆかに正座しろ！」

　ロザリンドはソファーの上にあった書類を適当にどかすと、肘ひじ掛かけに身体を預けながら怠だるそうに座った。

「ああ、怠い」

「……師匠命令が聞けないのか。酷い弟子だな」

　ファリスはやれやれと小さく毒づくと、腰こしに手を当ててビシッとロザリンドを指差した。

「俺は戦争に行くことになった！」

「……え？」

　ロザリンドは目を見開くと、慌てて身体を起こした。

「なんで……どうしてファリスみたいな、ひょろくて筋力のない童顔が……」

「俺は立派な大人の男だ！」

　ファリスはロザリンドの額を小こ突づくと、ロザリンドの隣に強ごう引いんに座った。

「兵士としてじゃない。医者としてだ。……どうにも、敵軍のベルニーニ神国は容よう赦しやがないらしく、民間人も見境なく殺すようだ。もちろん、従軍している医師団も例外じゃない。おかげで人手不足だそうで、俺にお声がかかった」

「もしかして、昨日の学院長の話って……」

「まあ、そうだな。戦争なんて行ったら、俺の研究が止まっちまうし本当は行きたくなかったんだが……恩人の頼みで断れそうにない」

（ファリスが戦争に行ってしまう……？）

　ロザリンドには実感が湧わかない。だがロザリンドは知らず知らずのうちに、不安からファリスの白衣をぎゅっと握りしめていた。

　ファリスはそれを咎とがめることもなく、安心させるようにロザリンドの肩を抱く。

「……ロザリンド。お前にも医師として従軍して欲しいと上からお達しがきている」

「え、でも……わたしは医師免めん許きよ持っていないよ。薬学の足しになると思って、医師の勉強は学院で修めているけど、医師免許にはさらに五年間の実地研修が必要だし……」

「従軍するのなら、特例で医師免許を発行するそうだ」

　それほどにフランレシア王国の戦せん況きようは厳しいものとなっているらしい。

　ロザリンドは学院という狭せまく安全な世界にいたため、今まで戦争について深く考えておらず、対岸の火事のように感じていた。

　しかしもう、他ひ人と事ごとではいられない。

「お前は貴族だ。お前の従軍は強制じゃない。……学院は数週間後に一いつ旦たん閉へい鎖さされることに決まった。そのときに、他の貴族の子女と一緒に実家に帰ればいい」

　普ふ通つうの貴族ならば安全な実家に帰ることを選せん択たくするだろう。だが、ロザリンドにとってセルザード伯爵家は心安らげる場所ではない。

　ロザリンドはぐっと決意を込めた目でファリスを見上げた。

「……わたしも戦争に行く。わたしの居場所はファリスの隣だから」

「……そうか。すまない、ロザリンド」

　しばし無言で身体を寄せ合った後、ふたりは出立の準備を始めた────
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　ロザリンドとファリスは最前線に最も近い医い療りよう施し設せつに送られた。

　森の奥おく深ふかくに隠かくされるように建てられたテントの中、寝ね心地ごこちがいいとはとても言えない粗そ末まつな敷しき布ふの上に、大勢の負傷者が横になっていた。

　ベルニーニ軍の攻こう撃げきは無差別に行われるため、負傷者は軍人だけではなく、戦場近くの村人も多くいる。

　テントの中で、ロザリンドは忙いそがしく走り回っていた。

「弟で子し先生！　ちぃっと傷が痛むんだが」

「農夫さん、今行く」

　このテントの中では、ロザリンドは弟子先生と呼ばれていた。

　ロザリンドもまた、患かん者じやのことは名前で呼ばない。

　助けられる命もあれば、助けられない命もある。名前を覚えようとすれば覚えられるが、それでは患者に情が移りすぎるからだ。

「弟子先生、ここだよ、ここ！」

　農夫は上着を捲まくり上あげた。

　腹には縦に大きく引ひき裂さかれたような深い切り傷があったが、それはやや乱雑であるがきちんと縫ぬわれている。腫はれも最小限で、化か膿のうしている様子もない。

「特に問題はなさそうだけど……？」

「でもなぁ、引きつる感じがすんだよ」

　農夫と一いつ緒しよにロザリンドは首を傾かしげる。

　すると背後から馬ば鹿かにしたような笑い声が上がった。

「ぷっふふははは！　オッサンの腹が痛むのは、どう考えてもロザリンドの縫い方がヘタクソだからだろ！」

「う、うるさい、ファリス！　そのうち、お腹なかに刺し繡しゆうができるぐらい上う手まくなるんだから！」

「ふーん。いつになることやら？」

　ファリスの挑ちよう発はつ的な顔に、ロザリンドは顔を真っ赤にさせて激げき昂こうする。

「むっきー！　すぐにファリスなんて超こえてやる！」

「無理無理。弟子は師し匠しようを超えられないんだぜ？」

「弟子は師匠を踏ふみ台だいにするものだよ」

「言ったな、クソ弟子！　勝負しろ！」

　ロザリンドとファリスは睨にらみ合あいながら、針と糸を手に取った。

　それを見た農夫は青ざめた顔で、必死に両手を振ふる。

「ちょ、ちょ、ちょっと待ってくれ！　大先生、弟子先生！　俺おれは腹に刺繡なんてされたくねーよ！」

「チッ……我わが儘ままなオッサンだな……」

　ファリスはそう言うと、他の患者の元へ向かった。

　このテントの中にはロザリンドとファリスしか医師がいない。他に志願看護師や民間協力者がいるが、合わせて十人ほどしかおらず、深刻な人手不足に悩なやまされていた。

「……大先生はなぁ……腕うではいいんだが、器うつわと背がちっちゃいな。あと口が悪い」

「それ是ぜ非ひともファリスの前で言って、農夫さん」

「刺繡されちまうから言わねーよ！」

　叫さけぶと傷に響ひびいたのか、農夫は腹を押さえて顔を歪ゆがませた。

　ロザリンドは楽な姿勢に寝かせると、患かん部ぶの消毒を始める。

「いつも思うが、弟子先生の眼鏡はだっせーな。本当に年頃の娘むすめか？　実は若作りの年増なんじゃねーの？」

「……お馬鹿なことを言う患者には、塩を傷口にすり込むご奉ほう仕しをしてあげる」

「噓うそだ！　その眼鏡は素す敵てきだと思うぜ？　弟子先生の茶色の髪かみにすごく似合っている」

「……ありがとう」

　農夫のあからさまなおべっかにお礼を言うと、ロザリンドは自分のくすんだ茶色の髪を見た。

　医師として従軍すると決めたときに、貴族の身分は捨てたも同然だ。

　ロザリンドの地毛は金きん髪ぱつだが、それは貴族に多い髪色なので、ここでは目立ちすぎる。そのため今は茶色に染められていた。

（まあ、この髪色も悪くない。ちょっと染め続けるのが面めん倒どうだけど）

　農夫の治ち療りようが終わると、ロザリンドはひとりひとりと話をしながら、黙もく々もくと治療に励はげむ。

　そして夕暮れ、ドタドタと忙せわしない足音がいくつも聞こえた。

「急きゆう患かんです！」

　担たん架かで運ばれてきたのは、数人のフランレシアの軍人たちだ。

　ロザリンドとファリスは慌あわてて彼らに駆かけ寄よった。

「がはっ……」

　軍人の一人が苦しそうに胃液を吐はいた。

　ファリスは胃液が逆流して窒ちつ息そくしないよう、気道を確保しながら軍人を横に寝ねかせる。

「全員外傷はないな。……嘔おう吐と、痙けい攣れん、意識の混こん濁だく……毒でも吸ったか？」

　ロザリンドはすぐさま頭の中で該がい当とうする毒を検けん索さくする。

　そして迷わず軍服の上着を脱ぬがせた。すると軍人の上半身には赤い発ほつ疹しんがいくつも出ているのが見える。

「……赤せき毒どくだね」

　ロザリンドがそう言うと、軍人たちの介かい助じよをしていた看護師が小さく悲鳴を上げた。

「赤毒って、ベルニーニが暗殺に使っているって噂うわさの毒……？　まだ解げ毒どく方法も治療法も見つかっていないじゃない！」

「……大だい丈じよう夫ぶ。この人たちは助かる」

　ロザリンドは部屋の隅すみに置いてある自分の荷物から、小こ瓶びんを取り出した。

　小瓶の中身は、もしかしたら役に立つかもしれないと、学院から持ってきた解毒薬だ。

　偶ぐう然ぜんにも数ヶ月前に学院長からプレゼントされた毒が赤毒で、ロザリンドは解毒薬を開発済みだった。

　小瓶の薬を水で薄うすめ、赤毒の症しよう状じようが出ている軍人たちに根気よく飲ませていく。

　すると、すぐに嘔吐と痙攣の症状が治おさまり、二十分経たつ頃には身体の発疹も消えていた。

「すごいですね！　この解毒薬、どこで手に入れたんですか？」

　看護師の一人がロザリンドに問いかける。

「えっとそれはね──」

「それは俺が開発した解毒薬だ」

　突とつ然ぜんのファリスの物言いに、ロザリンドは瞠どう目もくする。

（どうして噓をつくの……？　この解毒薬は、わたしが開発したのに）

　ロザリンドは疑問に思いファリスを見るが、彼はロザリンドと目を合わせようとせず、会話を続けていた。

「俺は天才だからな！　他にも色々開発しているんだぜ」

「すごいです！」

「一いつ瞬しゆん、弟子先生が作ったのかと思ったが、やっぱり大先生が作ったんだな。よっ、背は低いが将来に伸のび代しろのある男！」

「うるせー、クソジジイ！」

　ロザリンドはファリスたちを遠巻きに見ながら、ひとり内心で考える。

（そっか。わたしが開発したって言うより、大人のファリスが作ったって言った方が皆みな信用するし、面倒が少ないよね）

　納なつ得とくしたロザリンドは軍人たちの治療に戻もどるのだった。
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　太陽が昇のぼるのと同時に起き、真夜中になるまで数えるのも億おつ劫くうな人数の患者を診みる。そんな生活がもう数ヶ月も過ぎた。

　増え続ける患者の数。いくら世情に疎うといロザリンドでも、フランレシア王国がかなり厳しい戦いを強しいられているのは薄うす々うす感じていた。




「ふっざけんじゃねーよ！」




　高熱の子どもを連れた村人がファリスの襟えり首くびを摑つかみ上げる。

　しかしファリスは動どう揺ようすることもなく、男へ淡たん々たんと機械的に言葉を紡つむいでいく。

「もう一度言う。この子どもを治療することはできない。ここにある医療品は底がつきかけている。助かる見込みがない者に治療は施ほどこせない……軍人でないなら尚なお更さらな」

「……ふざけんな！　あんた、医者だろ！」

　そう言って村人は拳こぶしを振り上げる。しかしそれは、比ひ較かく的てき軽傷の男たちに取り押さえられた。

「大先生だって、本当は治療してやりたいんだ！　だが、消毒すら満足にできない今の状じよう況きようじゃ無理なんだよ！」

「……畜ちく生しよう。どうして、息子むすこが死ななくちゃいけないんだ！　何も悪いことをしていないのに……」

　村人の言葉に、テント内が沈ちん黙もくに包まれた。

（全部……戦争が悪いんだよ）

　そう思うが、ロザリンドは決して言葉には出さない。

　平時であれば助かったであろう命が、ロザリンドの目の前で毎日たくさん消えていく。

　医療品だけでなく、食料すらも危あやうい。医療従事者たちの食事の量を減らすが、それでも患者全員には行ゆき渡わたらないこともある。

　患者に優先順位をつけ、縋すがりついてきた人々に死を宣告する。

　ただ皆、現状のやるせなさに疲つかれていた。

「……ロザリンド。少しでも楽になれる場所へ寝かせてやれ」

「分かった、ファリス」

　ロザリンドは粗末な麻あさ布ぬのの上に瀕ひん死しの少年を寝かせた。

　少年は朦もう朧ろうとした意識の中で、ロザリンドの手を必死に摑む。

「おかあさん、いかないで。いっしょに、うたを……うたってくれるって……」

　ロザリンドが少年の父親を見ると、彼は沈しずんだ顔で首を横に振った。

（そうか……この子のお母さんはもう……）

　ロザリンドは少年の頭を撫なでながら、自分ができることを考えた。




（……そうだ、歌を歌おう）

　思い起こせば、ロザリンドは生まれてこの方歌ったことはない。

　セルザード伯はく爵しやく家けで施された淑しゆく女じよ教育の中に、ピアノの演奏は含ふくまれていたが、歌うことまで求められることはなかった。

　エレアノーラ国学院に行ってからは研究と勉強の日々だったので言わずもがな。

「あー、あー」

　ロザリンドは喉のどの調子を整えるため発声練習をすると、緊きん張ちようした面おも持もちで少年を見つめる。

　そして、学院の礼拝堂から時折聞こえた賛美歌を思い出しながら、ロザリンドは生まれて初めて歌声を振るわせた。







　人々よ　どうか忘れないで




　ああ、忘れるな




　人々よ　忘れてはならない




　時は尽つきた




　人々よ　どうか忘れないで




　汝なんじらがいかに死にゆくか




　我はなし得ることを果たし




　ゆえに悔かい悟ごの念に駆られる




　汝らを忘れはしない







　ロザリンドが歌い終わると、辺あたりがしんと静まり返る。

　そしてしばらくすると、ファリスが小さく呟つぶやいた。

「……ヘタクソだな」

「うるさい！」

　ロザリンドは頰ほおを膨ふくらませて怒おこる。

　すると、ファリスを皮切りに、人々がどっと笑い始めた。

「弟子先生は音おん痴ちだなぁ」

「これなら俺の方が上手いな！」

「あたし、染め物の仕事をするときに歌を歌うんだ。あと二十若ければ歌手になれるって言われるぐらいの美声だよ！」

　人々の顔に笑えみが戻り、仕事の歌、子こ守もり歌、童どう謡ようや民みん謡ようなど、勝手気ままに歌を歌い始めた。

　少年の顔を見れば、先ほどよりも穏おだやかな表情で眠ねむっている。口元に耳を近づければ、規則正しい呼吸音が聞こえた。

　危険な状況を脱だつしたとは言えないが、少年の心の負担は軽くなったのだろう。

「おい、みんな大変だぞ……！」

　そう言って医療従事者の一人がテントに駆け込んでくる。

　皆、何事かと思い、歌うのをやめた。

「物資が……ジェイラス王太子から物資が届いた！　それも、たくさん……全員が満足に治療を受けられるぐらいに……！」




　その瞬しゆん間かん、人々は歓かん喜きに包まれた─────
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　一通り治療が終わり、ロザリンドとファリスはテントの外で休きゆう憩けいをしていた。

　空からは大おお粒つぶの雨が降り、最近の水不足を改善してくれる勢いだ。

（いいことが続くね）

　木の下で雨宿りをしてのんびりしながら、久方ぶりのコーヒーでロザリンドは喉を潤うるおした。

「……遠くで雷かみなりが鳴っているな。飲んだら中に入るぞ」

「雷は背の高い木に落ちやすいんだよね」

　ファリスは珍めずらしく味わうようにコーヒーを飲んでいる。

「ぷっはぁー、染しみ渡わたるぜぇ」

「コーヒーはお酒じゃない。ついに舌がいかれたの？」

「……俺の舌がいかれるときは、お前も一緒だぞ、ロザリンド」

「道連れは嫌いやだ。……そういえば、さっきの男の子。届いた薬が効いて回復に向かってる。たぶん、助かる」

　ロザリンドがさりげなさを装よそおって言うと、ファリスは目を細めて安あん堵どの表情を見せた。

「……そうか」

「うん。よかったね」

　そう言うと、ロザリンドは再びコーヒーに口をつけた。

　ファリスとの間に会話はない。

　しかし、沈黙さえも長い師弟関係の中では慣れたもので、むしろ心地ここちよさすら感じる。




「ファリス、そろそろ──」

　戻ろうと言いかけたとき、ロザリンドの視界に金色の柱が映る。

　すぐ近くに雷が落ちたのだと気づいたときには、目の前にいたファリスがカクカクと壊こわれた人形のように崩くずれ落おちていた。




「……ファリス？　ファリス！　ねえ、どうしたのファリス!!」




　ロザリンドは金切り声を上げ、突然倒たおれたファリスを何度も揺ゆする。

　ファリスは呻うめきながら左足を押さえる。そこには矢が深々と刺ささっていた。

　ロザリンドがはっと顔を上げ、森の奥おくを見ると、闇やみに紛まぎれて軍服の男たちが遠ざかっていくのが見えた。

「……ベルニーニ神国の軍人がなんでこんなところに……？」

「くっ……」

「ファリス！」

　ロザリンドはとりあえず余計な思考は排はい除じよし、ファリスのズボンを破って左足を露ろ出しゆつさせた。

「……矢が刺さった部分が灰色になっている」

　ロザリンドはそれを見た瞬間、ガタガタと震ふるえだした。

　医療従事者として従軍する前、学院長に渡された透とう明めいな毒。それは少量でも摂せつ取しゆすれば、一時間も経たずに死をもたらす猛もう毒どくだった。

　たった一日だけしか解毒薬を作る研究ができなかったが、今のロザリンドでは解毒方法が見当もつかないほどに、強力な未知の毒。効力を調べるために毒を投とう与よした実験鼠ねずみは、灰になりながら死んでいった。

　まだ名もつけられていないというその毒に、ロザリンドがつけた名前は────

「……死し灰はい毒どく」

　ロザリンドの呟きはけたたましい雷らい鳴めいにかき消えた。
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　ファリスは医療従事者に割り当てられた個室テントに運ばれた。

　死灰毒の解毒薬は開発されていない。だが諦あきらめきれないロザリンドは、治療器具や薬を取りに行こうとする。しかしそれはファリスがロザリンドの服を摑んだため、止められた。




「行くな、ロザリンド。医療品がもったいねーだろ」

「でも、ファリスが……」

「……死灰毒か。こりゃ、いよいよ俺もお迎むかえがくるな」

　矢が突つき刺ささった自分の足を見ながら、あっけからんとした態度でファリスは言った。

　ロザリンドはふつふつと怒いかりが湧わいてくる。

　──そしてそれは、あっという間に爆ばく発はつした。

「馬鹿なこと言わないでよ！　ファリスは大勢の人たちに必要とされている人間なの。こんなところで……死んでいい訳がない！」

「そうか？　……俺は死ぬために戦場に来た」

「医者は人を救うためにいるの！　軍人でもないのに、どうしてファリスが──」

　ロザリンドはさらなる怒りをファリスにぶつけようとするが、ファリスが穏やかに微笑ほほえんだことで、それを吞のみ込こんでしまう。

　ロザリンドはファリスの傍そばにしゃがみ、震える声で問いかける。

「……どうしても……治療しちゃダメなの……？」

「どうせ死ぬんだ。もったいねーって言ってるだろ、馬鹿弟子」

　いつも通りの口調。だが、ファリスの言葉は弱々しい。

　刻一刻と死灰毒がファリスの身体を蝕むしばんでいるのだと証明しているようで、ロザリンドの琥こ珀はく色いろの瞳ひとみからボロボロと涙なみだが零こぼれていく。

「嫌だよ……嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ！　弟子らしくファリスの言うことはなんでも聞くし、面倒だけどすすんでお世話だってする。研究成果をよこせなんてもう言わない。コーヒーの豆挽ひきだって手を抜かない。だから……だからお願い。死なないで、ファリス……わたしをひとりぼっちにしないで……」

「すまない、ロザリンド。だが……いいもんだな。こんな殺さつ伐ばつとした世界で、泣きながら看み取とってくれる人がいるなんて、俺は随ずい分ぶんと幸せ者だ」

「わたしは幸せじゃない！　ファリスに生きて欲ほしいの」

　ロザリンドの頭の中に、人の身に過ぎた欲望ともいえる荒こう唐とう無む稽けいな考えが浮かぶ。

「どんな毒だって、病気だって全部治す薬をわたしが作るから。……だから……お願いだから……それが完成するまで死なないでよ……！」

「馬鹿ロザリンド。お前、本当に錬れん金きん術じゆつ師しになるつもりかよ」

　ファリスは小さく溜ため息いきを吐いた。

「ベルニーニ神国の開発した毒を次々と解毒する謎なぞの薬くす師し。フランレシアじゃ、黄金の錬金術師とか呼ばれている。ベルニーニ軍の暗殺対象者最上位だな」

「そんなすごい人がいるなんて知らなかった」

「お前のことだ、ロザリンド」

　ロザリンドは言われた意味が分からず瞠目した。

　ファリスは話し続ける。

「戦争が始まった頃から、フランレシアの上層部はお前の才能に目をつけていた。学院長からもらっていた毒があるだろ。あれは全部、ベルニーニ軍が使用していた毒薬だ。何も知らないロザリンドに解毒薬を開発させていたんだよ。……どうだ？　権力者どもはきったねーだろ」

「……知らなかった」

「そうだろうな。俺も口止めされていた」

　ロザリンドは何も知らず、自分の研究欲に従って解毒薬を開発していた。

　それが国に利用されていたなんて思いもしなかった。

（……ちょっと待って。わたしが開発した解毒薬を、ファリスは自分が作ったって触ふれ回まわっていた。それって──）

「わた、しの……せい？　ファリスは……わたしと間ま違ちがわれて……ベルニーニに毒を……」

　黄金の錬金術師がベルニーニ神国の暗殺対象ならば、ロザリンドが殺されなければならない。

　ファリスの話から察するに、黄金の錬金術師の正体は厳重に伏ふせられていた。

　しかし、ファリスが自分がすべての解毒薬を作ったと周囲に思わせていたため、ベルニーニ軍はロザリンドではなく、ファリスを暗殺対象にしたのだ。




　──俺は死ぬために戦場に来た。

　ファリスのあの言葉は、ロザリンドの身代わりになるために戦場に来たという意味ではないのか。

「こういうときに限って察しが良くて困るな。……だが勘違いするな。師匠の義務として、弟子を守っただけだ」

　ファリスは灰色に染まり始めた右手をぽんっとロザリンドの頭にのせた。

（なんで……血の繫つながりなんてない、ただの師弟関係なのに……）

　ロザリンドを守ってくれる人なんていなかった。

　血の繫がった家族すら、危険が迫せまればロザリンドのことなど顧かえりみず、盾たてにすることさえ躊ちゆう躇ちよしないだろう。だがファリスは、赤の他人なのに、文字通り命をかけて守ってくれた。

（……どうして……？　何な故ぜ……？）

　ロザリンドの心は疑問でいっぱいになった。

　しかしそれらはやがて、単純明快な答えへとたどり着く。

「……ファリスはわたしを愛してくれていたの……？」

「恥はずかしいヤツだな」

「わたしもファリスを愛している。この世界の誰だれよりも愛してる」

「そういうことは師匠じゃなくて結婚相手にでも言え」

　もはや触れているだけとしか感じないほどに弱々しい力で、ファリスはロザリンドの頰をつねった。

「……結婚相手なんていらない。どうせ、父の決めた政略結婚になる。わたしはセルザード伯爵家の道具でしかない」

「ロザリンド。お前は馬鹿でずぼらだが……綺き麗れいな顔をしている。自覚がねーみたいだが」

　ファリスは指で引っかけるようにロザリンドの眼鏡を外はずした。

「……顔なんてどうでもいい」

「お前はそうだろうがな、周りは違ちがう。そのツラを見たら、特にお前の父親は喜ぶだろうよ。政略結婚の駒こまとしての価値が上がったとな」

「もしかしてこの眼鏡も、わたしを守るため……？」

　ロザリンドが問いかけると、ファリスはバツの悪そうな顔をした。

「……まあな。貴族の子息どもがいる学院の中でその顔を晒さらせば、すぐにお前の父親は動き出しただろうな」

「……ファリス、ありがとう」

　ロザリンドは知らないところで、どれだけファリスに守られていたのだろう。

「これからもその眼鏡を外すなよ？　そうだな、お前の馬鹿なところも、研究すると周りが見えなくなるところも、本当は寂さびしがり屋なところも、全部全部受け入れて守ってくれるような男が現れたら外していい」

「それは無理。顔を洗うときとか、寝るときはさすがに外す」

「雰ふん囲い気き台無しだ、馬鹿弟子」

　ファリスは虚うつろな目をしながら言った。

　身体はもはや首元まで灰色に染まり、指先一つ動かせなくなった。

「……最後に、師匠様が不ふ肖しようの弟子にいいことを教えてやろう」

「うん。教えて」

　ロザリンドはファリスの灰色の手を取り、泣き笑う。

「薬学を突つき詰つめた先にあるもの。それは古いにしえの錬金術師が作ったとされる、生せいの霊れい薬やく、死の霊薬、愛の霊薬の三つだ」

「……霊薬」

「生の霊薬を飲めば不老になる。死の霊薬はどんな病気も怪け我がも治す万ばん能のう薬やくだ。そして愛の霊薬は惚ほれ薬ぐすり。……これらはおそらく人が手を出してはならない領域だろうな。手に入れると同時に失うものだから」

　ファリスの言っていることは、ロザリンドには難しく感じた。

　しかし、ロザリンドは一言一句聞きき逃のがさないよう耳を傾かたむける。

「だが、俺はあえて弟子に課題を与あたえる。ロザリンド、死の霊薬を作り上げろ。弟子は、師匠を超えなくては、ならない。偉い大だいな、この俺を……超えるんだ。死の、霊薬ぐ、らい……作れ、る……よう、に、なれ……」

「……うん。わたしの生しよう涯がいを懸かけて死の霊薬を作り上げる。絶対にファリスを超えるから……少しだけ待っていて」

　ロザリンドの人生だけで死の霊薬を作れるとは今は思えない。

　だが、ロザリンドは諦めない。命が燃もえ尽つきるその瞬間まで、足あ搔がき続ける。

（だから……安心して。わたしはファリスのいない世界でも生きていくから……）

　ロザリンドは、乾かん燥そうしホロホロと崩れ始めたファリスの手を慈いつくしむように握にぎり、ファリスの灰色の顔を見た。

　全身に死灰毒が回ったようで、彼はもう声を出すことは叶かなわない。

　残された僅わずかな時間、ロザリンドとファリスは見つめ合う。




　やがてファリスの命は儚はかなくなり、肉体は骨も残さず死灰となった────
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　ロザリンドはテントの外へ出て、かき集めたファリスの死灰を土に埋うめる。

　ついさっきまで雨が降っていたので、非力なロザリンドでも簡単に穴を掘ほることができた。

　そのため、埋まい葬そうする時間はさほどかからなかった。




　ロザリンドはファリスを埋めた場所から動く気になれなかった。

　空くう虚きよな心を持て余しながら、ただただ時間を浪ろう費ひする。

　しかしそれも、テントの中から聞こえた騒さわがしい声で中断された。

「お願いします、黄金の錬金術師さんに会わせてください！　彼ならヴァレンタイン中佐を治してくれるはずっす！」

　歳とし若い男性だろうか。その必死な声に導みちびかれるように、ロザリンドはヨロヨロとした足取りでテントの中に戻った。

「……何かあったの？」

「弟子先生！」

　看護師の一人が、ロザリンドに駆け寄る。

　彼女は酷ひどく安堵した顔になり、ロザリンドに微笑んだ。

「……戻ってきてくれたんですね」

「……うん」

　短く答えると、ロザリンドは騒いでいたらしい青年の前に立った。

「急患？」

「はい。黄金の錬金術師さんにヴァレンタイン中佐の治療をお願いしたくて。中佐は……この戦争に勝つために絶対必要な人っす」

　青年は拳を握り、沈ちん痛つうな面持ちで言った。

「……黄金の錬金術師は死んだよ」

　ファリスはロザリンドの身代わりになって死んだ。

　だから黄金の錬金術師は死んだことにするのが正解だろう。

　それがきっと、ファリスが望んだことだ。

「そんな……！」

「でも、わたしが助けるから」

　ロザリンドは背筋を伸ばすと、看護師の案内で急患の元へ向かう。

　そこには大おお柄がらな黒くろ髪かみの軍人が全身傷だらけで横になっていた。

　ロザリンドは慎しん重ちように軍人の診しん察さつをしていく。

「……身体の傷は多いけど、それほど深くない。毒を受けた形けい跡せきもあるけど、それも中和できるから大丈夫。問題は右目……完全に潰つぶれている。摘てき出しゆつしないと」

　手術はつい最近出てきた医療技術だ。大きな危険を伴ともない、成功例も多くない。

　しかし眼球を摘出しなければ、そこから肉体が腐くさり軍人は死ぬだろう。

（成功する確率は低い。それに成功しても後こう遺い症しようが出るかもしれない。それでも……）

「助けるから。絶対にわたしが助けるから」

　ロザリンドが強い意志のこもった目で青年を見上げた。

　すると青年は泣きながらロザリンドに敬礼をする。

「どうかよろしくお願いします……！」

　ロザリンドは頷うなずくと、軍人を助けるため治療を始めた────
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　真夜中にもなると、昼間のような忙しい人々の喧けん騒そうは消え、しんと静まり返る。

　ロザリンドは自分に与えられた一人用テントの中、薄ぼんやりとした蠟ろう燭そくの火に照らされながら、言葉もなくつらつらと涙を流していた。

　ロザリンドのベッドには先ほど治療した軍人が横になり、規則正しい寝ね息いきを立てていた。

　幸いにも彼の手術は成功し、今は全身を包帯で巻かれた状況だ。

（……わたしには泣く資格なんてないのに。涙が止まらないや）

　今夜は眠れる気がしなかったロザリンドは、軍人の看護に名乗り出た。

　普ふ段だんならば、夜間は他の医療従事者が交代で重じゆう症しよう患者を看みるが、眠れないならロザリンドが看護をした方が効率が良いと判断したのだ。

　しかし、こうしてひとり考える時間があると、ロザリンドは自分の不ふ甲が斐いなさと、罪悪感と、一生拭ぬぐうことのできないであろう後こう悔かいに心を支配されていた。

（殺した……わたしがファリスを殺したんだ……）

　ロザリンドが弟子にならなければ、ファリスが死ぬことなんてなかっただろう。

　ひとり脳天気に解毒薬を開発している間、ファリスはロザリンドを守るために死ぬ覚かく悟ごをしていたのだ。あんなに近くにいたのに、どうして気づけなかったのだろうか。

　ファリスがロザリンドを愛していたように、ロザリンドもファリスを愛していた。

　ロザリンドだって、ファリスのためならば喜んで命を捧ささげるというのに、彼はひとり先に旅立ってしまった。

「……うっ……うぐ……うう……」

　ロザリンドは必死に嗚お咽えつを押さえ込む。

　涙を拭ふくために眼鏡を外し、服の裾すそで目元を拭ぬぐっていると、無骨な大きな手がロザリンドの腕を摑んだ。

「……泣いているのか……？」

　ロザリンドは慌てて眼鏡をかけようとするが、軍人はロザリンドの腕を放そうとしない。

（まあいいか。薄うす暗ぐらいし顔なんてよく見えないよね）

　諦めたロザリンドはそのまま軍人に向き合った。

「軍人さん、起きたんだ。気分はどう？　右目は摘出したから視力はないけど、左目はどうかな？　ちゃんと見えてる？」

　ロザリンドは軍人の目の状態を確かめるように、ぐいっと顔を近づける。

　軍人は目をぱちくりさせ、漸ようやくロザリンドの腕を放した。

「し、視界は良好だ。距きよ離り感かんが以前と違う感じはするが」

「とりあえず、失明していなくてよかった。距離感は慣れてもらうしかないね」

　ロザリンドは水すい筒とうを取り出すと、軍人の上体を起こし、水を飲ませた。

　軍人は問題なく水を嚥えん下かしていく。

　水を飲み終わると、ロザリンドは、あらかじめ用意していたスープを軍人の口元へ運んでいく。

　彼は全身傷だらけだ。食事するだけでも身体が痛むだろうと、ロザリンドなりの配はい慮りよだった。

（よかった。怒ってない）

　患者の中には食事の介助をすると怒る者がいる。大人としては、こんな小こ娘むすめにお世話されるのを屈くつ辱じよくに感じるのだろう。

　その点、軍人はロザリンドがスプーンを差し出しても黙だまって食してくれた。

「軍人さん、頰が紅色だね。体温が上がってきたみたい」

「いや！　そんな訳が……私が……こんな少女に？　……いいや、あり得ない……あり得ない……」

　軍人はぶつぶつと呟きながらロザリンドの目をじっと見つめた。

　それは数秒のことで、すぐに軍人は顔を俯うつむかせてしまう。

「……あり得てしまったのか……？　違う、私は変態では……」

「やっぱり体調が悪いの……？」

　彼は忍にん耐たい強づよい男性なのかもしれない。ロザリンドは脈を取ろうと彼の手首を摑んだ。

　すると軍人はロザリンドの手を両手ですっぽりと包んでしまう。これでは脈を測れない。

「軍人さんの脈を測りたいんだけど……？」

「す、すまない！　これは無意識で……！」

　軍人は慌てた様子でロザリンドの手を放した。

（もしかして、手首で脈を測るのは嫌なのかな？）

　ロザリンドは敷布の上に乗り、軍人へ身体を近づける。そして彼の首元に手を当てて脈を測り始めた。

　軍人はロザリンドが脈を測りやすいように配慮してくれているのか、石像のように固まっている。

「…………ちょっと脈みやく拍はくが速いみたい。でも、心配するほどでもないかな」

　ロザリンドは軍人から少し離れる。

　軍人は軽く咳せき払ばらいすると、ロザリンドに真しん剣けんな目を向けた。

「ここへ運ばれたとき、私の部下がいたはずなんだが、彼はどこに？」

「軍人さんを治療し始めてすぐに、戦場へ戻ったよ」

「そうか」

　軍人はそう言うと、顎あごに手を当てて考え込む。

　彼を見て、ロザリンドの勘かんが警告を鳴らした。

「軍人さん、最低でも一週間は絶対安静だからね」

「……うっ」

　軍人はバツが悪そうな顔をした。

（……なんか可か愛わいい）

　顔つきは怖こわいのに、彼の表情は穏やかだったり、心配したり、驚おどろいたりと、ころころ移り変わる。

　彼は本当に優しい人なのだとロザリンドは思った。

「先ほどから思っていたのだが、君は名前を呼ばないんだな。ああ、自己紹しよう介かいがまだだった。私の名前はウィリ──」

「黙って」

　ロザリンドは軍人の唇くちびるに自分の人差し指を当てた。

「名前は呼ばないし、教えてはいけないの。情を持つのは良くないから……お互たがいにね？」

「……承知した」

　軍人は大人しく頷いた。

「……少し君と話をしてもいいか？」

「いいよ。軍人さんが眠れるまで付き合う」

「……どうして君は泣いていたんだ？」

　ロザリンドはびくっと肩かたを震わせた。

「わ、わたし……」

「は、話したくないなら話さなくていい！」

　軍人はロザリンドの顔を心配そうにのぞき込む。

　そんな彼の優しさが、ロザリンドの心を強く揺さぶった。

「わたし……ひとりぼっちになっちゃった……ずっとずっと大切だったのに……わたしは……」

　懺ざん悔げするように、ロザリンドは嗚咽混じりに言葉を紡ぐ。

　すると軍人はどこか遠くを見つめながら、ぽつりぽつりと語り出す。

「私も大切な人を失った。父や兄、尊敬する先せん輩ぱい方がた、苦楽を共にした友人、守り育てるべき部下。戦争は私から多くの人を奪うばった。しかし、私は奪う側の人間でもある」

「でも、それは軍人だから仕方ない。貴方あなたたちが戦ってくれなければ、わたしたちは無む抵てい抗こうなまま蹂じゆう躙りんされるだけ」

「私から大切な人を奪った者たちも悪あく魔まではない。家族や友人がいて、戦争がなければ憎にくしみ合うこともない、私と同じただの人間だろう。しかし、私たちは戦うしかない。それが戦争だからな」

　軍人はロザリンドの頰に触れると、眩まぶしいものを見るように目を細めた。

「私は君が羨うらやましい。君の手は奪うのではなく救う手だ」

「違う！　わたしは一番大切な人を助けられなかった」

「君は、私を救ってくれたじゃないか」

　救ってくれたのは彼の方だ。

　ロザリンドの後悔と罪は一生つきまとう。

　それでも、今はほんの少しだけ、自分を誇ほこれるような気がする。

「ありがとう……ありがとう、軍人さん……」

　ロザリンドは涙が流れるのを抑おさえきれなかったが、彼に感謝を伝えるため、今できる精せい一いつ杯ぱいの笑え顔がおを見せた。

　軍人はロザリンドの腕を引っ張った。

　ロザリンドは、ぽすんっと彼の胸に顔を押しつけてしまう。

「……もう、変態でいいか……」

「ん？　何か言った、軍人さん？」

「いいから、泣いておきなさい」

　傷だらけで痛いだろうに、軍人はロザリンドに胸を貸してくれた。

　これではどちらが患者か分からない。

　しかしロザリンドは彼の好意に甘あまえ、少しの間、泣かせてもらうことにした。

（泣き終わったら、弱くて愚おろかなわたしは終わり。ファリスに誇れるような、わたしになるから……）




　泣くのにも体力がいる。

　ほとんど睡すい眠みんも取れずに連日働いていたのと、心が疲れていたのか、次し第だいに瞼まぶたが重くなっていった。

　ぼんやりとした意識の中、軍人の声が子守歌のようにロザリンドの耳をくすぐる。

「私はフランレシアを守る。だからこの戦争が終わったら君の名前を教えてくれ。君をひとりになんてさせない。必ず迎えに行くから……」

　ロザリンドは軍人の言葉を解する前に、深い微睡まどろみへと落ちていった────










　目覚めると、軍人はロザリンドの前から姿を消していた。

　看護師が言うには、彼は早朝に戦場へと戻っていったのだという。

（大丈夫じゃないよね。全身痛いはずだし、右目が化膿しないか心配だし。……絶対安静って言ったのに）

　ロザリンドは唇を尖とがらせながらも、軍人のことが心配だった。

　だが、治療を受けた者が翌日姿を消してしまうのは、ここではよくあることだ。

　ロザリンドは頰をパンッと叩たたいて自分に活かつを入れる。

「よっし！」

　腫れた目は眼鏡が隠してくれる。

　ファリスはもういない。このテントにいる医者はロザリンドだけだ。

（わたしが沈んでいたら、みんなを不安にさせる。大丈夫。心は辛つらくても、いつものわたしになれる）

　ロザリンドは患者たちに朝の挨あい拶さつをしながら、いつも通りがむしゃらに治療を始める。




　それから三週間が経った頃、フランレシア王国勝利の吉きつ報ぽうがロザリンドの元へ届くのであった────
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　激情に身を任せ、ウィリアムに大だい嫌きらいと罵ののしって王宮を出た後、身を寄せる所もないロザリンドは結局、ヴァレンタイン侯こう爵しやく家けへと帰ってきた。

　それから一週間経たったが、ウィリアムは一度も屋や敷しきには帰らず、ロザリンドもまた研究もせずに自室に籠こもっている。

「奥おく様さま、何かお召めし上あがりになりませんか？　今日は珍めずらしい果物が手に入ったんですよ！」

　シンシアが明るい声で言った。

　ロザリンドは彼女の気き遣づかいに気づいてはいたが、食欲がないため首を横に振ふる。

「ごめんね、シンシア。今は何も食べたくないの」

　ロッキングチェアに身を預け、ぼんやりと薄うす暗ぐらい外の景色を窓越ごしに眺ながめた。

　結婚し、ウィリアムと食事をするようになってから、ロザリンドの味覚は徐じよ々じよに回復していた。

　しかし、今のロザリンドはウィリアムと結婚する前よりも酷ひどい状態で、味を感じないばかりか、食事をすると強きよう烈れつな吐はき気けに襲おそわれる始末だ。

「……そうですか。奥様、何か食べたいものがあればすぐに言ってくださいね？」

　もはやお飾かざりの妻と名乗るのもおこがましいのに、シンシアは献けん身しん的に世話してくれている。

「ありがとう、シンシア。……少し、ひとりにしてもらえる？」

「かしこまりました、奥様」

　シンシアは一礼し、退室した。

（……本当に旦だん那な様も含ふくめて、ヴァレンタイン侯爵家の皆みなは優しい人たちばかり）

　ロザリンドはヴァレンタイン侯爵家の皆が大好きだ。

　しかし、ここから離はなれなければならない。

　ウィリアムに望まれていないこともだが、一番の懸け念ねんはロザリンドという存在が彼らを危険に晒さらしてしまうことだ。




　──ロザリンド君は解げ毒どく薬やくを作り出す天才だけど、それは同時に恐おそろしい毒薬を作る才能も秘めているんだよ。毒と薬は表裏一体だからね。




　戦争が終結した後、学院に帰き還かんしたロザリンドに学院長が言った言葉だ。

　それが今のロザリンドの頭から離れない。




　当初の予定では、ベルニーニが次々と使用してくる新しい毒に対たい抗こうするため、ロザリンドを王宮の戦略機関に送り込み、毒薬を開発させる手て筈はずだったそうだ。

　しかしそれはファリスや学院長たちの機転により、召しよう集しゆうがかかる前に、ロザリンドが戦場の医い療りよう施し設せつに行ったため、計画は頓とん挫ざした。

（今は一部の人たちしか知らないけれど、わたしが黄金の錬れん金きん術じゆつ師しだということが明るみに出れば、ヴァレンタイン侯爵家の皆を……旦那様を……危険に晒してしまう）

　しばらく研究させてもらって、離婚すればいいと思って安易に結婚してしまったのだ。

　ロザリンドはぐっと拳こぶしを握にぎる。

　しばらく黙もつ考こうしていると、窓にぽつぽつと水滴がつき始めた。雨が降り出したのだ。

　あっという間に雨音は強くなり、窓からは木々がしとどに濡ぬれる様が見えた。

　ロザリンドはロッキングチェアから立ち上がり、そっと窓まど枠わくに触ふれた。

　すると遠くに光の柱が現れる。次いでゴロゴロと雷らい鳴めいが轟とどろいた。

「ひぃっ」

　ロザリンドは耳を塞ふさぎ、目を瞑つぶって踞うずくまる。しかし完全に音を遮さえぎることは難しく、雷かみなりはどんどんロザリンドへ近づいてくる。

「……嫌……やめて……怖こわい……怖いっ」

　ファリスが死んだあの日から、ロザリンドは雷に恐きよう怖ふを感じるようになった。

　雷は自分の不ふ甲が斐いなさと、過あやまちと、後こう悔かい、そしてファリスともう会うことができない現実を目の前に突つきつけてくるようで、酷く心が乱れるのだ。

「誰だれか……せめて誰かいるところに行けば……大だい丈じよう夫ぶ……」

　生きた人間のいるところに行きさえすれば、ロザリンドの心は多少落ち着く。

　ロザリンドはのろのろとした足取りで歩き出し、扉とびらを開けた。

「ふぐぅっ！」

「え……旦那様!?」

　部屋の外にはウィリアムが鼻を押さえて踞っていた。

　どうやらロザリンドが扉を開けたときに鼻を強打してしまったらしい。

　ロザリンドは慌あわててウィリアムに駆かけ寄よると、久方ぶりに彼の顔を見た。

「鼻血は出ていないみたい。旦那様、まだ痛い？」

「問題ない。すぐに治る。……それよりも、君は大嫌いな相手を心配するんだな」

　ロザリンドはウィリアムから飛とび退のき、そのまま逃にげ出そうとした。

　しかし腕うでを摑つかまれ、抱だきしめられてしまう。

「え……何……？　なんで、え？」

　酷いことを言ったのだから、嫌われているはずだ。それなのに今、彼の腕の中にいる。

　ロザリンドは困こん惑わくを隠かくしきれなかった。

「好きだ、ロザリンド。初めて出会ったときから、私は君のことが好きだった」

「え、噓うそ……絶対に噓！」

「噓じゃない」

　ウィリアムはロザリンドの目を見てはっきり言うと、おもむろに小さな花束をロザリンドに渡わたした。

　その花束は薔ば薇らや百ゆ合りなどの大輪の美しい花ではなく、毒々しい紫し黒こく色いろをした小さな花を集めたものだ。とてもじゃないが、女性に贈おくるような花ではないだろう。

　しかし、ロザリンドにとってこの花は特別なものだった。

「もしかしてこれは……死し霊りよう花か？」

　死霊花は惚ほれ薬ぐすりの材料になると言われている花で、現存しているかは不明だとされていた。

　今ロザリンドが握っている花束は、錬金術書にあった死霊花の特とく徴ちようと完全に一いつ致ちしている。

　ロザリンドは信じられない思いでウィリアムを見上げた。

「そうだ。初めて君がヴァレンタイン侯爵家に来た日に朝まで話してくれて、これが見たいと言っていただろう？」

「覚えていてくれたの……？」

「予想外の仕事が入り遅おそくなってしまったが、君と仲直りがしたくてオーレリアに捜さがしてもらったのだ」

　ロザリンドは花束を握りしめ、必死に涙なみだを堪こらえた。

（……死霊花の花言葉は『あなたを愛しています』だよね。これもわたしが旦那様に言ったこと）

　恋をした相手に好きだと思いを返してもらって、それでも大嫌いだと噓を吐くことは、ロザリンドには無理だった。

　離したくない、愛したい愛されたいと浅ましい感情がロザリンドの心に湧わき上あがる。

　そのとき──屋敷の程ほど近くに雷が落ち、耳を劈つんざくような雷鳴と地じ響ひびきがした。

　驚おどろいたロザリンドは、ウィリアムに自分から抱きついてしまう。

「ひゃぁぁぁあああ！」

　雷と咄とつ嗟さの自分の行動に驚き、ロザリンドは軽い恐きよう慌こう状態に陥おちいる。

　そんなロザリンドを、ウィリアムは壊こわれ物ものを扱あつかうかのように優しく抱きしめた。

「ロザリンドは雷が苦手なのか？」

「……苦手です」

「では君が落ち着くまで傍そばにいよう」

　ウィリアムはロザリンドを抱き上げるとそのままロザリンドの部屋へ行き、ベッドに腰こし掛かけた。

　ウィリアムの膝ひざにのり、ロザリンドは子どもがあやされるような体勢になる。

　気き恥はずかしさを感じたが、ウィリアムの温あたたかな体温と心音に安心し、子どものように甘あまえてしまう。

「ロザリンド、私たちは夫婦だ。君が望んでくれるのならば……これからもそうであって欲ほしいと願っている」

「旦那様は……わたしをずっと守ってくれる？」

「妻を守るのは夫の務めだ。愛する君を奪うばう者に容よう赦しやするほど、私は甘い男ではない」

　ウィリアムは、ロザリンドが今まで出会った中で一番強い男性だ。

　この人ならば大丈夫。共に乗り越えていけるとロザリンドは確信した。

（ファリス……わたしの馬ば鹿かなところも、研究すると周りが見えなくなるところも、本当は寂さびしがり屋なところも、全部全部受け入れて守ってくれるような人に、ちゃんと出会えたよ）




　ロザリンドは眼鏡を外し、ウィリアムの妻になって初めて、自ら素す顔がおを見せた。

「わたしも好きです……大好きです。愛しています、ウィリアム様」

　ロザリンドとウィリアムはどちらからともなく唇くちびるを重ね合わせた────
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　ふたりは今までのすれ違ちがいを埋うめ合あわせるように、自分たちの過去や、お互たがいに抱いだいていた気持ちを包み隠さず吐と露ろした。

　ロザリンドは時折雷鳴に驚き、身体を強こわばらせていたが、ウィリアムが背中を撫なでれば途と端たんに安心しきった顔で甘えてくる。

　ウィリアムは冷静で頼りになる夫を演じながら、心の内では悶もだえ苦しんでいた。

（私の妻が可か愛わいすぎるんだが……！）

　ロザリンドはウィリアムの心の中など露つゆ知しらず、大きな琥こ珀はく色いろの瞳ひとみを瞬まばたかせた。

「確かにウィリアム様の右目を治療したけど……わたしが聖女だったんだね。衝しよう撃げきの事実。恋は暴走……いや、妄もう想そう？」

「私のことを覚えていたのか。……しかし自分のことなのに酷い言いぐさだな」

「だって本当のこと」

「初めて会ったとき、君は凜りん然ぜんとしていて、とても強い人に見えた。本当は今にも壊れそうなぐらい危あやうげで、しかし泣き腫はらした目で優しい笑え顔がおを浮かべる。私はそんな君を美しいと思ったんだ」

　そう正直に言うと、ロザリンドはウィリアムが贈った毒々しい花束で顔を隠した。

「……ウィリアム様は恥はずかしい。さすが流離さすらいの元女好き……」

「それは忘れてくれ！」

　ロザリンドは花束から朱しゆに染まった顔を覗のぞかせると、悪戯いたずらっぽく笑った。

（この愛らしい笑顔を見られるのなら、無理矢理にでも早く帰ってくるんだったな）

　ロザリンドに大嫌いと言われた後、茫ぼう然ぜん自じ失しつとなったウィリアムは、オーレリアに蹴けり飛ばされ、いつもの十倍罵られ、ジェイラスにはダメ夫認にん定ていされた。

　ヘタレている場合でないと自覚したウィリアムは、その日のうちにロザリンドに謝あやまりに行こうと思ったが、運悪くベルニーニの諜ちよう報ほう員いん組織がフランレシア王都にいるという知らせを受けたのだ。

　そして軍務大臣として指揮を執とり、忙いそがしく働いていた。

（おのれ……ベルニーニめ。ロザリンドと私の仲を引ひき裂さこうと画策したのかと、疑うほどの時機の良さだ）

　このままではロザリンドに捨てられると思ったウィリアムは、エレアノーラ国学院で植物学を専攻していたオーレリアに頼たのみ込こみ、ロザリンドが一度は見てみたいと言っていた花を捜してもらうことにしたのだ。

　花自体は意外に早く見つかった。戦争中にベルニーニから持ち帰り王宮で栽さい培ばいしていた花が、偶ぐう然ぜんにもロザリンドの言っていた死霊花の特徴と合がつ致ちしていたのだ。

「ふふっ。ウィリアム様からのプレゼント！」

　美少女が毒々しい花束を持っているという絵え面づらはなんとも言えない残念さがあるが、ロザリンドが楽しそうなのでウィリアムも満ち足りていた。

「花か瓶びんに活いけるか？」

「ううん。乾かん燥そうさせて、粉々にすり潰つぶした後、実験鼠ねずみにあげて効能を調べるの！」

「そ、そうか……」

　嬉うれしそうに語るロザリンドを誰が責められようか。

　ウィリアムは少しだけ泣きたい気分になりながら、膝の上にいるロザリンドを抱きしめる。

「……ねえ、ウィリアム様。本当にわたしでいいの？」

　何を勘かん違ちがいしたのか、ロザリンドは不安げな声でウィリアムに問うた。

「私はロザリンドがいいんだ。死んだと思っていた君が私の妻になっていたと知ったとき、私がどれほど嬉しく、離したくないと思ったことか」

「でもでも、わたしは……とっても危険な女だよ」

　死んだとされていた黄金の錬金術師が実はロザリンドだったと告白されたとき、ウィリアムは驚いたのと同時に納なつ得とくしたのだ。

（……耽たん美び的てきで危き殆たいな宝石か。まさに女王の言った通り、弱者が手にしたらなくしてしまうな）

　ロザリンドは権力者や野心家が喉のどから手が出るほど欲しい人材だ。

　短期間のうちに数多くの解毒薬を開発してしまう彼女は、まさに黄金を生み出す錬金術師。

　そしてそれは同時に、未いまだかつてない大量殺さつ戮りく兵器を生み出せる、死神としての才も秘めていた。

（侯爵としての自覚も、軍務大臣の足場も不安定だった戦争直後の私では、ロザリンドにもしものことがあっても守れなかっただろうな）

　ウィリアムは安心させるように、ロザリンドの額に口づけを落とす。

「私は狼おおかみ侯爵だぞ。妻一人ぐらい易やす々やすと守れる。それにヴァレンタイン侯爵家はフランレシア王国一の武門の家系。もちろんそこで働く使用人たちも、君が思っているよりもずっと強い。だから君が心配することは何もない」

「……うん。誰よりも信しん頼らいしている」

　ウィリアムはロザリンドの髪かみを手で梳すきながら黙考する。

（しかし、女王陛下の行動がどこかおかしいな）

　ロザリンドの才能を、あの女王は知っていたのだ。

　戦争後にロザリンドを研究施設に囲うぐらいはしそうなのに、ロザリンドは学院で過ごす日常へと戻もどっていった。

　そして庇ひ護ご者しやとなりえるだけ力をつけたウィリアムの元へ、ロザリンドを送り込んだのだ。

（戦後、血ち眼まなこになって聖女を捜す私から彼女を遠ざけたのは女王陛下だ。そのまま隠し続けていれば、体ていよくロザリンドを利用できたというのに、女王陛下はそれをしなかった。まるで私を……いや、ロザリンドのことを考えた行動だな）

　武官であるウィリアムには、女王の思おも惑わくなど考えも及ばない。

　しかし、愛するロザリンドのため、ウィリアムは必死にない頭を絞しぼり出だしていた。

「……ウィリアム様……」

　柔やわらかな感かん触しよくを唇に感じたと思うと、熱っぽい吐と息いきがウィリアムの耳じ朶だを打つ。

　驚いたウィリアムが我に返れば、ロザリンドが膝立ちになりながらウィリアムを見つめていた。

　そこでやっと、先ほどロザリンドが自らウィリアムにキスをしたのだと遅おくれて理解した。

（み、見み逃のがした……！　くそっ、私はなんて勿もつ体たいないことを……！）

　ウィリアムは心底悔くやしがりながら、しかしロザリンドには大人の余よ裕ゆうを見せる。

「どうしたんだ、ロザリンド？」

「それはこちらの台詞せりふ。ウィリアム様の眉み間けんの皺しわが、今までで一番深かった。なにか辛つらいことでも思い出した？」

　そう言いながらロザリンドはウィリアムの頰ほおにキスをする。

「……何な故ぜ、キスをするんだ？」

「だって、ウィリアム様とキスをすると、熱いけどふわふわして幸せな気持ちになるの。だからウィリアム様も辛いことがちょっとはマシになるかと思って。……ダメ？」

「…………駄だ目めではない」

「よかった」

　ロザリンドは再度ウィリアムの唇にキスをする。

　ウィリアムは目を瞑ることもせず、ロザリンドの金色の長い睫毛まつげや苺いちご色いろのぷっくりとした唇をまじまじと見ながら、その様子を心のキャンバスに焼きつけた。

（私の妻が可愛すぎるんだが……！）

　ウィリアムはロザリンドの数万倍幸せを感じていた。

　しかし、異変はすぐに起こる。初心者のロザリンドを気遣い、徐々に口づけを深くしていこうと画策していたウィリアムだったが、思いがけずロザリンドの猛もう攻こうが始まったのだ。

「……ん……はむっ……ウィリアム様……」

　初めてキスをしたとき、ロザリンドは呼吸の仕方も分からなかった。

　しかし、たった数回の経験を経て、彼女は角度を変えてキスを深め始めた。そしてウィリアムの唇をやわやわと食はみながら、合間に名前を呼ぶ余裕さえある。

（な、なんだ……この学習能力の高さは！）

　頭の良い人間は理論派だという固定観念がウィリアムにはあった。

　だが末すえ恐おそろしいことにロザリンドは実じつ践せん派はだったのだ。

　驚くべき早さでウィリアムの技わざを吸収し、自覚のない鋭するどい攻こう撃げきを次々と加えてくる。ウィリアムは焦あせっていた。

（このままでは夫として……いいや、男として立たつ瀬せがない……！）

　本気になったウィリアムはロザリンドの頤おとがいを上に向かせ、さらにキスを深めて反はん撃げきに出る。

　歯列をなぞり、舌を絡からめ、緩かん急きゆうをつけて貪むさぼり、経験の浅いロザリンドの甘い唇を堪たん能のうした。

「んん……も、む……むり……」

　ロザリンドはウィリアムの反撃に降参し、息を乱しながら撓垂しなだれかかる。

（ふっ……勝ったぞ！）

　ウィリアムは勝利したが、満足はしていない。

　高ぶった気持ちを持て余しながら、俯うつむくロザリンドの頰に両手を添そえた。

「……すぅー、すぅー」

「…………何故、ここで寝ねるぅぅうう!?」

　ロザリンドは穏おだやかな寝ね息いきを立てていた。

　ウィリアムの心では本能と理性がせめぎ合い、やがてほんの少しだけ理性が上回った。

「ふ……ふふふ……ふははは……分かっている。ロザリンドはこの一週間ろくに睡すい眠みんも食事も取っていないと報告を受けているからな。これは仕方のないことだ。そうだ……仕方のないことなんだ……」

　敗北したのはウィリアムの方だったのかもしれない。

　ウィリアムはロザリンドをベッドに寝かせると、どこか遠くを見つめた。

（思えば、ロザリンドは肝かん心じんなときに寝落ちする娘むすめだったな……）

　猫ねこのように気まぐれで、予想外の行動ばかり起こす。

　警けい戒かい心しんがとても強いくせに、驚くほど無防備に振ふる舞まうことがあるから、たちが悪い。

「……覚かく悟ごしておけ、ロザリンド。まるまる太らせた暁あかつきには、おいしく食ってやるからな」

　珍しく狼侯爵らしいことを言うと、ウィリアムは名残なごり惜おしくもロザリンドの部屋から戦略的に撤てつ退たいしたのだった────
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　ヴァレンタイン侯こう爵しやく家けの執しつ務む室しつ。滅めつ多たに使われることのなかったその部屋は、ここ最近、軽快な筆音が響ひびくことが多い。

「ふんふーん♪　ふふふ、ふふっふふーん♪」

　ロザリンドは執務室中央にある大きな机に紙をバラバラと置き、鼻歌交まじりに凄すさまじい速度で書類を作成していく。

　すっかりその様子に慣れたシンシアは、ポットにお湯を注そそぎ入れながら休きゆう憩けいを促うながした。

「奥おく様さま。そろそろお茶にいたしませんか？　今日のおやつはチェリーパイです」

「チェリーパイ？　楽しみ」

　ロザリンドは固まった筋肉をほぐすように腕うでを伸ばし、万年筆をペンスタンドに戻もどした。

　そして別の机にうずたかく積まれた紙束の上に、今完成したばかりの書類を重ねていく。

「天気がいいので、テラスでいただきましょう」

「そうだね」

　シンシアはテラス戸を開けた。

　ロザリンドは青のモザイクタイルの装そう飾しよくが施ほどこされたガーデンチェアに座すわり、久方ぶりに新しん鮮せんな空気を肺いっぱいに吸すい込こむ。

「んー！　気持ちいい」

「お疲つかれ様さまです。奥様が旦だん那な様の仕事を手伝ってくださるおかげで、オルトンも大変助かっているようです」

「わたしはウィリアム様の妻だから。当然のこと」

　最近、ロザリンドの中では「ウィリアム様の妻だから」と事あるごとに言うのが流行となっている。

　ロザリンドはもうお飾かざりの妻ではなく、正しよう真しん正しよう銘めいウィリアムの妻だ。そのため、今までは遠えん慮りよしていた侯爵夫人の仕事にも積極的に着手している。

「ですが、あまりご無理はなさらないでください。屋や敷しきの管理、手紙の代筆、領地の税収報告書の作成まで……」

「ん？　全部終わったから大だい丈じよう夫ぶ」

「ええ!?　さ、さすが奥様……！」

「事務仕事は学院で授業補ほ佐さやっていたから慣れているし、論文作成もしていたから速記も文章作成も得意。ちゃんと研究時間も確保できているし、無理なんてしていない」

　ロザリンドはシンシアの切り分けたチェリーパイを一口食べた。

　甘あまさとほどよい酸味が口に広がり、自然と頰ほおが緩ゆるむ。

　ロザリンドの味覚はほとんど正常に戻っていた。

「奥様が仕事をいーっぱい片付けたと知ったら、旦那様はすごくお喜びになられますよ！」

「そうかな。えへへ、わたしはウィリアム様の妻だからね」

「随ずい分ぶん楽しそうだな、ロザリンド」

　低く優しげな声に反応して振ふり向むけば、ウィリアムがチェリーパイをつまみ食いしていた。

　ロザリンドは三日ぶりに会えた愛いとしい夫へ、突とつ進しんする勢いで抱だきついた。

「ウィリアム様、おかえりなさい！」

「ああ、ただいま」

　ウィリアムはロザリンドの抱ほう擁ようを易やす々やすと受け止め、目を細めた。

　うっとりとロザリンドがウィリアムを見ていると、わざとらしい咳せきが辺あたりに響く。

「おっほん。……旦那様、手づかみでパイを食べるなどお行ぎよう儀ぎの悪い。奥様は奥様で破は廉れん恥ちでございます」

「お、オルトン……ここは我わが家やなのだし、少しくらいは……」

　言い訳をしようとしたウィリアムを、オルトンは一ひと睨にらみで黙だまらせた。

「いけません、旦那様。うっかり外でやらかしたらどうするのですか。そう、あれは旦那様が七歳さいの時──」

「や、やめろ、オルトン！　ロザリンドの前で、私の恥ち部ぶを暴ばく露ろするな」

「わたしはどんなウィリアム様でも受け止めるよ？　ねえ、オルトン話して」

「君の前では立派な大人の男でいさせてくれぇぇえええ！」

　ウィリアムは叫さけぶとロザリンドの耳を両手で塞ふさいだ。

　ロザリンドは首を傾かしげる。

（ウィリアム様ほど立派な大人の男性はいないのに）

　結局、読どく唇しん術じゆつが使えないロザリンドは、オルトンが語るウィリアムの子ども時代の話を聞けなかった。

　すごく残念だったが、気持ちを切きり替かえ、ウィリアムと一いつ緒しよに午後の御お茶ちや会かいを楽しむ。

「ねえ、ウィリアム様。わたし、いっぱいお仕事したの。頑がん張ばった」

「ロザリンド、助かる。手紙の代筆をしてくれたのか？」

「うん。とりあえず、ウィリアム様が細かい返事をする必要のない、ご機き嫌げん伺うかがいの手紙は全部片付けた」

　ロザリンドは「褒ほめて褒めて」と獲え物ものを狩かってきた猫ねこのようにウィリアムへすり寄った。

「……確か、四十通ぐらいなかったか……？」

「うん。でも、五日間徹てつ夜やで論文書いたときに比べれば楽勝だったよ？」

「そ、そうか……」

　ウィリアムは微笑ほほえみながら紅茶を飲んだ。

「それと、領地の税収報告書も終わらせておいた。あと、大規模な治ち水すい工事を前々からやりたいと思ってるってウィリアム様が言っていたから、食料備び蓄ちくに関する政策や予想される費用をわたしなりにまとめてみた。この先数年の収しゆう穫かく予測とかの資料も取り寄せて机の上に置いておいたよ。それから──」

「も、もういい、ロザリンド。後ですべて目を通す……」

「ウィリアム様のサインが必要な書類が三百枚ぐらいあるから、それの後でいいよ」

「あ、ありがとう、ロザリンド……」

「どういたしまして。わたしはウィリアム様の妻だもの」

　ロザリンドは照れて赤くなった顔を隠かくすように、両頰を手で押さえた。

「……私も男を見せなければな……ははは……」

「奥様はなんて素晴らしい御お方かたなのでしょう。書類を溜ためるのがお得意な旦那様には、もったいのうございます」

　オルトンはハンカチで目め頭がしらを押さえながら言った。

「……ヴァレンタイン侯爵家の溜まりに溜まった仕事が終わりそうなことは置いておいてだ。ロザリンドに話しておかなくてはならないことがある。聞いてくれるか？」

　ウィリアムはチェリーパイをフォークで切り分けながら言った。

　ロザリンドはゴクリと喉のどを鳴らし、ウィリアムの目を真まっ直すぐに見る。

「り、離り婚こん話ばなしでなければ……」

「何な故ぜ、話を重くする!?　離婚など、何があってもしないからな！」

　ウィリアムは軽く咳せき払ばらいをすると、切り分けたチェリーパイをフォークにのせ、ロザリンドの口元へと運ぶ。

　ロザリンドは迷いなくそれを口に含ふくむ。

　ウィリアムは「甘い、甘すぎて幸せだ……」とチェリーパイを食べていないのに呟つぶやいた。

「……ウィリアム様？」

「ああ、すまない。話というのはな、懇こん意いにしている公こう爵しやく家けが主しゆ催さいする夜会に出席して欲ほしいのだ。私は軍務大臣という立場から、こういった催もよおし物ものに参加することが多い。君はこういったことが好きではないだろうが、一緒に行ってくれるか？」

「わたしはウィリアム様の妻だもの。地じ獄ごくだろうと夜会だろうとついていく」

「……地獄と夜会が同列なのか。まあ、分からないでもないな……」

　ウィリアムはしみじみとした顔で呟いた。

「それでは奥様のマナーレッスンを強化しなくてはなりませんね。特にダンスの練習になると、奥様は逃にげ出だしますから」

「……うっ」

　オルトンの厳しい扱しごきを思い出し、軟なん弱じやくなロザリンドはげんなりした。

　しかし、ロザリンドはウィリアムの妻だ。みっともない姿は見せられない。

（……ダンス、頑張らなくちゃ）

　オルトンに決意の言葉を伝えようと彼の方を見る。

　しかしオルトンはシンシアに押しのけられ、「ぐはっ」と呻うめきながら膝ひざをついていた。

「旦那様！　当日の奥様の装よそおいはどうなっているのですか!?」

「それは決まっていないが。……シンシア、鼻息が荒あらくないか……？」

　ウィリアムの言う通り、シンシアは顔を真っ赤にさせて息を乱していた。

　ロザリンドはシンシアが病気になったのかと心配したが、彼女は天にも昇のぼるような幸せそうな顔をしながら身体を震ふるわせている。

「ええ、荒くもなります。鼻血が噴ふき出だしそうな、未いまだかつてない興奮が私の身体を駆かけ巡めぐっています！　侍じ女じよになって苦節五年と八ヶ月と二十三日。……やっと、飾り立ててもつまらない男性ではなく、夜会という戦場へ向かう女性を飾り立てることができます……！」

「あの……シ、ンシア……？」

　いつも頼たよりになる有能な侍女の異常な姿に、ロザリンドは一歩身を退ひいた。

　しかし、すかさずシンシアがロザリンドの腕を摑つかむ。

「こうしてはいられません！　奥様という美しい宝石を、さらに磨みがき上あげなければ！　まずはドレスが決まらないと動き出せませんね。奥様、すぐに一流のデザイナーをお呼びします！」

「シンシア!?」

　目をキラキラと輝かがやかせ、シンシアは強ごう引いんにロザリンドを引っ張って行く。

　ウィリアムやオルトンに救いを求める視線を送るが、何故かロザリンドの思いは届かず、ふたりは目をそらしてしまう。

　諦あきらめたロザリンドは、シンシアを始めとするヴァレンタイン侯爵家の飢うえた侍女たちの着せ替え人形と化すのだった────





[image: ]






　夜会当日まで、ドレスや装飾品の調整やダンスレッスン、侯爵夫人の仕事、研究、研究、研究と目まぐるしい速度で日々は過ぎていく。

　ロザリンドは支し度たく部べ屋やで、侍女たちと選び抜ぬいたオーダーメイドのドレスを纏まとっていた。

「とってもいい色だね、この熟成した生肉色のドレス」

「ワインレッドでございますね、奥様」

　シンシアはロザリンドの髪かみを器用に結ゆいながら微笑んだ。

　ロザリンドは鏡に映る、普ふ段だんとは別人の自分を食い入るように見つめた。

「ねえ、シンシア。わたし、強そう？」

「もちろんです、奥様。どのご婦人、ご令れい嬢じよう方がたよりも強いです。出会った瞬しゆん間かん、粉こな微み塵じんです、心が！」

「泣く子も黙る狼おおかみ侯爵の隣となりに立つんだから、戦せん闘とう力りよくは高くいかなくちゃね」

「ええ。ふっふふ……わたくしたちの愛と技術が爆ばく発はつ寸前まで濃のう縮しゆくされた奥様に、愚ぐ民みんどもは平ひれ伏ふせばいいんです！」

　ロザリンドとシンシアは同時に深く頷うなずいた。

「奥様、結い終わりました。これで完成です」

「ありがとう」

　ロザリンドはくるりと回転し、姿見の前で自分の姿を確かく認にんした。

　ワインレッドのドレスはフリルが多く、美しいドレープを描えがいていてロザリンドの少女らしさを仄ほのかに引き立てている。輝く金きん髪ぱつは複雑に編あみ込こまれ、真しん珠じゆと赤い薔ば薇らの飾りでまとめられていた。頰はほんのりと桃もも色いろに色づいていて、初うい々ういしさも感じる。

「……本当に強いのかな？」

「最強ですよ、奥様！」

「シンシアがそう言うのなら、強いんだね」

　ロザリンドが納なつ得とくしていると、部屋にノック音が響く。現れたのはウィリアムだった。

「準備はできたか、ロザリンド」

　ウィリアムはいつもの軍服ではなく、黒色の正装を纏っていた。

　装飾が少ないシンプルな装いだが、ウィリアムの鍛きたえ上あげた肉体と姿勢の良さで美しく着こなしている。鋭するどい眼光はいつものままで威い圧あつ感かん満まん載さいだが、歩くたびに揺ゆれるウィリアムの黒くろ髪かみがしっぽのように見えて、ロザリンドは可か愛わいらしいと思った。

「ウィリアム様、かっこいい！」

　ロザリンドが抱きつくと、ウィリアムはたっぷり一分間ほど硬こう直ちよくした。

　そして我に返ったかのように硬直を解くと、片手で顔を覆おおう。

「……辛つらい」

「大丈夫、ウィリアム様!?　もしかして頭痛!?」

　ロザリンドは慌あわてて問いかける。

　ウィリアムは小さく首を振ふった。

「いや、なんでもない。そのドレス、とても似合っているぞ、ロザリンド」

「そうでしょう？　この健康的な成人男性の血の色みたいなドレスなんて、ウィリアム様に負けないぐらい強そう！」

「奥様、ワインレッドですよ」

　シンシアがやんわりと訂てい正せいした。

「……ああ、可愛すぎる。ロザリンドをこのまま閉じ込めておきたい」

「旦那様、いけません！　わたくしたちが日夜溢あふれんばかりの興奮を源に磨き、飾り立てた最強の奥様を閉じ込めておくなんて人類の損失、美への冒ぼう瀆とくです！　思う存分見せびらかしましょう」

「……シンシア、普段と性格が違ちがいすぎないか……？」

「いつも通りだと思うよ？」

　ロザリンドがそう言うと、ウィリアムは小さく溜ため息いきを吐はいた。

「もう時間が差さし迫せまっている。ではロザリンド、夜会に行くぞ」

「いざゆかん、戦場へ！」

「夜会だ、夜会」

　ウィリアムは愛しそうに目を細め、ロザリンドの腰こしを抱く。

　そして夜会へ行く馬車に紳しん士し的にロザリンドをエスコートするのだった。
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　夜会会場はオーレリアの生家、スペンサー公爵家だ。

　重厚な門もん扉ぴと広大な庭を抜け、馬車から降りると、色とりどりの薔薇で作られた華はなやかなアーチがふたりを迎むかえる。

　スペンサー公爵家の使用人に案内されながら、ロザリンドはウィリアムに小さく耳打ちをした。

「ねえ、ウィリアム様。いくら夜会に綺き麗れいな女性がいるからって浮うわ気きはしないでね。もちろん男性もダメだから！」

「……君は大人しく私の腕に摑まっていなさい」

「楽にしていていいの？　分かった」

　ロザリンドはウィリアムの逞たくましい腕に抱きつき、嬉うれしさで花が咲さくように可か憐れんな表情で笑った。

「……とても心配だ……」

「別に夜会が初めてだっていう訳じゃないし、オルトンの淑しゆく女じよ強化合宿も乗のり越こえたわたしに死角はないよ！」

「そういう意味ではない。……ロザリンド、私の傍そばを離はなれるんじゃないぞ」

「威い嚇かくすればいいんだね。分かった！」

　ロザリンドとウィリアムは夜会の会場へと足を踏ふみ入いれる。

　あちらこちらから聞こえる驚おどろきの声と、好こう奇きの視線がロザリンドに一いつ斉せいに向けられた。

（怯ひるんじゃダメ。わたしはウィリアム様の妻なんだから！）

　ロザリンドはオルトンに教えられた通り、上品さを意識して淑女らしく微笑んだ。

　すると大勢の人々によって、一斉に取り囲まれる。

「ヴァレンタイン侯爵、そちらが噂うわさの奥おく方がたですかな」

「まあ！　わたくしたちと一緒にお話しいたしませんか？」

　老ろう若にやく男なん女によ、名前も知らない人々に話しかけられ、引きこもり気質のロザリンドは慌てふためいた。

（お、おかしいよ。夜会ではウィリアム様に近づく人はあんまりいないって聞いていたのに！）

　予想と違う事態にわたわたと焦あせり、ロザリンドは対応に苦く慮りよする。

　するとロザリンドを守るようにウィリアムは一歩前に出た。

「失礼。まだ主催者に挨あい拶さつしておりませんので」

　ウィリアムがそう言うだけで、ざっと人ひと垣がきが分かれて道ができる。

　ロザリンドは内心でびくびくしながらウィリアムと共に会場の奥おく──主催者の元へと向かった。




「なんて美しいんだ、オーレリア！　今宵こよいの君は、蒼そう海かいでたゆたい男たちを魅み了りようする人魚のように蠱こ惑わく的だ。もう我が慢まんできない、僕ぼくと結婚して一生捕とらえてくれ……！」

　そこでは、以前も見た、ジェイラスとオーレリアの求婚劇が繰くり広ひろげられていた。

　先日見たスーツ姿とは違い、オーレリアは落ち着いた青のドレスを身に纏っているが、女性らしい肢し体たいと美び貌ぼう、そして本人の放つ存在感によって誰だれよりも輝いて見える。

「嫌いや。まあ、ロザリンド様、来てくれたのですわね！」

　容よう赦しやなくバッサリと求婚を断ると、オーレリアはジェイラスを放置してロザリンドの元へ駆け寄った。

「お、お久しぶりです……オーレリア様……」

　自分の王太子執務室での失礼な振ふる舞まいを思い出し、ロザリンドは尻しり込ごみする。

　しかし、オーレリアは少女のように屈くつ託たくなく笑うと、ロザリンドの手をそっと握にぎった。

「色々吹ふっ切きれたようですわね、ロザリンド様。貴女あなたの素す顔がおを見られてとても嬉しいですわ。それに今日のドレスは、東方の寒冷地に咲く滅めつ血けつ花かという植物から滴したたり落おちる、血──ではなくて蜜みつのように甘やかな深しん紅くで素す敵てきですわ」

「オーレリア様のドレスも、青草と希少な馬ば糞ふん石いし、人ひと形がた人にん参じん、晶しよう石せきを一週間休まず煮に込こんだ胃腸薬のように鮮あざやかな青色で素敵！」

「わたくしたち、とても仲良くできそうですわね」

「本当に！」

　ロザリンドとオーレリアは微笑み合うと、ぐっと握った手に力を入れた。

「あー、そのオーレリア。取り込み中、悪いがスペンサー公爵は……」

「父なら体調を崩くずして屋敷の奥で休んでいますわ」

「そうか。お大事にと伝えてくれ」

　そう言うとウィリアムはオーレリアからロザリンドを奪うばい返かえした。

　オーレリアは目を鋭くさせる。

「やきもちですの？　生意気ですわね、ウィリアム。ロザリンド様に捨てられないよう、土下座をして泣いてすがって、靴くつを舐なめてでも引き留めようと本気で思っていた駄だ犬けんとは思えない成長ぶりですわね」

「オ、オーレリア！」

「二度目はありませんわ。絶対にロザリンド様を手放してはなりませんわよ」

　オーレリアはふんっと小鼻を鳴らすとそっぽを向いた。

「……駄犬？　靴は革だからおいしくないはずだけど、ジャムでもついていたのかな？」

「君はそのままでいてくれ、ロザリンド！」

　ウィリアムは酷ひどく慌てた様子で言った。

「オーレリアと仲良くなれたみたいだし、ウィリアムとの夫婦仲が良好のようで安心したよ、ロザリンド嬢じよう」

「……ジェイラス王太子殿でん下か」

　オーレリアに求婚を断られたことから立ち直ったジェイラスが、ロザリンドとウィリアムに近づき微笑んだ。その笑えみからは、祝福の感情以外読み取れない。

（あんなに警けい戒かいさせることを言ってしまったのに、殿下は何故、わたしに笑いかけられるの……？）

　ロザリンドは訝いぶかしむが、それに気づいたジェイラスは真しん剣けんな顔をロザリンドに向けた。

「君のことを調べたよ。もちろん、ウィリアムから聞いたのではなく僕個人の力でね。……ロザリンド嬢の功績と才能は無視できるものじゃない」

「……はい」

「だけど僕は次期フランレシア王として無む理り強じいはしないことを誓ちかうよ」

　ロザリンドは目をぱちくりさせ、ジェイラスの群ぐん青じよう色いろの双そう眸ぼうをのぞき込む。

　ジェイラスはくすりと笑うと、優しく目を細めた。

「あのね、ロザリンド嬢。僕は母のような才覚を持たない凡ぼん人じんさ。だから一人でも多くの信しん頼らいできる有能な人材が必要なんだ。できることといえば、僕に協力してくれる天才たちが能力を遺い憾かんなく発揮できる環かん境きようを整えるだけ。ウィリアムの隣で笑っているロザリンド嬢が一番だよ」

「わたし……頑張ります。ウィリアム様の隣でずっと……！」

「ありがとう、ロザリンド嬢。それとオーレリアだけではなく、僕とも仲良くして欲ほしいな」

「ええ、よろしくお願いいたします！」

　ロザリンドが弾はずむ声で言うと、ぐいっと腕をウィリアムに引っ張られた。

「おや、隣の狼侯爵が不機嫌になってきたね。面おも白しろい面白い」

　見上げれば、ウィリアムがむすっとした顔をジェイラスに向けていた。

「男の嫉しつ妬とは見苦しいですわ。そんな非生産的なことをする暇ひまがあるのなら、ロザリンド様をダンスに誘さそえばよろしいのに。このカビの生えた唐とう変へん木ぼく」

「うっ……」

　ウィリアムは一いつ瞬しゆんオーレリアの言葉でよろめくが、すぐに立ち直るとロザリンドの手を取り口づけを落とした。

「私と踊おどってくれるか、ロザリンド」

「はい！」

　手を取り合い、ふたりはダンスホールへと躍おどり出でる。




　ダンスホールにワルツの曲が流れ始めた。

　それと同時にパートナーの男女が手を取り合い、優ゆう雅がにステップを踏んでいく。

　ロザリンドとウィリアムも彼らに倣ならい、踊り始めた。

（よかった。そんなに難しい曲じゃない）

　ロザリンドはほっと安あん堵どの息を吐きながら、ウィリアムを見上げた。

　ウィリアムは眉み間けんの皺しわを緩ませ、愛しそうにロザリンドへ微笑みを向ける。

「ちゃんと踊れるじゃないか、ロザリンド」

「オ、オルトンにしごかれたからね」

　気き恥はずかしくなったロザリンドはウィリアムから視線をそらした。

　顔だけじゃなく、ウィリアムと繫つないでいる手も火ほ照てりだす。思いを伝え合って正式な夫婦となったのに、ロザリンドはウィリアムの前では初恋に焦こがれる少女のようになってしまう。

「……ウィリアム様、好き……」

　ロザリンドは思わず心の声が漏もれてしまった。

　するとウィリアムの眉間に再び深い皺が刻まれる。

「ぐうっ……不意打ちか……卑ひ怯きような！」

「不意打ちは立派な戦術の一つだと思うけど……？」

「ぐ、軍人として、そう言われると反論ができないな……」

　曲が山場になり、ふたりはより密着してダンスを踊る。

　ダンスなんて大だい嫌きらいだったのに、ロザリンドはウィリアムとならば好きになれる気がした。

　言葉を使わずに、心が一つに溶とけ合あうような心地ここちになる。

「ずっとこうして、ロザリンドとふたりで踊っていられたらよいのにな」

「わたしも……そう思う」

　ウィリアムもまた、ロザリンドとのダンスを楽しんでくれていることを嬉しく思ったが、曲には終わりがある。

　ワルツの調べは響き終わり、心を通わせていた男女は別のパートナーの元へと去っていく。

「ヴァレンタイン侯爵夫人、私と一緒に踊りませんか？」

　若い令息や老ろう齢れいの紳士たちがロザリンドの元へやってきた。

（ふっ……わたしからヴァレンタイン侯爵家の──ウィリアム様の弱みを握ろうって腹だね。そうはいかないよ）

　これほどの申し込みがあるのだ。体面もあるし、酷く面めん倒どうだと思っても、普ふ通つうならばロザリンドは誰かしら選んで踊らなくてはならない。

　だがロザリンドには彼らの誘いを断る良い口実があった。

「ふわぁ……」

　ロザリンドはついに耐たえきれなくなり、ウィリアムへもたれるように倒たおれた。ウィリアムは慌ててロザリンドの身体を支える。

　ロザリンドの顔は真っ青で、体調が優すぐれないことは明白だ。ロザリンドが虚きよ弱じやくなのを忘れてはいけない。

「ロザリンド、大丈夫か!?」

「ウィリアム様、支えてくださりありがとうございます。……皆みな様さま、申し訳ありません。ダンスは、またの機会にしていただけますか……？」

　目を潤うるませて儚はかなくロザリンドが言うと、彼らは目を見張り、頰を朱しゆに染めた。

　しかしウィリアムが威嚇するように睨むと、彼らは蜘く蛛もの子を散らすように逃にげてしまう。

　ロザリンドは息を乱しながら、ほくそ笑む。

「さす、が、わたしとウィリアム様。息の合った撃げき退たい法ほう……」

「無理をするな、ロザリンド。体調が悪いのは本当だろう」

　そう言うと、ウィリアムはロザリンドを優しく支えながら、壁かべ際ぎわに備え置かれたソファーへと向かう。

　そしてロザリンドをソファーに座らせると、ウィリアムも隣に腰を下ろした。

「すごいでしょう、ウィリアム様。笑え顔がおのままダンス一曲踊れるようになったんだよ」

　ロザリンドは鼻高々に自じ慢まんした。

「頑張ったな。だが、これからも体力作りに励はげみなさい」

「え……これ以上を求めるなんて、ウィリアム様は貪どん欲よくすぎる！　わたしに死ねと言うの!?」

「……そういうことは、せめて人並みの体力をつけてから言いなさい」

　ウィリアムは立ち上がると、ロザリンドの頰を撫なでた。

「飲み物を取ってくる。ここで大人しく待っていなさい、ロザリンド」

「分かった。誰に話しかけられても、このソファーに座る権利は渡わたさないから安心して！」

「ああ、よろしく頼たのんだぞ」

　ウィリアムは人混みに吞のまれていき、やがてロザリンドは彼の姿を見失う。

　ソファーの肘ひじ掛かけに軽く身体を預け、時間を有効に使おうと研究のことを考えていると、ロザリンドの前に桃色のドレスを身に纏った令嬢が現れる。──クリスティーナだ。

「ロザリンドがパーティーに参加しているなんて、夢にも思わなかったわ。どういう風の吹き回し？」

　ロザリンドは居住まいを正し、クリスティーナを見上げた。

　隣には、純じゆん朴ぼくそうな青年が控ひかえている。

「クリスティーナ？　王宮で会って以来だね、久しぶり。隣の男性は誰……？」

「わたくしの婚約者。最近急成長している、ノース貿易会社を経営しているアリックよ」

　家名がないということは、アリックは平民なのだろう。

　子し爵しやく家け以上の貴族の中で平民と婚こん姻いんを結んだ例はないが、男だん爵しやく家けでは時折あることだ。クリスティーナも男爵令嬢だから、おかしいことではない。

「初めまして、アリックと申します」

「ロザリンド・ヴァレンタインです。クリスティーナの婚約者ですから、アリックはとても優秀なんでしょうね」

　女王が身分を問わずに優秀な者を重ちよう用ようする人なので、アリックがスペンサー公爵家のパーティーに来ていても自然な流れだとロザリンドは思った。

「僕なんてまだまだですよ。クリスティーナには助けられてばかりです」

「わたくしだって、アリックに助けられてばかりだわ」

　お互たがいを尊重し合うふたりは、とても良い組み合わせに見えた。

　ロザリンドは、腐くされ縁えんのクリスティーナが幸せになれそうなことに嬉しくなる。

「結婚式はいつ？　クリスティーナがエレアノーラ国学院を卒業してからだろうから、来年？」

「それはまだ決まっていないわ。決まったらすぐにロザリンドに教えるわね」

　クリスティーナは微笑むと、ロザリンドの瞳ひとみをじっと見つめた。

「それにしても驚いたわ。長い付き合いだけど、ロザリンドの素顔を初めて見たもの」

「うん。まあ……色々あってね」

「大丈夫？　無理していない？　ヴァレンタイン侯爵に大切にされているの？」

「ウィリアム様は、わたしを大切にしてくれているよ。とっても頼りになって、かっこいい旦那様なの！」

　ロザリンドは両頰に手を当てて、身体をくねらせながら惚気のろけた。

　クリスティーナは呆あきれたように溜息を吐く。

「心配はいらないみたいね」

「ヴァレンタイン侯爵夫人とお話ししていたいと思うけど、そろそろ時間ですよ、クリスティーナ」

　アレックが懐かい中ちゆう時ど計けいを見ながら言った。

「あら？　本当ね。他の貴族にも挨拶をしなくてはならないから、これで失礼するわね、ロザリンド」

「うん。またね、クリスティーナ」

　クリスティーナたちに手を振り見送ると、入れ違いにウィリアムが戻ってきた。

　彼の手には蜂はち蜜みつ色いろの飲み物が入ったグラスがある。

「今のは誰だ？」

「学友だったクリスティーナと、その婚約者」

「そうか。私も挨拶すればよかったな」

　ロザリンドはウィリアムから飲み物を受け取ると、ちびちびと飲み始めた。

「……お酒じゃない」

　てっきりお酒だと思っていた飲み物の正体は、レモンスカッシュだった。

「君がお酒を飲んでいいのは、私とふたりきりのときだけだ」

「ぶう……ウィリアム様のケチ……」

　口を尖とがらせてロザリンドは抗こう議ぎするが、ウィリアムは頑がんとして譲ゆずろうとしなかった。

　不満に思ったロザリンドだったが、レモンスカッシュが予想以上においしく、次し第だいに笑みを浮かべ始める。

　それに安堵したウィリアムも給きゆう仕じからワインを受け取り、ロザリンドの隣で飲み始めた。




　壁際のソファーから、まるで傍ぼう観かん者しやのように煌きらびやかな夜会の様子を眺ながめる。

　こうして華やかな社交界に身を置いていることを、ロザリンドは他ひ人と事ごとのように思っていた。

（でもやっぱり心の底からは楽しめないな。研究の方がずっとずっと楽しいし）

　華やかに見えても、それは見せかけだけだ。ロザリンドですらそう思う。貴族社会は怖こわい場所。しかし、ウィリアムの妻として、ロザリンドはここで生きていかなくてはならない。

　その覚かく悟ごはとうにできていた。

「……なんだ？」

　ウィリアムが唸うなりながら、ロザリンドたちから離れた一角を睨みつけている。

　ロザリンドもウィリアムの視線の先へと目を向けるが、特に変わったところは見られない。

（あそこにいるのは……オーレリア様とジェイラス王太子殿下？）

　会話をしているふたりの元へ、中年の貴族男性が近づいていく。

　挨拶だろうか？

　ロザリンドがそう思っていると、ウィリアムが血相を変えて駆けだした。

「君は安全な場所へ避ひ難なんしなさい！」

「ウィリアム様!?」

　突とつ然ぜんのウィリアムの行動にロザリンドは困こん惑わくした。

　しかしロザリンドのことなど置き去りに、事態は進展していく。




「フランレシアに神の鉄てつ槌ついをぉぉおお！」




　咆ほう哮こうと共に、貴族男性は隠し持っていたナイフでジェイラスに斬きりかかった────




　男の刃やいばはジェイラスの傍で控えていた護衛によって蹴けり落とされた。

　すぐさま男は取り押さえられるが、会場は混乱に包まれる。

「いやぁぁああああ！」

「どけっ！　そこをどくんだ！」

　血なまぐさい戦いに慣れていない貴族が多いせいか、我先にと人々が出口へとごった返す。

　人が入り乱れ、ホール内は混こん沌とんとする。

　幾いく多たの争いと死を目まの当たりにしてきたロザリンドは取り乱すこともなく、ウィリアムの指示通り、ソファーの物もの陰かげに丸く踞うずくまるようにして身を隠し、安全を確保した。

（ウィリアム様はどこ……？）

　キョロキョロと辺りを見回していたそのとき、ジェイラスを襲おそおうとした男が床ゆかに組くみ伏ふせられながらも、ニタリと口角を上げているのが見えた。

　そのおぞましさに、ロザリンドは震え上がる。

「ジェイラス、オーレリア、上だ！」

　切せつ迫ぱくしたウィリアムの声に、ロザリンドの心臓がドキンと跳はね上がり締しめつけられる。

　ジェイラスとオーレリアの上に目を向ければ、窓に、張りつくように黒くろ装しよう束ぞくの暗殺者が潜ひそんでいた。

　ウィリアムに気け取どられたことに焦ったのか、暗殺者は無数のナイフをジェイラスへ向けて投とう擲てきする。

「ジェイラス殿下！」

　オーレリアがジェイラスを庇かばうように前に出る。

　刃の雨が降り注そそぐ直前、黒い刀身の剣けんを携たずさえたウィリアムが現れた。

「うぉぉおおおお！」

　不安定な体勢だが、ウィリアムは次々とナイフを弾はじいていく。

　そして刃の雨が降りやんだ後、窓へと再び目を向ければ、暗殺者は既に姿を消していた────




　冷静さを欠いた貴族たちはホールから消え、残りは軍関係者と護衛、そして何人かの肝きもの据すわった貴族たちだけだった。

　事態が落ち着いたことを悟さとったロザリンドは立ち上がり、ウィリアムたちの元へと駆けていく。

「ウィリアム様、オーレリア様、ジェイラス殿下！　お怪け我がはありませんか！」

「ロザリンド、無事でよかった……」

　ウィリアムは一瞬だけ安堵の表情を見せると、すぐに顔を引き締めてジェイラスへと振り返る。

「ジェイラス、怪我は？」

「僕は傷一つ負っていない。だがオーレリアが……」

「ただのかすり傷ですわ！」

　オーレリアは右腕を押さえつけ、身体をジェイラスに支えられている状態だ。

　どうやら暗殺者のナイフが腕をかすめたらしい。

　気き丈じように振る舞っているが、無理をしているのは明白。ロザリンドはオーレリアに近づくと、強引に右腕を引っ張った。

「痛っ……」

　オーレリアの右腕には数センチほどの切り傷があった。出血は少ない。しかし、傷口が灰色に染まっている。

　それに見覚えのあったロザリンドは、顔を顰しかめた。

「これは……死し灰はい毒どくを受けた傷」

「死灰毒だと……!?」

　ウィリアムは目を見開き驚きよう愕がくした。

　しかしジェイラスは立ち上がると、オーレリアをロザリンドに預け、眉一つ動かさずに命令を下す。

「招待された貴族たちを屋敷の外へ出さないようにしろ。おそらく、ベルニーニに通じている裏切り者が招待客の中にいるだろう。ウィリアムは討とう伐ばつ隊たいを組んで暗殺者を追え。そう遠くには行っていないはずだ」

「承知した」

　ウィリアムはジェイラスに敬礼をするが、オーレリアのことも心配しているようだ。

　ロザリンドはオーレリアを抱きしめると、決意を込めてジェイラスを真っ直ぐに見上げた。

「……わたしが必ずオーレリア様を助けてみせます」

「ロザリンド嬢……君は本当に聖女だね。オーレリアを頼むよ」

　そう小さく呟くと、ジェイラスはホール全体に響くように声を張り上げた。

「怪我をした者は一カ所に集めろ。治ち療りようの指揮は、黄金の錬れん金きん術じゆつ師しの弟で子しであるロザリンド・ヴァレンタイン侯爵夫人に一任する！」

　ホールが僅わずかにどよめいたが、それはすぐに収まった。皆が王太子の言葉を待っている。

「ベルニーニの卑ひ劣れつな手段に屈くつするな。同どう胞ほうよ、フランレシアを守れ。これより行動を開始せよ！」

　ジェイラスのその高潔で凜りんとした言動は、間ま違ちがいなくフランレシア王国の次代の王として跪ひざまずくに相応ふさわしい姿だった────
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　死灰毒を受けたオーレリアは、担たん架かで別室に運ばれた。

　純白のリネンで整えられたベッドに寝ねかせると、オーレリアは身体の先から全身に走りゆく痛みと、肉体が灰へと変へん換かんされる恐きよう怖ふに耐えながら、息を乱して呻く。

　着実に死灰毒はオーレリアの肉体と精神を蝕むしばみ、死へと誘いざなっていた。

「思っていたよりも進行が早いね」

　傷を負ったオーレリアの腕は、もう肩かたと指の先まで灰色に染まっている。

　ロザリンドは、オーレリアの僅かな異変も逃のがさないように、丁てい重ちような動作で触しよく診しんをしていく。

「ヴァレンタイン侯爵夫人。頼まれておりました、道具をお持ちいたしました」

「ありがとう」

　ロザリンドはスペンサー公爵家の主治医に礼を言うと、オーレリアから離れ、治療補助の侍女たちが運んできた道具の確認をする。

　医術道具と薬剤の大半はロザリンドがあらかじめ馬車に積んでいた道具だが、足りないものはスペンサー公爵家が用意してくれたようだ。調合の道具一式まで揃そろっている充じゆう実じつぶりである。

「では、私は貴族たちの手当てをして参ります」

　主治医はよそ者のロザリンドに嫌な顔をせず、深々と頭を下げた。

　その様子に意表を突つかれ、ロザリンドは目を瞬まばたかせる。

「……オーレリア様の主治医は貴方あなたでしょう？　わたしに任まかせてしまっていいの？」

「構いません。ジェイラス王太子殿下がヴァレンタイン侯爵夫人に任せると言ったのなら、それが最良の選せん択たくということです」

「そうだね。死灰毒の解げ毒どく薬やくを作るため、わたしはこの四年間を生きてきた。わたし以上にオーレリア様を助けられる可能性がある人間はいない」

　ロザリンドは深く深呼吸をすると、主治医に強い意志の籠こもった琥こ珀はくの双眸を向ける。

「安心して。わたしは……天才だから」

　自分を奮い立たせるように、偉い大だいな師し匠しようの馬ば鹿かみたいな口くち癖ぐせをロザリンドは口にした。

「……オーレリアお嬢じよう様さまを……どうぞ、よろしくお願いいたします」

　主治医は柔やわらかく微笑むと静かに退室した。

　ロザリンドは白衣に袖そでを通すと、部屋に残った侍女たちへ視線を移した。

「オーレリア様の体温を下げないように、部屋を温かくして。それと今から調合を行うからその補助をお願い」

「「「はい」」」

　侍女たちは素す早ばやく動き、ロザリンドの指示通りに動いていく。

　ロザリンドはトランクの中から、フラスコボトルに保存していた解毒薬のサンプルを数本取り出す。これらは、すべて失敗作だった。

　しかし、ロザリンドは膨ぼう大だいな実験記録の結果から、新たな解毒薬の構想を導き出していた。

（……まだ実験鼠ねずみで経過を調べた訳じゃないけれど、わたしの中では、この薬の配合以上に死灰毒に有効だと思えるものはなかった。だから……わたしは自分を信じる）

　ロザリンドはサンプルを混ぜていくと、ドレスをたくし上げた。

「ろ、ロザリンド様!?」

　調剤補助をしていた侍女が、悲鳴にも似た驚きの声を上げる。

　ロザリンドはそれを気にもせず、太ももにつけられたガーターリングに差し込まれている試験管を一つ取り出した。

　試験管の中には、紫し黒こく色いろに破は砕さいされた死し霊りよう花かの粉末が入っている。

　ロザリンドは死霊花の粉末とサンプルを溶け合わせていく。すると不思議なことに、薬液は輝くような琥珀色へと変化していった────

「……後はろ過したら完成」

　ロザリンドはろ過作業を侍女に任せ、オーレリアの傍へと急いだ。

「オーレリア様！　起きてください、オーレリア様！」

　意識をなくしていたオーレリアの耳元でロザリンドは叫んだ。

　すると、オーレリアの銀色の睫まつ毛げが僅かに上がる。

「ろ、ロザ、リンド、様……？」

「オーレリア様、気を確かに！　死灰毒になど、負けてはいけません」

　オーレリアの瞳は依い然ぜんとして焦しよう点てんが合わない。

　胸のあたりまで灰色に肌はだが染まっていて、一刻の猶ゆう予よもない状態だ。

　しかし、意識はゆっくりと覚かく醒せいしているらしく、オーレリアは断続的に唇くちびるを震わせる。

「……ジェ、イ、ラス……殿下は……ご無事、です、の……？」

「無事です。今は襲しゆう撃げき者しやを捕まえるために、王太子として動いております」

「よかっ、た……ですわ。そ、れでこそ、未来、の、賢けん王おう……」

　オーレリアは心底嬉しそうに、目を細めた。

　しかし、眉まゆ尻じりから一筋の涙なみだがこぼれ落ち、シーツに小さな染しみを作る。

「……約、束は、半分だ、け……果たせ、ま、したわ……」

　オーレリアの言う約束がなんなのか、ロザリンドには分からない。

　しかし、それがオーレリアにとって、心から大切なものであることは、鈍にぶいロザリンドにも察せられた。

「半分だけならば、それは約束を果たせたとは言えません」

　ロザリンドはオーレリアの頭の下にクッションを敷しき、薬を飲みやすい体勢にした。

　そして侍女からろ過を終えた解毒薬を受け取り、オーレリアの口元へと運ぶ。

（よかった。オーレリア様は、ウィリアム様みたいに薬が苦手な訳じゃないみたい）

　オーレリアが解毒薬を二度三度と嚥えん下かするのを見届けると、ロザリンドは小さく息を吐く。

「……できることは、全部、全部やり尽つくさなくちゃ……！」

　ロザリンドが作り上げた解毒薬は、自分の中で最さい高こう峰ほうの出来だ。

　だが、だからといって、それが必ずしも効くとは限らないし、解毒薬を飲んだからといって、すぐに効能が現れる訳ではない。

「絶対に助けてみせる……！」

　ロザリンドは即そく席せきの保ほ湿しつ剤ざいを作ると、乾かん燥そうして今にも灰になりそうなオーレリアの腕に優しく塗ぬり込む。聴ちよう診しん器きで胸の音を逐ちく一いち確認し、オーレリアの傍を片時も離れず、凄まじい集中力で治療を続けていった。




　そしてオーレリアの容体が安定したのは、空が白み始めたときだった。




「脈みやく拍はく正常、呼吸も安定している。傷も化か膿のうしていないし、肌もほぼ元の色に戻っている。成功だね」

　ロザリンドは贖しよく罪ざいの気持ちから死灰毒の研究をしている節ふしがあった。

　しかし、こうして親しくなったオーレリアを救えたことで、過去の呪じゆ縛ばくから大きな一歩を踏み出すことができたような気がした。

「ロザリンド様。お疲つかれでしょう？　オーレリアお嬢様のことは、私どもが責任を持って見守ります。ですので、少し休息をお取りください」

　安らかな顔で眠ねむるオーレリアを一瞬だけ見ると、ロザリンドは口角を上げ、侍女に応えた。

「じゃあ、お言葉に甘えて少しだけ」

　ロザリンドは白衣を脱ぬいで背を伸ばすと、なるべく音を立てないように部屋から出る。

　すると、穏おだやかに微笑むクリスティーナがロザリンドを出で迎むかえた。

「……クリスティーナ？　どうしてここに？」

「わたくしだってエレアノーラ国学院で薬学を勉強しているでしょう？　何か手伝えることはないかと思って来たの。だけどもうその必要はないみたいね」

「クリスティーナの言う通り、オーレリア様の容体は安定したよ。でも、来てくれた気持ちだけでも嬉しい」

「それにしてもすごいわね。あのベルニーニの死灰毒を解毒してしまうなんて」

　ロザリンドはクリスティーナの言動に僅かな違い和わ感かんを持ったが、疲ひ労ろうが濃こかったこともあり、思考するのをやめた。

「ロザリンド、顔色が悪いわよ。気分転てん換かんに外の空気でも吸いに行きましょう？」

「そうだね」

　ロザリンドはクリスティーナに促されるまま、庭園へと歩ほを進めた。










　──おかしい。

　そう気づいたのは、庭園ではなく、馬車の停留所に程ほど近ちかくなってからだった。

　早朝だからか、辺りに人はほとんどおらず、警備の者もいない。

　いつの間にかクリスティーナに摑まれていた腕を、ロザリンドは不安げな気持ちで見つめた。

「……ねえ、クリスティーナ。どうして庭園じゃなくて、停留所の方へ向かっているの……？」

「あら？　わたくし、外の空気を吸いに行きましょうって言ったわよね」

　クリスティーナは、いつもとまったく同じ微笑みをロザリンドに向けた。

　だが、ロザリンドは気づいてしまった。優しげに細められた目元から覗のぞくクリスティーナの瞳は、酷く冷たい炎ほのおを灯ともしている。

「ク、クリスティーナ。どうしたの……おかしいよ……？」

「おかしい？　わたくしはいつも通りよ。おかしいのは、ロザリンドの方でしょう」

　優しげな声こわ音ねに潜む鋭い棘とげに怯おびえ、ロザリンドは咄とつ嗟さにクリスティーナの腕を振り払って距きよ離りを取った。

「あらあら。いつも研究ばかりで虚きよ弱じやくだったロザリンドにしては、素早い動きね。運動でもしているの？　結婚って、やっぱり女を変えるのね」

（……に、逃げなきゃ！）

　ころころと笑うクリスティーナに危険を察知したロザリンドは、彼女が正常な状態ではないことを悟り、逃げ出す。

　しかし、ロザリンドは使用人に扮ふんした数人の男たちに逃げ道を塞ふさがれ、クリスティーナと彼らの間でぎりりと奥おく歯ばを嚙かみしめた。

（どうしよう、囲まれた……！）

　思考を回転させ、ロザリンドは打開策を探す。

（……まずは、情報を集めなくちゃ）

　ロザリンドは震える足にめいっぱい力を入れて奮い立つ。

　恐怖に揺れる心を押さえつけ、飄ひよう々ひようとした姿を見せた。

「物々しい雰ふん囲い気きだね、クリスティーナ」

「ふっふふ……ねえ、ロザリンド。わたくしたち、友人でしょう？　だから、わたくしの言う通りにして欲しいの」

　核心をぼかしながら、曖あい昧まいな要求を突きつけるクリスティーナへ、ロザリンドは懐かい疑ぎ的な表情を見せる。

「……友人？　貴女がわたしに心から親愛の情を見せたことなんてない」

「あらあら、気づいていたの？　鈍いロザリンドがねぇ」

　意外だと、クリスティーナは目を瞬かせた。

　ロザリンドとクリスティーナの間には、いつだって距離があった。学院でも、クリスティーナはロザリンドを気にかけるそぶりを見せたが、実際に手を差しのべてくれたことなどない。

「ファリスの弟子であるわたしと、ファリスの弟子になりたいクリスティーナ。貴女がわたしを憎にくんでいるのは知っていたよ。こんな直接的な手段をとるほどだとは思わなかったけれど……」

　クリスティーナはエレアノーラ国学院でファリスと同じ、『万ばん人にんが飲みやすい薬』の研究をしていた。

　それ故ゆえ、生前のファリスが残した資料を借りに、ロザリンドの研究室へ来ることがあった。

　ごく稀まれにそれ以外の用事で来ることもあったが、大たい抵ていロザリンドにとって良くない情報を伝えに来るときだ。

（……確か、ウィリアム様との結婚話のときもそうだった）

　ロザリンドは、クリスティーナの瞳が苦手だった。

　セルザード伯はく爵しやく家けで向けられた、継けい母ぼの瞳に似ているからだ。

「……クリスティーナは、わたしの苦しむ姿を見るのが好き？」

「ええ、大好きよ」

　クリスティーナは頰を上気させながら、心からの笑みを見せる。

　今まで見てきたクリスティーナの笑顔が偽にせ物ものだと思うほど、今の彼女の笑みは美しく、そして恐おそろしい。

「わたくしよりも上の身分を持っているのに、可か哀わい想そうな境きよう遇ぐうの貴女が、さらに不幸に苦しむのを見るのが最高なのっ……！」

「……クリスティーナ」

「社交界で貴女の噂をばらまけば、面白いように広がったわ。『ものぐさ姫ひめ』なんて、引きこもりで臆おく病びようなロザリンドにぴったりの渾名あだなよね」

　不意に、笑っていたクリスティーナの声が消える。

　そして、ギョロリと鋭い眼光でロザリンドを睨みつけた。

「それなのに、どうして幸せそうなの？　親に決められた政略結婚で、極ごく悪あく非道の狼侯爵の妻になったはずなのに。ねえ、どうして、どうして、どうして、どうして、どうしてどうしてどうしてどうしてどうしてどうしてどうしてどうしてどうしてどうしてどうしてどうしてどうしてどうして」

　クリスティーナはふらふらと足を動かしながら、ロザリンドに徐じよ々じよに近づく。

「いつの間にか王太子殿下やスペンサー公爵令嬢とも懇意になっているし、噂とは違って狼侯爵と愛し合っているし、挙げ句、馬鹿丸出しの眼鏡の下にこんな綺麗な顔を隠していたなんて……どうしてどうして、どうしてよ!!」

「こ、来ないで！」

　クリスティーナが手を伸ばせば触ふれられる距離にまで近づいてくると、恐怖に耐えかねたロザリンドが声を張り上げた。

　ロザリンドの手には、透とう明めいな液体が入った小こ瓶びんが握られている。
















「……それ以上近づくと、この瓶びんをたたき割るよ。中には死灰毒が入っているから、割れればどうなるのか分かるよね？」

　ロザリンドの言葉を聞き、背後の男たちがたじろいだのが分かった。

　しかし、肝かん心じんのクリスティーナは嘲あざ笑わらうかのように一歩踏み出す。

「あはは！　時じ間かん稼かせぎのつもりかしら。ロザリンドが死灰毒を……？　あり得ないわ。だって、貴女は何よりも毒薬が大嫌いじゃない。ファリス教授を殺した毒で、誰かを殺すなんてあり得ない。だって、ロザリンドが黄金の錬金術師だもの。貴女は解毒薬を作る天才で、毒を使う暗殺者じゃない」

　クリスティーナはロザリンドの手をはたき落とした。

　小瓶が地面に叩たたきつけられ、砕くだけ散ちる。液体が花火のような染みを作った。

　液体の中身は、クリスティーナの言った通り、毒ではなくただの消毒液だった。

「……なんで……わたしが黄金の錬金術師だって……」

「分かるわよ。わたくしはずっとファリス教授と貴女を見てきたもの。ファリス教授は解毒薬なんて関心がなかったわ。貴女と違ってね」

　クリスティーナはロザリンドの琥珀の双眸をのぞき込みながら、静かに呟く。

「弟子になりたいってお願いしていたのに、ファリス教授は貴女を連れて戦争に行ってしまった。毎日無事を祈いのっていたのに、結局、帰ってきたのはロザリンドだけ。ファリス教授は『黄金の錬金術師』として戦争の英えい雄ゆうとなっていたわ。でもね、わたくしはすぐに気づいた。ロザリンドを庇って、ファリス教授は死んだんだって」

「そ、それは……」

「違わないでしょう？　貴女がファリス教授を殺したのよ！」

　クリスティーナの悲痛な叫びに、ロザリンドは後退あとずさる。

「だから、貴女には罪を贖あがなってもらうことにしたの。ベルニーニで、貴女の大嫌いな毒薬を作ってもらうわ」

「──!?」

　ロザリンドはクリスティーナの言葉を聞いた瞬間、忍しのばせていた護身用のナイフを無意識に取り出した。

　そして、それを自分の頸けい動どう脈みやくに向けて振り下ろす。




　毒と薬は表裏一体だ。

　ロザリンドは、自分が恐ろしい毒を作り出す才能を秘めていることも正しく理解していた。

　だから、ファリスを失ったあの日、ロザリンドは自分の人生をかけて死の霊れい薬やくを作り出すことを決意するのと同時に、自分の才能が悪用される事態になれば自害する覚悟も持っていた。




「やめなさい！」

　クリスティーナの金切り声と同時に、男たちが動くのを感じた。

　しかし、ロザリンドが致ち命めい傷しようを負う方が早いだろう。

　死──それは生物が当たり前に持ち合わせている未知の恐怖だ。

　身体の防衛本能だろうか。ロザリンドの脳のう裏りに、ふとウィリアムの顔が浮かんだ。

（……ウィリアム様）




　ほんの一瞬の躊ちゆう躇ちよが、皮肉にもロザリンドの命を救った。

「ぐ……あ、ぁぁああ」

　ロザリンドはナイフを取り上げられ、屈くつ強きような男に拘こう束そくされる。

　容赦のない痛みに顔を顰めていると、口の中に布を詰つめられた。

「舌を嚙まないようにして。ロザリンドには、生きて苦しんでもらうのだから」

　クリスティーナはそう言うと、男たちにロザリンドをゴートン男爵家の馬車へ詰め込むように命令した。
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　ウィリアムはジェイラスの指示に従い、部隊を組み、暗殺者を追つい跡せきするために、スペンサー公爵家を飛び出した。その急ごしらえのはずの部隊はウィリアムの指示を忠実に聞き、統制の取れた行動を取っている。

　部隊は途と中ちゆうで二手に分かれ、ウィリアムを含めた少数精せい鋭えいの軍人のみ、暗殺者とは違う方向へと馬を走らせた。

　そしてウィリアムの率いた部隊は王都の外はずれにある貧ひん困こん街がいに着くと、騎き馬ばから下り、闇やみに溶け込むように気配と足音を断って入り組んだ路地を進んでいく。

「本当なら、事を動かすのは三日後のはずだったんだが……」

　ウィリアムが小声で呟くと、戦時からの付き合いの副官──ラッセルが首を縦に振った。

「今日のスペンサー公爵家の夜会は、親王家派の貴族や文化人、それに商人のみ招待。外周りの警備は厳重だったっす。近衛このえだけじゃなく、俺おれたち軍人も出動してましたから」

「貴族たちに悟られるのを避さけるために、邸内の警備を通常通りにしたのが間違いだったな。……まあ、今となっては後の祭りだが」

「冷静っすね、ヴァレンタイン卿きよう。姫閣かつ下かが死ぬかもしれないのに」

　ラッセルは目をぱちくりとさせた。

「ロザリンドがオーレリアを助けると言ったんだ。それなら、私は信じるたけだ」

「惚気っすか!?　うざいっす！」

　ウィリアムはラッセルを睨みつけ、眉間に深々と皺を寄せた。

　それを見たラッセルはぎこちなくウィリアムから目をそらすと、裏返った声で問いかける。

「正直な話、卿の奥さんは解毒することができるんっすか？　未だかつて、ベルニーニで一番毒性の強い死灰毒を解毒できた人なんていないっすよ」

「できる」

　短く、しかし確信めいたウィリアムの言葉に、ラッセルはついに頷いた。

「卿が言うならそうなんでしょうねー」

「どうしてそんなことが分かる」

　正直に言って、他人にロザリンドの才能が理解できるとは思ってもいなかった。

　だからラッセルの肯こう定ていの言葉に、ウィリアムは純じゆん粋すいに驚く。

　そんなウィリアムの内心など露つゆ知しらず。ラッセルはいつもの軽い調子で話し出した。

「だって戦争中、瀕ひん死しの卿を救ったのは、奥さんじゃないっすか。結婚したときから思っていましたけど、運命的っすよね。部下一同、卿が羨うらやましくてしょうがないっす！」

「おい、ちょっと待て。お前、ロザリンドがあのときの聖──医者だったと、私が結婚したときから知っていたのか！」

　ウィリアムが結婚したとき、社交界には『狼侯爵の伴はん侶りよはものぐさ姫とかいう変人令嬢だ』という噂が流れた。

　当然、部下たちはそのことを知っていた。しかし、彼らはウィリアムに対して祝辞しか述べなかったのだ。

（珍めずらしく気の使える奴やつらだと思っていたが、すべて知られた上で見守られていたのか！）

　なんという屈くつ辱じよく。ウィリアムは己おのれの数々の痴ち態たいを思い出し、眉間の皺をますます深くする。

「いやいや、卿を救護所に連れて行ったのは俺っすよ？　あんな奇き天て烈れつ眼鏡をかけた女の子なんて、忘れようがないじゃないっすか。それにしても、眼鏡の下があーんな美人だなんて思いもしなかったっす。眼がん福ぷくっす──って、卿！　どうして俺に剣けん先さきを向けるんっすか！」

　ウィリアムは無意識にラッセルへと剣先を向けていた。

「…………すまない、手が滑すべった」

「絶対に噓うそっすよね!?　滑るどころか、串くし刺ざしにする五秒前でしたよ！」

　あの時、ラッセルの前ではロザリンドは眼鏡をかけていたのか──。ウィリアムは静かに剣を鞘さやに戻した。

「まあ、真ま面じ目めな話、卿の奥さん大丈夫なんすかねー。もしも死灰毒の解毒薬を作り出したら、大変なことになるっすよ？　他国から狙ねらわれるのは確実っすね。自国の貴族たちもこぞって利用したがるでしょうし。もちろん、姫閣下には助かって欲しいですけど……」

「私が守るから問題ない。それにロザリンドは遅おそかれ早はやかれ、政治に関わる立場になる人材だ。本人が望むと望まないに限らず。……っと、話は終しまいだ」

　貧困街の外れにある一軒けんの酒場。

　そこが近頃、フランレシア内で暗あん躍やくしているベルニーニの工作員たちのアジトだというのは、調べがついている。さらに、ウィリアムは工作員が動けば先手を打てるように、部下に酒場を監かん視しさせていた。

「お疲れ様です、卿。それにラッセル。……何か起こりましたか？」

　監視を命じていた部下──セレスが、貧ひん民みんの姿でウィリアムたちに走り寄ってきた。

「スペンサー公爵家の夜会でジェイラスが暗殺者に襲われ、オーレリアが怪我をした」

「……なるほど」

　本来ならば、三日後に軍でアジトを制圧することが決まっていた。だが、こうなっては予定を早めざるをえない。

（姿を隠すのが上う手まい暗殺者を追うよりも、依い頼らい主ぬしを制圧する方が理にかなっているからな。まあ、ジェイラスも内心では怒いかり狂くるっているのだろうが……）

　ジェイラスにとって、オーレリアは心の拠より所どころだ。

　幼い頃ころから偉大な女王を母に持つジェイラスは、周囲の期待に押しつぶされ心を壊こわしかけていた。そのときにジェイラスを救ったのがオーレリアの存在だ。

「ですが妙みようですね。酒場は今日も通常通りで、ベルニーニの工作員たちに変化は見られませんでした」

「何にせよ、奴らは拘束せねばならん。ジェイラスの命令だからな」

　ウィリアムは正面から、ラッセルとセレスは酒場の裏手へと回る。

　もう朝が近いからか、酒場には客はおらず、静せい寂じやくに包まれていた。




　ウィリアムは堂々とした足取りで、酒場へと足を踏み入れる。

　酒場の中は、飲み終わった酒瓶が転がり、酔よっ払ぱらいがいびきをかいてテーブルに突つっ伏ぷしていた。

　片付けをしているのか、酒場の店主らしき男がカウンターの下から立ち上がる。

「今日はもう仕し舞まいだ！　さっさと帰り──」

　ウィリアムの顔を見るなり、男が果物ナイフを投擲した。

　眉一つ動かさずにウィリアムは剣でナイフを弾いていく。

「ちぃっ！　狼侯爵が何故ここに……」

「私も有名になったな。まあいい」

　ウィリアムはすっと息を吸い、剣を構える。

「フランレシア軍だ！　大人しく投降すれば、命の保証だけはしてやろう」

　ラッセルたちが潜せん入にゆうしやすいように、ウィリアムは大きな声を張り上げる。

　すると、次々と人が移動する気配をウィリアムは感じた。

（逃げる者、攻こう撃げきしようとしている者……合わせて五人といったところか……）

「おらぁぁあああ」

　店主らしき男が剣を持ち、ウィリアムへと斬りかかる。

　しかし、ウィリアムは無言でそれを剣で受け止めると、剣身を滑らせるようにいなし、流れるような身のこなしで男の背を切る。

「う、うがぁっ」

　男は最初、何が起こったのか分かっていなかったが、後から襲ってきた痛みに悶もだえて床に転がった。黒く煤すすで汚れた床ゆか板いたを、男の鮮やかな血が花が咲くように染めていく。

　ウィリアムが若くして軍務大臣の地位に就つけたのは、家いえ柄がらと女王のごり押おしがあったからだけではない。

　軍は実力主義だ。戦争があったから尚なお更さら、軍人たちは実力のある者を尊び従う。ウィリアムは劣れつ勢せいだった戦争で着実に戦果をあげ、ヴァレンタイン侯爵家の放ほう蕩とう息子むすこから出世して信頼を勝ち得ていったのだ。

　まさしく、ウィリアムはフランレシア最強の男だろう。

「……警戒か怯えか。わざわざ私が待つ道理はないな」

　ウィリアムは音もなく駆けだすと、階段の陰に潜み様子を窺うかがっているベルニーニの工作員の元へ一直線に向かった。

「うぁ、ぐふっ……」

　剣の柄つかで工作員の腹部を強打し、強制的に意識を落とす。ウィリアムは力なく男が倒れるのを確認すると、店から二階へと続く階段を上のぼった。

　二階では、二人の男が血を流して床に転がり、一人の男が意識のある状態で拘束されていた。

「卿、遅かったっすね」

「悪かった。それにしても、そうしていると、ただの盗人ぬすつとにしか見えないな。セレスもそう思うだろう？」

「確かにそうですね」

　ラッセルは片かたっ端ぱしから引き出しを開け、中を物色していた。床には衣服や紙束、宝石なども散乱している。

　セレスは机の上に置かれている書類の束を検分していた。

「酷いっす！　俺は王太子暗殺未み遂すいの手がかりを探しているだけなのに。いいから卿も仕事してくださいよ！」

　ラッセルが唇を尖らせて抗議した。

　ウィリアムはラッセルを無視して、拘束されている男へと視線を向けた。男は酷こく薄はくな笑みを浮かべるのみで、簡単に口を割りそうにない。

（私もラッセルと共に引き出しを漁あさるしかないか。この者たちがベルニーニの工作員なのは間違いないが、今回のジェイラス暗殺未遂の実行犯とはとても思えない）

「きっひっひっ……」

「何がおかしい？」

　突然笑い出したベルニーニの工作員を、ウィリアムは睨んだ。

「おお、怖い怖い。気分を害したのなら悪かったよ。でも、笑わずにはいられないさ。オレたちは、あの女に体ていよく利用されていたのだからなぁ」

「あの女とは誰だ？」

「きっひひっ……王太子の暗殺すらも陽動だってことさぁ。でもまあ……こうしてアンタの顔を見ていたら、少しは溜りゆう飲いんが下がるってもんだ。きひっひひっひははははははは！」

「どういうことだ！」

　ウィリアムが肩を揺さぶると、男は歪ゆがんだ笑みを堪たたえながら口くち端はから一筋の血を流す。

　次いで黄みがかった泡あわを噴き出し、白目をむいてだらりと力なく倒れた。

　セレスは男に近づき、首筋に手を当てる。

「……死んでいますね。奥歯に毒でも仕込んでいたのでしょう」

「見上げた覚悟っすね」

「僅かに薬物の臭においがします。その覚悟とやらも、まがいものなのかもしれません」

「……真意は確かめようがないがな」

　ウィリアムは男の目め尻じりからこぼれ落ちた涙を拭ぬぐい、瞼まぶたを下ろしてやった。

　今は戦時ではない。死者を辱はずかしめる必要性もないだろう。

「臭う、臭うぞぉぉおおおお！」

「……うるさいぞ、ラッセル」

　ウィリアムは溜息を吐き、突然奇き声せいを上げたラッセルを窘たしなめた。

「卿、手がかりを見つけましたよ。嫌な臭いがぷんぷんっす！　肉食獣じゆうのような顔で唸っている暇なんてありませんよ」

「……肉食獣か」

　ウィリアムは僅かに落ち込みながら、ラッセルが押しつけてきた手紙に目を通す。

「……文面は普通だな」

「貸してください、卿」

　セレスは手紙に目を通すと、窓から差し込む朝日に便せんを透すかして見せた。

　便せんには薄うつすらと、鳥と碇いかりの紋もん章しようが浮かび上がる。

「貴族の紋章ではないな」

「ええ。最近、力をつけてきたノース貿易会社の紋章です。偽ぎ装そうをしていますが、この手紙は暗号ですね。文面はおそらく……フランレシア貴族の内情です。特に……ある貴族女性について詳くわしく書かれております」

「ある貴族女性とは？」

　ウィリアムが問いかけると、セレスは一瞬言いい淀よどんだが、すぐに迷いを捨てて簡潔に言葉を紡つむぐ。

「卿の奥方。ロザリンド・ヴァレンタイン様です」

「まさか！」

　ウィリアムは手紙越しに朝日を睨みつけると、すぐさま酒場を飛び出し、スペンサー公爵家へと騎馬を駆けた。
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　ウィリアムはスペンサー公爵家へ戻ると、すぐさまジェイラスの元へと向かった。

　ジェイラスは招待客たちから直接事情聴ちよう取しゆをしていたようで、部屋の中には老齢の貴族夫婦がいた。しかし、ウィリアムは構わず声をかける。

「ジェイラス！」

「……随分と慌ただしい帰き還かんだね、ウィリアム」

　ジェイラスは部屋にいた貴族夫婦を退室させると、焦るウィリアムの前に手を翳かざした。

「ウィリアム、深呼吸。それと、まずは報告を。話はそれからだ」

「……ああ、すまない」

　些いささかジェイラスが落ち着きすぎているように感じるが、ウィリアムは深く息を吸い、心を落ち着けた。

「暗殺者を追跡する途中で、隊を二つに分けた。私はベルニーニ工作員の拠きよ点てんへと向かった」

「そうだろうね。暗殺者を捕まえられる望みは薄うすい。それだったら、主犯者と思おぼしきベルニーニの工作員の拠点を潰つぶすのが合理的だ」

「拠点は簡単に制圧できた。一人、生かして捕らえている。今はおそらくセレスが後片付けをしているだろう。問題は、ベルニーニの工作員たちがロザリンドの情報を欲ほつしていたことだ。便せんには、ノース貿易会社のすかしが入っていた」

　ウィリアムが報告を終えると同時に、部屋の扉とびらが乱雑にノックされた。ウィリアムが剣の柄に手を伸ばすが、それをジェイラスが手で制す。

　するとジェイラスの許可もなく、扉が開け放たれ、赤毛の青年が転ころがり込こんできた。

　青年は細身で、とても武術の心得があるとは思えない。

「大変申し訳ありません、ジェイラス王太子殿下！　ノース貿易会社のアリックです。無礼は承知ですが、私の話を聞いていただけないでしょうか」

「おや、タイミングがいいね」

　ジェイラスは微笑み、アリックに先を促す。

　ウィリアムはじっと堪こらえ、ジェイラスにアリックとの話を任せた。

「私の婚約者、ゴートン男爵令嬢クリスティーナの姿が見当たらないのです……！」

「それはおかしいね。貴族たちにはスペンサー邸ていを出ることを禁じたというのに」

　ジェイラスはアリックに同情するでもなく、冷静に、しかし微び笑しようは絶やさず受け答えする。

「暗殺者に連れ去られたのかもしれません……！」

「王太子を暗殺しようとする輩やからが、ただの男爵令嬢を攫さらったりするかな？」

「クリスティーナは美しい。狙われる可能性は十分にあります！」

「うん、時間が惜おしいね。……アリックを拘束して。容疑は王太子暗殺未遂だ」

「な、何故!?」

　ジェイラスの後ろに控えていた近衛騎き士しがアリックを拘束した。

　なすすべもなく床に膝をつき、アリックは呆ぼう然ぜんとジェイラスを見上げる。

「ノース貿易会社がベルニーニの工作員と手紙のやり取りをしていたのが分かった。君を疑うには十分だろう？　まあ、その様子だと君は関係ないみたいだけど」

　アリックは反論する余地もなく、近衛騎士によってジェイラスの元から遠ざけられていく。

　ジェイラスは小さく息を吐いた。

「ノース貿易会社嫡ちやく男なんの婚約者が消えた、か。色々と続くね」

「……その婚約者はロザリンドの学友だ」

「うわぁ、一気にきな臭くさくなってきたね」

　ジェイラスは立ち上がり、ウィリアムと並んで足早に部屋を出た。

「まずは、ロザリンド嬢の無事を確認したいね」

「……ロザリンド」

（どうか……無事でいてくれ）




　ウィリアムの思いとは裏腹に、オーレリアの治療室にロザリンドの姿はなかった。

「ジェイラス殿下、ヴァレンタイン侯爵、おはようございます。オーレリアお嬢様なら、ロザリンド様の献けん身しん的な治療のおかげで、九死に一生を得ました。今は眠っていらっしゃいます」

　慣れ親しんだスペンサー家の侍女がウィリアムとジェイラスに声をかけた。

　ジェイラスは眠るオーレリアの傍に寄ると、眉まゆ根ねを下げて深く息を吐いた。

「……ロザリンドはどこだ？」

　ウィリアムが問いかけると、侍女は怯えることなく背筋を伸ばす。

「ご友人と外の空気を吸いに行かれましたけど……そういえば少し遅いですね。すごい集中力で朝までオーレリアお嬢様を診みていてくれましたから、お疲れでしょうに……」

　侍女は頰に手を当てながら、心配そうに言った。

「……友人とは？」

「あの方は……ゴートン男爵令嬢だと思います」

「してやられたね。ロザリンド嬢は誘ゆう拐かいされた訳だ。ゴートン男爵令嬢は関係者か……？　それともただ巻き込まれただけ？　僕の暗殺はただの陽動で本命はロザリンド嬢なのか？　そうなると、ベルニーニ側の思おも惑わくはやはり……」

「くそっ……ロザリンド！」

　ジェイラスは考え込み、ウィリアムは痺しびれを切らして部屋を飛び出そうとする。

「耳元でうるさいですの！　まったく、淑女の眠る部屋で許可なく男が騒さわぐなんて、無礼千万、紳士にあるまじき愚ぐ行こうですわ！」

　しかしウィリアムは、眠っていたはずのオーレリアの叱しつ責せきにより、条件反射でぴたりと動きを止めた。

「……オーレリア」

「なんですの？　まるで死人を見るような……気に入らない目ですわね、ジェイラス殿下」

「本当に……よかった……オーレリア……」

　ジェイラスがそっとオーレリアを抱きしめる。

　しかし、その抱擁は三秒ともたずにオーレリアに突き飛ばされて終了した。

「許可なく淑女に触れるなんて、訴そ訟しようものですわ。わたくしに不ふ名めい誉よな噂が流れたらどうしてくれますの？」

「大丈夫だよ。そのときは僕が責任を持ってオーレリアをもらい受けるから。ああ、やっぱり気持ちを抑おさえられない！　オーレリア、君を失うなんて考えられない。僕と結婚してくれ……！」

「絶対に嫌ですわ。馬鹿なことを言っていないで、ロザリンド様を奪だつ還かんする作戦を立てますわよ」

「オーレリア、身体はもう大丈夫なのか……？」

　ウィリアムはおずおずと問いかけた。

「さあ？　ロザリンド様がいないので判断しかねますわ。でも、王太子補佐官として、この窮きゆう地ちを打開する策を考えない訳にはいきませんもの。いい歳としをした馬鹿ふたりのおかげで、状じよう況きようは概おおむね理解しましたわ」

　オーレリアはベッド脇わきのキャビネットからフランレシア国内の地図を引っ張り出すと、それをベッドの上に広げた。

「今ここで、ゴートン男爵令嬢関与の真しん偽ぎを確かめる必要はありませんわ。ジェイラス殿下を囮おとりにしてでもロザリンド様の才能を手に入れたい可能性も、美しい淑女を手に入れたい可能性もあります。ロザリンド様が誘拐されているのは事実でしょうし」

　オーレリアはスペンサー公爵家の街かい道どうを指でなぞり、数カ所ある関所を指差した。

「王太子暗殺未遂で、わたくしが重傷となれば、真っ先にすべきなのが関所の封ふう鎖さですわ。犯人を逃がす要素はできるだけ潰しておきたいですもの。……もちろん、封鎖していますわよね、ジェイラス殿下？」

「もちろんだよ、オーレリア！　昨夜のうちに伝令は出してある」

「上々ですわね。関所が封鎖されているとなれば、誘拐犯が通る道は限られますの。まして、令嬢を抱かかえてベルニーニへ行くとなれば馬車を使うでしょうし、もっと選せん択たく肢しは限られますわ。警戒網もうがしかれている中で、迂う回かい路ろを使うのは悪あく手しゆですし、誘拐犯も時間が惜しいはず」

　オーレリアは羽ペンを取り出し、ベルニーニ神国の方向にある山道に線を引いた。

「周辺の住民しか使わない少々荒い道ですが、ここならば関所を通らずスペンサー公爵領を出ることができますわ。一いつ般ぱん的てきには知られていない道ですし、わたくしが誘拐犯ならばここを選択いたします。侍女の物言いから言って、ロザリンド様がいなくなってから数刻も経たっていないでしょう。早馬で行けば十分追いつけますわ」

「さすがオーレリアだね！」

「浮かれすぎはよくないですわ」

　オーレリアはキリリとした目でジェイラスを窘める。

　ジェイラスはとんっと胸を叩き、笑った。

「うん。関所にも人を送るし、他の懸け念ねん材料も潰していくよ」

「ふん。その程度のことが考えられないでくの坊ぼうだったら、しばき倒して再教育するところですわ」

　オーレリアはそう言うと、今度はウィリアムへと視線を移す。

「ウィリアムはこれからどうしますの？　また闇やみ雲くもにロザリンド様を捜さがすのかしら？」

「私はオーレリアの示した道を行く。一番信用できるからな。必ずロザリンドを助け出す」

「そうだね。僕もロザリンド嬢を救いに行こうかな」

「貴方も行きますの、ジェイラス殿下。……はぁ、いいですわ。もう勝手にしてくださいまし」

　まだ本調子ではないのか、オーレリアはジェイラスを咎とがめることもなく再びベッドに身体を沈しずめる。

　オーレリアの顔色は悪く、彼女に休息が必要なのは明白だった。

「絶対に助け出してくださいませ。……わたくしたちの聖女を」

「もちろんさ」

「……ロザリンドを守ると約束したからな」

　太陽が昇った朝、ウィリアムとジェイラスは騎き乗じようし、ロザリンド奪還へと動き出す────
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　がたんがたんと馬車は揺れる。

　手足を縛しばられ、馬車の床に転がされているロザリンドは、その衝しよう撃げきを直接的に感じていた。

（相当な悪路だね。整備された道じゃない……。スペンサー公爵家を出てからどのくらいの時間が経った？）

　ロザリンドは痛む身体に鞭むちを打ち、必死に思考を巡らせる。

　死ぬことができなかった今、ロザリンドはクリスティーナから逃れる術すべを考え情報収集を行っていた。

「ああ、つまんないわ。ねえ、ロザリンド。お話ししましょうよ」

　ロザリンドの口から布が取られる。

　そのとき、馬車が大きく揺れてロザリンドは危あやうく舌を嚙み切りそうになった。

「やっぱり、死ぬことはやめたのね。臆病なロザリンド」

「なんとでも言って」

　自害しようとしたのは、頭が冷えた今は愚おろかな選択だったと思っている。

（……わたしが死んだら、ウィリアム様が悲しむもの。足あ搔がいて、足搔いて、足搔いて、それから死を選択したって遅くはない）

　心が通じ合い、本当の夫婦となった今、ロザリンドはウィリアムを失うことなんて考えられない。

　それはきっと、ウィリアムも同じはずだ。自惚うぬぼれではなく、確信的にロザリンドは思う。

　それほどまでに、ロザリンドとウィリアムは強固な絆きずなで結ばれていた。

「継母に殺されかけ、父の伯爵にも愛あい想そを尽かされ、研究にのめり込む変人令嬢。わたくしね、ロザリンドの噂を聞いたときに思ったの。恵まれた家に生まれたのに、可哀想な子って」

「……初めて話したときも言っていたね。わたしが可哀想だって」

「でも、それもすぐに思い直したわ。だって、わたくしが恋したファリス教授に一番愛され、割り込めない信頼関係を築いていたんだもの」

「……わたしとファリスは、クリスティーナが望んだような関係じゃない」

　ロザリンドとファリスの間にあったのは、師弟愛だ。

　お互いの身分の隔へだたりは嫌というほどに感じていたし、抱いだいていた感情は、決して恋れん情じようのたぐいではない。

「そうでしょうね。でも、わたくしは貴女が羨ましかった。可哀想なはずのロザリンドに嫉妬していたのよ……！」

　クリスティーナは顔を醜みにくく歪め、未だ床に転がっているロザリンドを見下ろした。

「わたくしはね、ファリス教授が叙じよ爵しやくされた後に彼と結婚するつもりだったの。貴族になったからには、貴族の妻を娶めとらなくてはいけないわ。新興貴族ならば、伯爵令嬢みたいに身分が中ちゆう途と半はん端ぱに高い女性よりも、男爵令嬢であるわたくしの方が相応しいもの。ファリス教授も受け入れてくれたはずよ」

「……ファリスは貴族になりたいなんて、微塵も思っていなかったよ」

「でも、優秀な者を積極的に登用し、貴族の身分を与あたえている今の女王の政策ならば、ファリス教授は貴族になることを拒こばむことはできなかったはずよ」

「……そうかもしれないね。でも、ファリスは黄金の錬金術師として死んだ」

　クリスティーナが言った通り、ファリスが死んだのはロザリンドのせいだ。それは紛まぎれもない事実。

　ロザリンドは唇を嚙みしめた。

「……その顔が気に入らないのよ。ファリス教授に心を愛され、国に才能を愛された、ロザリンド。貴女は可哀想なはずなのに、ことごとくわたくしの欲しいものを手に入れていく」

「クリスティーナの欲しいもの……？」

「ロザリンドと狼侯爵の結婚が調ととのったとき、わたくしはとっても嬉しかったわ。親に強制され、恐ろしいと噂の極悪非道の狼侯爵の妻になる。身分があるのに、なんて可哀想なのかしら！　………最初はそう思って、貴女の噂が社交界に流れるたびに、心を躍らせていたの」

　なんとも言えない告白にロザリンドは顔を顰めた。

　しかし、クリスティーナはロザリンドのことなど気にせず続ける。

「でも、しばらくして、お父様から平民と結婚するように言われたわ。知らず知らずのうちにゴートン男爵家は苦しい財政を強しいられていた。隣に領地を賜たまわった新興貴族が街の開発に成功したの。商人たちはゴートン男爵領からそっちへ移っていったわ。主力商品だった農作物も、数年前に叙爵された別の新興貴族の領地の方がいいものが収穫できるようになって、見向きもされなくなっていた。お父様たちは周りの貴族に落ちぶれた姿を見せないように、宝ほう飾しよく品ひんを漁り、外見だけは取とり繕つくろっていたのよ」

「……それは」

「ねえ、わたくしたちって努力が足りないのかしら。それとも身みの丈たけにあった質素な生活をすべき？」

　クリスティーナは自じ虐ぎやく的な笑みを浮かべ、ロザリンドは何も言えずに黙り込む。

「わたくしね、いくら才能があっても、決して叙爵されることのない商人と結婚することになるって聞いたとき、身の毛がよだつような感覚だったわ。ずっと貴族として生活してきたのに、平民になるなんて考えられない。だから、わたくしの研究で領地を富とませようと思ったの。でも、わたくしには領地を富ませるだけの資金も、才能もなかったのよ。だって、わたくしの知識は他人の受け売りでしかないもの」

「クリスティーナ、学院は……」

「辞やめさせられたわ。ゴートン男爵家には学費を払うこともできなかったし、わたくし程度の才能を買ってくれる人もいなかった。……そして、やっと気づいたの。才能ある者を積極的に登用し、国力を高め、いち早く戦後の復興を遂とげる。女王の政策は素晴らしいものだわ。だけど、わたくしのような、貴族の身分しか誇ほこることのできない人間には、とても生きにくい世界なのよ」

「だから、ベルニーニと手を組んだ？」

　ロザリンドが問いかければ、クリスティーナはこてんと首を傾げた。

「あら、気づいていたの。そうよ、ロザリンドを手て土産みやげにしてベルニーニでわたくしはやり直すのよ。子爵の身分を賜る約束も取りつけた」

「……そんなの上手くいくと思っているの？」

「少なくとも、フランレシア王国よりは居い心地ごこちがいいと思っているわ。ベルニーニの思想は、わたくしの肌に馴な染じむみたい」

「……アリックは？」

　あの純朴そうな青年の名を出せば、少しはクリスティーナの心が動くかもしれない。

　しかしロザリンドの思惑は大きく外れ、クリスティーナは無表情で言葉を紡ぐ。

「意外に役に立ったわ。わたくしがおねだりすれば、なんでも買ってくれたし、色々な利権を貸してくれた。今はせいぜい、わたくしの代わりに王太子暗殺未遂の犯人として拘束されているでしょうね」

「……酷い」

「どうして？　だって彼は貴族ではないもの」

　真顔で言うクリスティーナに、ロザリンドはたじろぐ。

（クリスティーナは貴族の身分に執しゆう着ちやくしている。それがアリックとの婚約で、抑えられなくなったんだ……）

　王太子を暗殺しようと企たくらみ、ロザリンドを誘拐したクリスティーナはもう後に引けない状況だ。

　そして憎しみの対象であるロザリンドが何を言ったって、聞き入れようとはしないだろう。

「……わたしたちの道は結局、交わることはなかったんだね」

　ロザリンドがそう呟くと、クリスティーナの瞳が僅かに揺れた気がした。

　それと同時に、けたたましい馬の蹄ひづめの音がロザリンドの耳に入った。




　──キィィイイイイ




　確認する間もなく、馬車が大きく揺れる。馬車は突とつ如じよ止まり、御ぎよ者しやたちが騒ぎだす。

（目的地についた……って訳じゃないみたいだけど）







「いったい何事な、の……」

　クリスティーナが馬車の扉を開けて言い放つが、後半は尻すぼみに小さな声となった。

「そう……わたくしはここまでなのね」

　何が起こったのか分からず、ロザリンドが身を捩よじれば、誰かに持ち上げられ、そして抱きしめられた。

　顔は見えないが、この温ぬくもりは既き視し感かんがある。

「……ウィリアム様。また会えた……」

「ああ、私はここにいる。君を守ることができて、本当によかった……」

　ウィリアムはロザリンドの手足の拘束を剣で引ひき裂さくと、再びロザリンドの存在を確かめるように強く抱きしめる。

「はーい、終了だよ」

　ジェイラスが、無理矢理ロザリンドからウィリアムを引きはがした。

「何をする、ジェイラス！」

「僕がオーレリアと三秒しか抱擁を交かわせなかったのに、君たちが幸せそうに抱擁を交わす姿を許容できると思う……？」

「惚気るのはいいから、卿と殿下も手伝ってくださいよぉぉおお！」

　聞き慣れない叫び声を聞き、ロザリンドは御者台の近くにいる男を見た。

　オレンジ色の髪が特とく徴ちようの彼は、軍服に身を包み、涙なみだ目めでこちらを見ている。

（………どこかで会ったことがあるような？）

　ざぁーっと記き憶おくを探さぐり、ロザリンドはポンッと手を叩いた。

「死にかけたウィリアム様を頑張って担かついできた軍人さんだね」

「そうっすよぉ。お久しぶりっす、恋のキューピット、ラッセル少佐っす！」

　ラッセルはきゅいっとクリスティーナの配下の男たちを見事に縛り上げると、へたり込んでいるクリスティーナも同じように縛り上げた。

「クリスティーナ・ゴートン。何故、拘束されたのか分かるよね？」

「ふふっ。わたくしを捕まえたからといって、現体制をよく思っていない貴族は多くてよ」

　クリスティーナは挑ちよう発はつ的てきな目をジェイラスに向けて言った。

「確かに革新的な王は、敵が多いよね。でもさ、堅けん実じつな王にも、傀かい儡らいの王にも、政敵はいるものだよ。万人にとって良い王なんて存在しない」

「そうですか。では、適応できないわたくしたちは淘とう汰たされるべき存在なのですね」

「極論だね。君はやり方を間違えた。ただそれだけの話だよね？」

「ジェイラス王太子殿下の考えをわたくしが認めることができないのと同時に、わたくしの考えもまた理解されないのでしょうね」

　クリスティーナは薄く笑うと、ロザリンドへと視線を移した。

「ねえ、ロザリンド。わたくしに何か言うことはないの……？」

　ロザリンドは口くち汚ぎたなくクリスティーナを罵ののしる気も、憎む気もなかった。

　クリスティーナはロザリンドを憎んでいたし、ロザリンドもそれを知っていた。

　けれど、ロザリンドが憎しみの感情を抱かなかったのは、クリスティーナだけがずっと懐なつかしむようにファリスの話をしてくれて、尚なお且かつ、ファリスと同じ研究に取り組んでくれていたからだ。

「……わたしは、クリスティーナのことが嫌いじゃなかったし、クリスティーナの作る薬が好きだったよ。果物ジュースの中に薬を溶かして飲みやすくする研究は失敗ばかりだったけど、最終的には薬の効能をそのままにジュースと溶け合わせることに成功していたよね。研究に協力してくれていた子どもたちも、クリスティーナも笑顔だった」

　そう、きっとあの笑顔は偽いつわりではない。

　クリスティーナには才能があった。ただそれを、クリスティーナの求める人たちが見つけてくれなかっただけだ。

「ロザリンド………貴女って、わたくし並に性格が悪かったのね」

　クリスティーナは小さく呟くと、空を見上げて一筋の涙を流した────
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　スペンサー公こう爵しやく家けの夜会から一ヶ月が経たった。

　夜会の後、ロザリンドとウィリアムはお互たがいに忙いそがしい日々を過ごしていたが、現在は少しだけ落ち着き、ふたり揃そろって王宮を訪おとずれていた。

「女王陛下との謁えつ見けんなんて、とっても緊きん張ちようする……。動どう悸きと息切れが止まらないよ……」

　ロザリンドは胸に手を当てて、深呼吸をする。

　ウィリアムはロザリンドの背を優しい手つきで撫なでた。

「ロザリンド、緊張するだけ意味がない。女王陛下は気まぐれな方だからな。まったく、久々にロザリンドと共にゆっくりとした休日を過ごせると思っていたのに……絶対にわざとだろうな」

　女王からの王宮への招待状が届いたのは今け朝さのこと。ロザリンドとウィリアムは大おお慌あわてで準備をして登城したのだ。

　ウィリアムにエスコートされながらロザリンドは入り組んだ通路を進み、やがて人通りがほとんどないフロアへと出た。そして、こぢんまりとした部屋へと入る。

「待っていたわ、ウィリアム、それにロザリンド」

　ロザリンドたちを迎むかえ入いれたのは、たったひとり。紫むらさきのドレスに身を包んだ年ねん齢れい不ふ詳しようの美女だった。美女は部屋の奥おくにある豪ごう奢しやな椅い子すに座すわり、妖よう艶えんに笑う。

　その圧あつ倒とう的てきな存在感から、ロザリンドはすぐにその名に思い当たった。

「お初にお目にかかります、エレアノーラ女王陛下」

　ロザリンドは膝ひざを折り、女王に頭こうべを垂れる。

「礼れい儀ぎ正ただしい子は好きよ。でも、そんな他た人にん行ぎよう儀ぎは嫌いやだわ」

「分かりました」

　ロザリンドはすぐに立ち上がり、女王の前に立った。

　すると、女王はころころと笑い始める。

「うふふっ、ウィリアムとは違ちがってロザリンドは頭がやわらかいのね」

「ロザリンドをからかうのはおやめください、女王陛下。まったく、護ご衛えいなしでこんなところにいるなんて、無防備すぎます」

「ねえ、頭が固いでしょう？」

　ウィリアムの苦言を軽く流した女王は、ロザリンドを手招きした。

　すると、ロザリンドを腕うでの中に閉じ込め、髪かみの毛けを撫でたり、頰ほおを引っ張って弾だん力りよくと伸びを楽しんだりし始める。

　ロザリンドは女王の突とつ然ぜんの奇き行こうに戸と惑まどいながら、されるがままでいた。

「……女王陛下。私の妻に悪戯いたずらするのはやめてください」

　痺しびれを切らしたウィリアムが女王を窘たしなめた。

「あら。あたくしは可か愛わいい孫まご弟で子しを可愛がっているだけよ？」

「孫弟子？　え………えええぇぇ!?」

　ロザリンドは驚きよう愕がくし、口をぽかんと開けた。

（ファリスに師し匠しようがいるのは知ってたけど、女王陛下のことだなんて言ってなかったよ！）

　女王はロザリンドの反応を見て、満足そうに口角を上げる。

「あたくしはファリスの師。そして名付け親であり、姉であり、掃はきだめから救った恩人であり、死の道へと歩ませた女王よ」

　ロザリンドは女王の顔をのぞき込むが、彼女はただ微笑ほほえむだけで心は読み取れない。

　ただ、ロザリンドの頭を撫でる手が、少しだけ震ふるえた気がした。

「弟で子しの愛を利用して、あの子に戦場へ行くように女王として命令したわ。だからね、ロザリンド。ファリスを殺したのは、あたくしなのよ。どう、この国の女王を嫌きらいになったかしら？」

「……嫌いになんて、なりません。だって、ファリスは権力者が大嫌いだった。それなのに、女王陛下の命令を聞いたってことは、ファリスは貴女あなたを愛していたということ」

　ファリスが捻ひねくれた性格なのは、弟子であるロザリンドがよく知っている。

　本当に嫌だったら、ロザリンドを連れて国外逃とう亡ぼうぐらい簡単にやってのけただろう。

「貴女はファリスと一いつ緒しよで、眩まぶしいぐらいにいい子ね」

「女王陛下、聞かせて欲ほしいのですが……貴女にとって、ファリスはどういう存在でしたか？」

　女王は一度目を閉じた。そして少女のように澄すんだ瞳ひとみで、ロザリンドを見つめる。

「あの子はあたくしの……夢であり、誇ほこりであり、愛すべき弟よ」

「その答えだけで十分です。ファリスもきっと……笑っている」

　ロザリンドと女王は微笑み合った。

　すると背後から控ひかえめなウィリアムの声が聞こえる。

「あー、あの、少しよろしいですか？」

「ウィリアムは空気の読めない子ね。まあ、いいわ。何かしら？」

「戦後、ロザリンドを学院に留とどめ、私との縁えん談だんを持ち込んだのは……」

「もちろん、あたくしの采さい配はいよ。可愛い弟子に、自分が死んだらロザリンドをできるだけ守ってくれって言われたんだもの。この国で一番強い男の庇ひ護ご下かに置こうとするのは当然でしょう？　ちゃんと努力して頑がん張ばってよかったわね、ウィリアム」

　ウィリアムはへなへなと力なく踞うずくまると、恨うらめしそうな瞳で女王を見上げた。

「……すべて貴女の手のひらの上だったということですか……」

「そうとも言えないわ。人の気持ちまでは予測できないもの」

　女王はロザリンドを解放し、立ち上がった。

「ロザリンド、貴女が死し灰はい毒どくの解げ毒どく薬やくを開発したことは社交界のみならず、ベルニーニにも知しれ渡わたっているでしょう。もう貴女は研究を愛するだけのものぐさ姫ひめには戻もどれないわ」

　たとえ狼おおかみ侯こう爵しやくの庇護があったとしても、今回のクリスティーナの件も考えて、これからロザリンドを狙ねらう者は後を絶たたないだろう。

　しかし、ロザリンドはすべて分かっていてオーレリアを治ち療りようしたのだ。

　この程度では決意は鈍にぶらない。

「狼侯爵の妻に、恐おそれるものなどございません」

「よく言ったわ。貴女にあたくしから『黄金の聖女』の称号を与あたえます。ロザリンド、ファリスの意志を継つぎ、人々に癒いやしを与えて、希望と平和の象しよう徴ちようとなりなさい」

　女王は頷うなずくと、ウィリアムへと視線を移した。

「ウィリアム、戦後の混乱期をよくぞ支えてくれたわ。これからも貴方は強さの象徴でなければならない。その重さに耐たえられる？」

「ロザリンドと一緒ならばどこまでも」

　そう言ってウィリアムは女王に膝をついた。

　女王は小さく息を吐はくと、ぽすんと再び椅子へと腰こし掛かけた。

「ふぅ……これで困ったちゃんの一人が片付いたわ。お母様としては、あともう一人も、いい加減おかしな求婚芸をしていないで落ち着いて欲しいのだけど」

　女王の母親としての呟つぶやきに、ロザリンドとウィリアムは思わず笑い出した。
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　ロザリンドとウィリアムは女王との謁見の後、ヴァレンタイン侯爵家へと戻っていた。

　テラスにオルトンとシンシアがティーセットを並べ、久方ぶりのティータイムを楽しむ。

「……ん、おいしい」

　ロザリンドは十分に紅茶の香かおりを楽しんだ後、カップに口をつけ、頰を緩ゆるませた。

「今日の紅茶は少し変わった香こう辛しん料りようが入っているようだな。なかなかうまい」

「旦だん那な様、この紅茶は奥おく様さまが用意したんですよ！」

「そうか、さすがロザリンドだな」

　ウィリアムはよほど気に入ったようで、一気に紅茶を飲み干した。

　ロザリンドはそれを見届けると、自分も紅茶をゆっくりと飲み干す。

「ねえ、ウィリアム様。こっちに来て」

「どうしたんだ、ロザリンド？」

　不思議がるウィリアムの手をロザリンドは引っ張った。

　そして手すりの近くまで行くと、ウィリアムの青い双そう眸ぼうをじっと見つめる。

「な、なんだ、どうしたんだ……？」

　ロザリンドの熱い視線にウィリアムはたじろぐ。

　しかし、ロザリンドの望んだ反応ではないため、手でオルトンに合図した。

「奥様。踏ふみ台だいをお持ちしました」

「ありがとう」

　ロザリンドは少々不安定な踏み台に上のぼると、またウィリアムの瞳を熱心に見つめる。

　踏み台に乗ったことで、目線がウィリアムと同じ高さになり、普ふ段だんよりも近い顔にロザリンドの心臓がドキドキと高鳴る。

「わ、わたしがドキドキしている場合じゃな──いひゃぁっ！」

　踏み台から転げ落ちそうになったロザリンドをウィリアムが慌てることなく抱だき上あげた。

　先ほどよりも近い視線にロザリンドは赤面する。

「ねえ、ウィリアム様。動悸息切れに悩なやまされていない？」

「……いったい何がしたいんだ、ロザリンド」

「愛の霊れい薬やくの効果が薄うすいみたいだから、吊つり橋ばし効果を狙ったの」

　きょとんと首を傾かしげるロザリンドを見て、ウィリアムは眉み間けんに皺しわを寄せた。

「愛の霊薬……確か、惚ほれ薬ぐすりだったか。……ロザリンド。もしかして、あの紅茶には……」

「もちろん、入っているよ。でも、安心して。人体に有害な物質は入っていない。むしろ、血行促そく進しん、疲ひ労ろう回復の効果が期待できる。折角、ウィリアム様が死し霊りよう花かをプレゼントしてくれたんだから、作らない手はないと思って」

　古いにしえの錬れん金きん術じゆつ師しが作り上げたという、幻まぼろしの霊薬の一つを作れる材料が揃ったのだから、研究熱心なロザリンドが作らない訳がない。

　もちろん、安全性には気を配っているし、効果もほぼすべて想定済みで、惚れ薬というよりも滋じ養よう強きよう壮そう剤ざいといった感じだ。

　その中に惚れる成分が入っているとは思えなかったが、ロザリンドは確かに愛の霊薬の効果を感じていた。

「……一緒に飲めばウィリアム様にもっと好きになってもらえると思ったけど、わたしばっかりに効果が出て、ウィリアム様には効かないみたい。個人差があるのかな？」

「……ロザリンド」

　ウィリアムはロザリンドの耳元で囁ささやくと、ちょうど胸の辺あたりにロザリンドの頭を寄せた。

　ドクンドクンと力強い鼓こ動どうが聞こえる。

（……ウィリアム様も、わたしにドキドキしてくれているの？）

　ウィリアムの腕の中、安心したようにロザリンドは笑った。

　そして慈いつくしむようにロザリンドの頰にウィリアムが口づけを落とす。

「私にとっての愛の霊薬はロザリンドだ。君と目を合わせ、言葉を交かわすたびに、私はどんどん惚れていく。もう、私は君を手放すことなんてできない」

「わたしだって、ウィリアム様の手を離はなすつもりなんてないよ？」

　ロザリンドはウィリアムの首に手を回し、ぴっとりと身体を寄せた。



















　捕ほ獲かくされたのはどちらなのか。その答えが出るのは、ずっとずっと先の未来になるだろう。

　雲一つない翡ひ翠すい色の空へ金茶色の鳥が一羽わ、悠ゆう々ゆうとヴァレンタイン侯爵家から飛び立った。

　鳥はふたりの未来を祝福するように大きく旋せん回かいすると、遠く果てのない地平線へと駆かけていく────








　ＦＩＮ













あとがき






　初めまして、もしくはお久しぶりです。橘たちばな千ち秋あきと申します。

　この度たびは『狼おおかみ侯こう爵しやくと愛あいの霊れい薬やく』をお手に取ってくださってありがとうございます。




　今作はＷＥＢサイトで連載していたものを、書籍化させていただいたものになります。

　猫みたいな理系女子が書きたい！　恋愛描写を素面しらふで書けるようになりたい！　と思ったのが今作を書き始めたきっかけです。しかし、生まれてこの方猫を飼かったことがなかったためか、私が典型的な文系なのが悪かったのか分かりませんが、主人公のロザリンドは三度の飯よりも研究が好きな残念女子へと変へん貌ぼうを遂とげました。

　初めてロザリンドのキャラクターデザインを拝見したとき、「あ、そういえば美少女設定だった」と思い出したぐらいです。

　ヒーロー役のウィリアムのキャラクターイメージはもちろん狼です。他の登場人物もそれぞれ動物のキャラクターイメージがあるので、予想してみるのもおもしろいかもしれません。

　本編は始まりこそパトロン契約でしたが、戦争で大切な人を失ったふたりが、生涯を捧ささげる愛を手に入れる物語となっております。ロザリンドに振り回されるヘタレなウィリアムが、書いていて楽しかったです。ラブコメ最高！




　最後に謝辞を。

　担当様には大変お世話になりました。無事に物語を完成させることができたのも、担当様が支えてくださったからです。ありがとうございます。

　イラストを書いてくださった紫むらさき真ま依い先生。繊細な美び麗れいイラストをありがとうございます。どのキャラも私の想像以上に素敵で、生き生きとしていて目を奪われました。

　ビーズログ文庫編集部および関係者の皆様、本を置いてくださる書店様、サポートしてくれる家族、そして最後にこの作品を読んでくださった皆様、本当にありがとうございます。

　では、またお会いできることを願って。


橘千秋
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11月４日生まれ、Ａ型。

最近、みそプリンなるものを食べました。絶対においしくない、邪道だ！　と思っていたのですが、人生の中で一、二を争うぐらいおいしかったです。次はしょうゆプリンを食べてみたいです。ウニも大好きなので、きっといけるはず！
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それぞれのコンビが微笑ましくもあり、切なくもあり…みんな愛おしいです。

〝狼侯爵と愛の霊薬〟イラストを担当する事ができとても嬉しいです。
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